
ＮＵＭＢＥ Ｒ ＤＲＡＷＩ ＮＧ ＳＣＡＬ Ｅ

－

－

－

１ ： 300配置図兼仮設計画図

改修工事 特記仕様書②

改修工事 特記仕様書①

改修復旧 １ Ｆ  平面図・ 仮設計画図

改修復旧 ＲＦ  平面図・ 仮設計画図

屋上平面図

撤去解体 １ Ｆ  平面図

建築主体改修工事図面

1： 80

改修工事 特記仕様書③

改修工事 特記仕様書④

－

１ ： 80

１ ： 80解体撤去 ＲＦ  平面図

1： 80

1： 100

合 計

1： 100改修前後 立面図、 断面図②（ 東面）

改修前後 立面図、 断面図④（ 西面） 1： 100

ＮＵＭＢＥＲ ＳＣＡ Ｌ ＥＤＲＡＷＩ ＮＧ

工事仕様表 －

図面リスト

1： 100改修前後 立面図①（ 南面）

改修前後 立面図③（ 北面） 1： 100

1： 30

1： 30

1： 80

1： 80

建築主体改修工事図面 －42Ａ

Ａ－１

２

３

４

８

７

６

５

１ ３

１ ４

１ ５

１ ６

１ ２

１ １

１ ０

９

１ ９

１ ８

１ ７

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

1： 50

1： 50

1： 50

新設、 補修 キープラン・ 建具表②

撤去、 既存 キープラン・ 建具表②

体育設備改修工事 各部詳細図

体育設備改修工事 ＲＦ  配置図

体育設備改修工事 １ Ｆ  配置図

部分詳細図

新設、 補修 キープラン・ 建具表①

屋根改修工事　 屋根伏図（ 撤去、 改修）

１ Ｆ  天井伏図（ 撤去、 改修）

撤去、 既存 キープラン・ 建具表①

屋根改修工事 各部詳細図

ＲＦ  天井伏図（ 撤去、 改修）

1： 40

－

1： 80

1： 70

1： 40

1： 70

1： 60

1： 20・ 1： 10・ 1： 5

1： 60

1： 20・ 1： 10

Ａ－20 1： 100

25Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

22

23

24

21

1： 50

-

1： 30

1： 100

1： 100

Ａｓ －1

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

Ａ－

42

34

35

36

37

41

40

39

38

30

31

32

33

29

28

27

26Ａ－

1： 150石綿含有建材解体撤去工事　 撤去図

石綿含有建材除去工事図面

改修詳細図①

ポーチ、 玄関（ 平面詳細図）

改修詳細図②

ポーチ、 玄関（ 建具表、 詳細図）

改修詳細図④

アリーナ（ 解体撤去 平面詳細図）

改修詳細図⑤

アリーナ（ 改修復旧 平面詳細図）

改修詳細図⑨

アリーナ、 控室、 用具室（ 建具表）

改修詳細図⑩

みんな、 男子、 女子ト イレ（ 平面詳細図）

改修詳細図⑬

みんなのト イレ（ 展開図、 建具表）

改修詳細図⑪

男子ト イレ（ 展開図）

改修詳細図⑫

女子ト イレ（ 展開図）

改修詳細図⑮

体育用具庫（ 展開図、 建具表）

改修詳細図⑯

男子、 女子更衣室（ 展開図、 建具表）

－

－

－

－

石綿含有建材除去工事図面 － 1Ａs

改修詳細図⑭

体育用具庫、 男子、 女子更衣室（ 平詳、 建具表）

改修詳細図⑧

アリーナ（ 展開図）

改修詳細図⑥

アリーナ、 控室（ 展開図）

改修詳細図⑦

アリーナ、 ステージ、 用具室（ 展開図）

ＮＵＭＢＥ Ｒ ＤＲＡＷＩ ＮＧ ＳＣＡＬ Ｅ

機械設備改修工事図面

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

Ｍ－

５

６

７

４

３

２

１ 機械設備　 特記仕様書 －

機械設備　 凡例・ 器具機器表

機械設備　 給排水衛生 １ Ｆ  平面図（ 改修前）

機械設備　 給排水衛生 ＲＦ  平面図（ 改修前） 1： 100

－

1： 100

1： 100

1： 50

機械設備　 給排水衛生 １ Ｆ  平面図（ 改修後）

1： 100機械設備　 給排水衛生 ＲＦ  平面図（ 改修後）

機械設備　 給排水衛生

１ Ｆ  平面詳細図（ 改修前・ 改修後）

Ｍ 7－機械設備改修工事図面
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ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

－

改修工事　特記仕様書①

Ａ
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110 １ 110

    施工可能時間帯　　※指定なし　・指定あり（８時３０分～１７時）

    工事車両の駐車場　※指定なし　・指定あり（屋内運動場 南側　図示）

 　 施工可能日　　

また、品質が求められる水準以上であれば、市内生産品の優先使用に努め

「みえ・グリーン購入基本方針」に準ずること。

※指定なし

・ ｱｽﾍ゙ ｽﾄ含有成型板等の撤去は
｢非飛散性ｱｽﾍ゙ ｽﾄ廃棄物の取扱いに関する技術指針｣を、 厳守すること。

※登校、下校時間帯との調整を行うこと

防球ネッ ト 改修、 カーテン及び緞帳改修、 他

＜２ －１ ＞

＜１ －１ ＞

（ 内部工事） …床改修、 間仕切り 改修、 内壁補修及び塗装改修、 内部建具改修

上記に伴う 、 機械改修工事

上記に伴う 、 廃材処分工事

１ ． 工事場所　 伊賀市久米町地内

上記に伴う 、 電気改修工事

上記に伴う 、 建築改修工事

上記に伴う 、 撤去処分工事

建築工事： （ 外部工事） …屋根防水及び竪樋改修、 外壁塗装及び壁改修、 他

２ ． 工事内容　 下記の事項に拠る

・ 学校を運営しながらの工事となる為、 学校と調整協議の上、 決定とすること。

    資機材置場所　　　※指定なし　・指定あり（屋内運動場 南側　図示）

ＡＬＣ目地、サッシ廻り、ボード取合部

ガラス廻り

仕上取合部

・配置する　（　　　日　　×　　人　　＝　　　人　　）　　　・配置しない

㎡程度

㎡程度　　　　　・面積指定なし　　　　　　　　　　 　　　　　　　　(2.4.3)

Ⅰ　工事概要

・汲取り式：小便器、大便器×各1棟（工事用）、程度

※測定対象室及び測定個所数：

品質性能評価事業　建築材料等評価名簿」（最新版）（以下「評価名簿」という）

・建築工事標準詳細図　　　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・公共建築改修工事標準仕様書　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・公共建築工事標準仕様書　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

工 事 名　

　　(3)特記事項に記載の（　）内表示番号は建築改修工事標準仕様書の当該図又は当該表を示す。

　　　　○印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　　○印が付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　(2)特記事項は、○の付いたものを適用する。

　　(1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

　　「公共建築改修工事標準仕様書（最新版）」（以下「改標仕」）による。

　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「公共建築工事標準仕様書（最新版）」

１．共通仕様

Ⅱ　建築改修工事仕様

表面処理　※Ａ－１又はＢ－１　・ 　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(3.9.2)(d)

　　（本体幅　　㎜、板厚　※２．０㎜　・　　㎜、固定間隔　　㎜）

　・板材折曲げ型

　・押出１７５形　・押出２００形　・押出２５０形　・押出３００形　・押出３５０形　

部材の種類                                 　　　　　      (3.9.2)（c）(表3.9.1)

（Ｌ４Ｘ）　・行う　・行わない 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 (3.2.6)(c)(6)

 脱気装置　・設ける　・設けない

施　 工　 箇　 所種　 別工　 法

 脱気装置　・設ける　・設けない

・S-M3(SI-M3)・Ｍ４ＳＩ

・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・Ｍ４Ｓ

・Ｓ３ＳＩ

・S-F1(SI-F1)・S-F2(SI-F2)・Ｓ３Ｓ

・Ｓ４ＳＩ

・S-M3(SI-M3)・Ｓ４Ｓ

・S-M1(SI-M1)・S-M2(SI-M2)・Ｐ０ＳＩ

・S-F1(SI-F1)・S-F2(SI-F2)・Ｐ０Ｓ

施　工　箇　所種　　　別工　法

　　　　　　製造所（製品名）

　　　　　・既存目地　寸法（㎜）２５×７０

伸縮目地　・アスファルト注入目地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3.3.5)(f)

              　 ・設ける　・設けない

　 脱気装置（Ｐ０Ｄ及びＭ３Ｄ）　　 　　　　　　　　　           　(3.3.3)(b)(2)

　 施工標識　　　・設ける　・設けない

　 厚　さ（㎜）　・２５（両面スキン層付き、特定フロンを含まないもの）

   材　質　　　　・発泡プラスチック保温材（ＪＩＳ　Ａ９５１１）

断熱層工法の断熱材（Ｐ１ＢＩ、Ｐ２ＡＩ及びＴ１ＢＩ工法） 　　　　　　 (3.3.2)(h)

・ＡＳＩ－１・ＡＳＩ－２ 

・Ｐ０ＡＳ

・ＡＳ－Ｔ３　・ＡＳ－Ｔ４　・ＡＳ－Ｊ１・Ｍ３ＡＳ

・ＡＳ－Ｔ１　・ＡＳ－Ｔ２・Ｍ４ＡＳ

・Ｐ２Ｅ

・Ｅ－１　　・Ｅ－２・Ｐ１Ｅ

・Ｃ－１　　・Ｃ－２・Ｍ４Ｃ

・Ｄ－１　　・Ｄ－２・Ｍ３Ｄ

・Ｍ４ＤＩ

・Ｍ３ＤＩ

・ＤＩ－１　・ＤＩ－２・Ｐ０ＤＩ

・ＢＩ－１　・ＢＩ－２・Ｔ１ＢＩ

・Ｄ－１　　・Ｄ－２・Ｐ０Ｄ

・ＡＩ－１　・ＡＩ－２・Ｐ２ＡＩ

・Ａ－１　　・Ａ－２・Ｐ２Ａ

・ＢＩ－１　・ＢＩ－２・Ｐ１ＢＩ

・Ｂ－１　　・Ｂ－２・Ｐ１Ｂ

施　工　箇　所種　　　別工　法

                                         　　　　　　  (3.1.1)(表3.1.1～表3.5.3)

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　※利用できない

構内既存の施設　・利用できる（・有償　・無償）　※利用できない

受注者事務所の規模(単位:㎡)   　　　　　　　　　　　 　　    　　　　      (2.4.1)

※設置する

 (2.4.2)

・衣類ロッカー・冷暖房機器・消火器・湯沸器・掃除具

・加入電話の付属電話機（受注者が本電話機を設置する場合）

・ゴム長靴・雨カッパ・保護帽・懐中電灯

・机椅子・書棚黒板・製図板・掛け時計・温度計　　　　　　　　　　　　　(2.4.1)(b)

※設けない

　屋根　　　　装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

　内壁・天井　合板又はせっこうﾎﾞｰﾄﾞ張り、合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ塗り

　床　　　　　合板張り又はﾋﾞﾆｰﾙ床ｼｰﾄ張り

　部位等　　　仕上げ

　監督員事務所の仕上げ

　　面積　・15㎡程度　・20㎡程度　・35㎡程度　・65㎡程度　・100㎡程度

  監督職員事務所の規模(単位:㎡)

・設置する

・構内建物内の一部を使用する。      　　　　　                           (2.4.1)

監督職員の承諾を受ける。

備えたものとする。尚、やむを得ず工事目的物の一部を置場として使用する場合には

※塗料、油類等の引火性材料の貯蔵所は関係法令等に従い適切な規模、構造、設備を

書を監督員に速やかに提出すること。

工事施工中に事故が発生した場合は、直ちに監督員に通報するとともに、事故の発生報告

在来にならい補修する。

工事施工に際し、在来部分を汚損した場合又は損傷した場合は、構造・仕上げ共

　　設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受ける。

施工図

　※駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　※図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

施工範囲

と協議すること。

※箇所数は外観４面各室２面程度とする。規定の箇所数が確保できない場合には、監督員

・ｱﾙﾊﾞﾑ１部(大きさ335㎜×290㎜程度、ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版)

※台紙貼り１部（ｶﾗｰｻｰﾋﾞｽ版）

７　ｼｰﾘﾝｸﾞ用材料

６　ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

　　表面の仕上塗装

５　既存塗膜防水層

４　塗膜防水

　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水

３　合成高分子系

２　保護層等

１　ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

ＣＡＤデータの提出（※要　・不要）ただし、提出できない場合は監督員との協議による。

ＣＡＤによる作成　（※要　・不要）ただし、作成できない場合は監督員との協議による。

完成図の著作権にかかる使用権は発注者に移譲するものとする。

※完成図作図範囲　（すべての図面）

※作成する　　　　（※完成図　・保全に関する資料）　　　　　　　　　　　(1.8.2)

は被写体に巾広テープを添えて撮影する。（Ｅ版1部）

工事中　－　進捗状況の撮影記録をすると共に、特に竣工後、隠ぺい又は埋設される部分

着工時　－　敷地及び周辺の道路、建築物、工作物等の現況の撮影。（Ｅ版1部）

限り使用する。

※排出ガス対策型建設機械指定要領に基づき指定された排出ガス対策型建設機械をできる

限り使用する。

※低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設機械をできる

※公共建築改修工事標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工

法による。

※報告書　2部

※測定方法（※パッシブ法　・アクティブ法）

（　　　）ベンゼン
ベンゼンアルデヒド スチレンキシレントルエン その他パラジクロロ
エチルホルム

※測定対象化学物質（○で示したものとする。）

※測定する　・測定しない   　　　　　　　 　　　　   　　　　　　　　　　(1.6.6)

※職種別に可能なものについては積極的に活用すること。　　　　             (1.6.2)

補修方法　※図示　・　　　　　　　　　 　　　　　             　　　　　 (1.5.3)

調査方法　※図示　・　　

調査範囲　※図示　・　 　　　 　　　　　 　　　　　   　　　　　         (1.5.2)

た化学物質等を室外へ放出させること。

時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発散し

※接着剤及び塗料の塗布にあたっては、使用方法及び塗布料を十分に管理し、適切な乾燥

の他什器等は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散が少ないものとする。

発散が少ないものとする。これらの建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台、そ

散が少ないものとする。塗料は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、

可塑剤を使用し、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ｱｾﾄｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ、ﾄﾙｴﾝ、ｷｼﾚﾝ、ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝを発散しないか、発

のとする。接着剤は、ﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ブチル及びﾌﾀﾙ酸ｼﾞ-n-ｴﾁﾙﾍｷｼﾙを含有しない難揮発性の

とする。保温材、緩衝材、断熱材はﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ及びｽﾁﾚﾝを発散しないか、発散の少ないも

の木質建材、ﾕﾘｱ樹脂及び仕上げ塗材は、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞを発散しないか、発散の少ないもの

※合板、木質系ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ、構造用ﾊﾟﾈﾙ、集成材、単板積層材、MDF、ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ、その他

再生資源についても利用促進を図るものとする。

また、建設工事で得られた再生資源の活用はもちろんのこと、他産業の廃棄物で得られた

　品質が求められる水準以上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

及び別記記載の資材及び見積りメーカー（参考）又はこれらと同等とする。

※本工事に使用する建築材料等は、建設大臣官房官庁営繕部監修「建築材料・設備機材等

13　その他

12　工事用電力

11　工事用水

10　仮設便所

９　交通誘導員

８　材料倉庫

７　受注者事務所

　　　　　の備品等

５　監督員事務所

４　監督員事務所

６　危険物貯蔵所

22　事故報告

21　養生その他

　　　　　　取合い

20　設備工事との

関係法令に従い適切処理し、監督員に報告する。

法律、再生資源の利用の促進に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他

・引渡を要しないものは、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の再資源化等に関する

19　完成写真

・ 引渡を要するもの、 再生資源の利用を図るものについては調書作成し、 監督員へ提出すること。

  ・建設発生木材

　・セメントコンクリート塊

　・アスファルトコンクリート塊

・再生資材の利用を図るもの

・現場において再利用を図るもの(                　　　　)

    処理方法(                      )

・特別管理産業廃棄物  ※有(              )

・引き渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　）  　　　　　　　 (1.3.8)

２
　
仮
　
設
　
工
　
事

 (1.3.3)　・電気保安技術者　　※適用する

 (1.3.2)　・施工管理技術者　　※適用する

 (1.3.1)

 (1.2.4)

 (1.2.1～1.2.3)

 (1.1.8)

 (1.1.5)

特　記　事　項

工程、安全等の施工管理を行う。

※設計図書に適合する工事目的物を完成させるために、施工管理体制を確立し品質、工程

する。

※工事の記録は監督職員の指示した事項及び監督職員と協議した結果について記録を整備

　1）実施工程表　　2）施工計画書　　3）施工図等

※工事の着手に先立ち以下のものを作成し、監督職員の承諾を受ける。

部分に不都合が認められた場合は、監督職員と協議する。

計図書によることが困難又は不都合な場合、並びに設計図書に記載されていない見え隠れ

※設計図書に定められた内容に疑義が生じたり、現場の納まり又は取合い等の関係で、設

の適正化の促進に関する法律に従ってこれを行うとともに、監督職員に提出する。

※施工体制台帳及び施工体系図の作成については、建設業法及び公共工事の入札及び契約

18　完成図

17　工事写真

　　建設機械の使用

16　排出ｶﾞｽ対策

　　　　　の防止

15　騒音・振動

14　特別な材料

　　　　　の工法

　　　　　濃度測定

13　化学物質の

12　技能士

　　破壊部分の補修

11　調査のための

10　施工数量調査

　　　　安全管理

９　施工中の

８　建築材料等

７　発生材の処理等

１　適用基準等
１
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

項　　目章

５　工事現場管理

４　工事関係図書

　　協議等

３　疑義に対する

２　書類の書式等

※進捗条件は下記のとおりとするが、現場の実情に応じて変更することもある。

　・監督員と協議し決定する。   　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   (1.3.5)

６　施工条件

固定家具等の移動　 ※行わない ・行う(図示)

外部足場の種別　※くさび緊結式足場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2.2.1)

合板又は石こうボードの塗装　・行う　※行わない

・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2.3.2)(表2.3.1)

既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ、ｶｰﾃﾝ等の養生保管場所　※構内既存施設内

材料、撤去材等の運搬　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種 　　　　　(表2.2.1)

内部足場の種別　※脚立、足場板等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (2.2.1)

３　仮設間仕切り

１　足場、その他

保護シート等による養生　※適用する　・適用しない　　　　　　　 (2.2.1)

既存部分の養生 　　※ビニルシート、ベニヤ板等　 ・ 　　　　　  　　　　　(2.3.1)

２　養生、その他

・ＭＳ－２

            　　・行わない

ｼｰﾘﾝｸﾞ材の試験　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　　 　　　　　　　　　(3.7.8)

ｱｸﾘﾙ系・ＡＣ－１

ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系・ＰＵ－２

ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系

変成ｼﾘｺｰﾝ系

ｼﾘｺｰﾝ系・ＳＲ－１

施　工　箇　所材　　　種工　法

・ＰＳ－２

・ＡＳ－Ｊ３

※平日（ 土、 日曜、 祝日を除く ）  午前8時～午後17時
敷地東側 工事関係者及び車両進入口付近に配置（ 図示）

・ 屋上屋根、下屋屋根

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

機械設備工事：給排水設備改修、衛生設備改修、他

（マニフェストDE票の写しを提出すること。）

本工事で設置する仮囲い、鉄板、足場等の仮設物は別途発注の電気設備業者へ

無償利用させること。

※くさび緊結式足場　　　　　　　　　

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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高圧ポンプで除去できる、 既存塗膜脆弱部、及び汚れとする
３～５・ﾓｻﾞｲｸﾀｲﾙ貼り・25㎜角以下

・ユニットタイル
３～４・マスク貼り　　・25㎜角を超え小口ﾀｲﾙ未満

ﾀｲﾙ側３～４

下地側４～６・改良圧着貼り
・小口ﾀｲﾙ以上二丁掛け以下・外装タイル

４～７・改良積上げ貼り　　

５～８・密着貼り

塗り厚(㎜)工　　法タイル寸法タイルの種類

種類 　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　 　　 (表4.5.3)

タイル貼替え工法　　　　　 　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　(4.5.8)

　　　　　　（ｺﾆｼﾎﾞﾝﾄﾞCPｱﾝｶ-ﾋﾟﾝ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法程度）

　範囲1.0ｍ2以下の場合（＠330*330）

　長さ1.0ｍ、巾0.2ｍの場合（＠200）

　　　　　　　　　 ・使用する　・使用しない

　　　　　　 貼付用モルタル及び目地材の既成調合材料

   　 ・ｴﾎﾟｷｼ樹脂による貼替え

種類　・ポリマーセメントモルタルによる貼替え

タイル部分貼替え工法　　　           　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.5.7)

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法　　　　　　　　　 (4.4.15)(図4.4.4)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　 (4.4.14)(図4.4.4)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　 　　　(4.4.13)(図4.4.3)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法　　　　　　　 　　　　　　(4.4.12)(図4.4.2)

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　　(4.4.11)(図4.4.2）

狭幅部

指定部分

一般部分

施　　工　　箇　　所

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法　　　　　　　　　　　　　　　 (4.4.10)(図4.4.1)

　範囲1.0ｍ2以下の場合（＠250*250）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(4.2.2 (j))(表4.2.4(その1)(その2))

※つやあり　・つやなし　

・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス(SUS316)製

※Ｂ－１

・再使用する（図示による　※一部、撤去）　※再使用しない　　　　　　　(5.1.6(c))

・撤去工法　（※はつり工法　・引抜き工法）

簡易気密型ドア　・使用する　・使用しない 　※図示 　　　　　　　　　　　(5.3.2)

・１６メッシュ　・１８メッシュ

網目

防虫網の材質 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.3(e))

化成皮膜の上に塗装・Ｄ

着色陽極酸化皮膜・Ｃ－２
ＡＡ６JIS H8601

無着色陽極酸化皮膜・Ｃ－１

着色陽極酸化塗装複合皮膜・Ｂ－２
ＢJIS H8602

無着色陽極酸化塗装複合皮膜

着色陽極酸化皮膜・Ａ－２
ＡＡ１５JIS H8601

無着色陽極酸化皮膜・Ａ－１

種　　類規格番号表　面　処　理種　　別

アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別　　　　　 　　　　　　(表5.2.2)

・耐震ドアセット

面内変形追随性

・断熱サッシ・防音サッシ

・断熱ドアセット・防音ドアセット

断熱性遮音性

枠の見込み寸法　100mmＷ－５Ａ－４Ｓ－６・Ｃ種

Ｓ－５・Ｂ種
枠の見込み寸法　70mmＷ－４Ａ－３

Ｓ－４・Ａ種

備　　考水密性気密性耐風圧性種　別

外部に面するアルミニウム製建具の性能等級　　 　　　　　　       (5.2.2)(表5.2.1)

・製作する　・製作しない           　　　　　　　　　　                  (5.1.5)

・かぶせ工法（・カバー工法　・持出し工法　・ノンシール工法）　 　　　　　(5.1.3)

（注）つやなし及びメタリックは、可とう形複層塗材及び防水形複層塗材には適用しない。

・つやあり　・つやなし　・水系
・ふっ素系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

・つやあり　・つやなし　・水系　　シリコン系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系・アクリル

・水系

・つやあり　・つやなし　・弱溶剤系・ポリウレタン系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

・つやあり　・水系・シリカ系

・つやあり　・つやなし　・水系

・つやあり　・つやなし　・弱溶剤系・アクリル系

・つやあり　・つやなし　・メタリック・溶剤系

外　　　　観溶媒種類樹脂種類

複層仕上塗材の上塗材の種類　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　(表4.2.4) 

下地調整　（※下地調整塗材　・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ　・防水形仕上塗材主材）

・水洗い工法

・塗膜はく離剤工法

・高圧水洗工法

※サンダー工法

処　理　範　囲工　　法

既存塗膜等の除去及び下地処理　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (4.6.3)

種　　類

種　　類種　　類

JIS H4001

※ゆず肌状 ※ローラー

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材Ｅ

・防水形複層塗材CE

・複層塗材ＲＳ

・複層塗材ＲＥ　　（建築用仕上塗材）
・吹付け・凸部処理

・複層塗材Ｅ　　ＪＩＳ Ａ 6909

・複層塗材Ｓｉ・複層仕上塗材

　　複層塗材ＣＥ

・可とう形

・複層塗材ＣＥ

６　鋼製建具

・ひき起し

・ローラー・凹凸状

・こて・平たん状・外装厚塗材Ｅ

・凸部処理・外装厚塗材Ｓｉ
・吹付け

・吹放し
ス
 タ
 
ッ
 コ
 
状

５　網戸

・掻き落とし　　（建築用仕上塗材）

・ひき起し　　ＪＩＳ Ａ 6909
・こて

・凹凸状・厚付け仕上塗材

・平たん状・外装厚塗材Ｃ

・凸部処理
・吹付けス

 
タ
 ッ
 
コ
 
状

・吹放し

・吹付け・砂壁状・外装薄塗材Ｓ

・吹付け・凹凸状

・さざ波状　　外装薄塗材Ｅ
・ローラー

・ゆず肌状・防水形

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状

・凹凸状
・こて

・平たん状　　外装薄塗材Ｅ

・ゆず肌状・可とう形
・吹付け

・砂壁状

・こて
・着色骨材砂壁状

・吹付け

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状

・凹凸状
・こて

・平たん状　　（建築用仕上塗材）

・ゆず肌状・外装薄塗材Ｅ　　ＪＩＳ Ａ 6909
・吹付け

４　ｱﾙﾐﾆｳﾑ

・砂壁状・薄付け仕上塗材

・さざ波状
・ローラー

・ゆず肌状　　外装薄塗材Si

３　ブラインド

・ゆず肌状・可とう形
・吹付け

・砂壁状・外装薄塗材Si

２　見本の製作

工　法仕上形状呼び名種　　類

※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

１　改修工法

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

５
 
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

　せっ器質タイル

　磁器質タイル

　タイル貼替用エポキシ樹脂

　ポリマーセメントスラリー

　ポリマーセメントモルタル

　検査　シーリング接着性試験　・行う（・簡易接着性試験）　・行わない

  目地　伸縮目地（位置　　　　　　　　寸法　　　　×　　　　）

伸縮目地改修工法　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(4.5.16(b))

目地ひび割れ改修工法　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　  (4.5.16(a))

・特注品・無釉・せっ器

・標準色・施釉・磁器

色うわぐすりきじ形　状　寸　法

・凹凸模様 ・吹付け

　　　（日本樹脂施工協同組合程度）

種類　・エポキシ樹脂モルタル充てん

充てん工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    (4.3.7)(4.4.8)

　　仕上げ

５　仕上塗材

モルタル塗替え工法　　　　　　　　　　　　           　　　　　　　　　　(4.4.9)

　　　・ポリマーセメントモルタル充てん

４　目地改修工法

　　　・可とう性エポキシ樹脂シール

種類　・パテ状エポキシ樹脂シール

シール工法　　　　　　　　　　　　　　　          　　　　　　　　(4.3.6)(4.4.7)

※複層仕上塗材塗り

※目地ひび割れ部改修工法

※タイル部分貼替え工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

※充てん工法

※Ｕカットシール材充てん工法

・その他 ・ｺﾝｸﾘ-ﾄ打放し面改修工法（ﾆﾁｴ-吉田若返りｼｽﾃﾑ程度）

シーリング用材のうえにポリマーセメントモルタル充てん

　　　・行う　・行わない

　　　・可とう性エポキシ樹脂充てん平滑仕上（巾10mm*深さ10mm以上）

　　　　　庇

　仕上げ　軒裏

・調査範囲　※全面　・外壁（吹付塗装部分） 

種類　・シーリング用材充てん（・ＰＵー２　・　　　　）

Ｕカットシール材充てん工法　　　　　           　　　　　　　　　　　　　(4.3.5)

検査　・行う　・行わない

　　　・機械式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　　注入量（　　　）注入孔間隔（　　　）

　　　・手動式ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　　注入量（　　　）注入孔間隔（　　　）

種類　・自動式低圧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　注入量（ 50cc程度 ）注入孔間隔（ 1ｍあたり、4ヶ所程度 ）

樹脂注入工法　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 　(4.3.4)(4.4.5)(4.5.5)

・マスチック塗材塗り

・各種塗料塗り

・厚付け仕上塗材塗り

・薄付け仕上塗材塗り

・吹付部・塗り仕上げ

・伸縮目地改修工法

・目地

・タイル貼替え工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞｴﾎﾟｷｼ樹脂注入タイル固定工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・浮き部

・モルタル塗替え工法

・欠損部

・シール工法

　仕上げ外壁

・樹脂注入工法・ひび割れ部

・モルタル塗替え工法

・充てん工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

・ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法・浮き部

・モルタル塗替え工法

・欠損部

・シール工法

　仕上げ　外壁

・樹脂注入工法・ひび割れ部・ALC、ﾓﾙﾀﾙ塗り

・欠損部

・シール工法

・樹脂注入工法・ひび割れ部・ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

改　修　工　法種　　類外　　壁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(4.1.4)

　調査業者　受注者、もしくは材料メーカーの指定する施工業者とする

　　　　　　（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

・報告書　　業務委託打合簿として２部、監督員に提出

　　　　　　・足場　・枠組　・ゴンドラ

・調査方法　・地上より目視、及びミリスケール等

　　　　　　浮き部

　　　　　　はがれ及びはく落部分

※行う　・行わない

・ブリッジ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　(3.7.7)

・拡幅シーリング再充てん工法（拡幅幅　　㎜、拡幅深さ　　㎜）           　(3.7.6)

・シーリング再充てん工法（既存シーリング除去）　　　　　　　　　　　　　 (3.7.5)

・シーリング充てん工法　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(3.7.4)

※注入口付ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法

３　改修工法等

２　改修工法の種類

１ 施工数量
４
 
外
　
壁
　
改
　
修
　
工
　
事

　　　　工法の種類

８　ｼｰﾘﾝｸﾞ改修

・調査項目　ひび割れ部（幅0.2㎜、0.2㎜～1.0 ㎜、1.0㎜以上）

・タイル貼り

カーテンボックス等

製建具

・ブリッジ工法　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　　　(3.7.7)

　エポキシ樹脂モルタル

　パテ状エポキシ樹脂

　可とう性エポキシ樹脂

                  規塗膜に支障のないもの

　　　　　　　　　仮止めシール材等はエポキシ樹脂製造所の指定する製品で既存及び新

　　　　　　　　　・低粘度形　・中粘度形

　エポキシ樹脂　　ＪＩＳ　Ａ６０２４（建築補修用注入エポキシ樹脂）

材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 　　　　　　 (4.2.2)(a)

・可とう形改修塗材Ｅ

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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※Ａ種

※Ａ種

※Ａ種（ただし、見掛かり面）

　※行う　・行わない

・Ｂ種
不透明塗料塗りの場合

・Ｂ種の場合

透明塗料塗り

・Ｂ種　　又は

生地のまま

等　　　級部　材　名　称使用箇所

造作材の等級　　　  　　　　　　　    　　　　　    　(6.5.2(a)(2)(ⅴ))(表6.5.3)

等　　級部材名称等　　級部材名称等　　級部材名称

構造材及び下地材の等級　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.5.2(a)(2)(ⅳ))

※Ａ種　・Ｂ種造作材

※Ａ種　・Ｂ種構造材、下地材

種　　　別部材、下地材

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）　　　　　　　　　　(6.5.2(a)(1))(表6.5.2)

表面仕上げ　   ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　(6.5.1(c))(表6.5.1)

　（　図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法　 　　　　　　　　        　(6.3.2)

　※施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲　　・（　　　　　　）

改修後の床の清掃範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(6.2.2(c))

　・機械的除去工法　・目荒工法

合成樹脂塗り床材の除去等　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 (6.2.2(a)(2))

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

既存床仕上げ材の除去等　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.2.2(a)(1))

４　木下地等

３　既存壁撤去、

２　既存床撤去、

　（ﾛｯｸﾍﾟｲﾝﾄ水性ｱ-ﾙﾈ-ﾄ程度）

　※水性ウレタンクリヤ－（床用）塗のうえワックス塗り

　・ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

　・生地のままワックス塗り

種別   ※Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　 　　　　　　　　　(6.12.2)(表6.12.1)

・無垢フローリング　（根太張用）

※洋材

塗装　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　    (6.11.7(b))

・　・　・　・モザイクパーケット　（直張用）

大きさ厚　さ樹　種材　　　種

・複合３種フローリング（直張用）

・複合２種フローリング（直張用）

・複合１種フローリング（直張用）

・　・フローリングブロック（直張用）

※なら・フローリングボード　（直張用）

樹　種材　　　種

・接着工法　　　　　　　　　　　　　　　　(6.11.6)(表6.11.1)(表6.11.2)(表6.11.4)

※Ｃ種・３種

・Ｂ種・２種

・　・Ａ種・１種・複合フローリング　（根太張用）

・フローリングボード（根太張用）

樹　種種　別種　別材　　　料

・釘留め工法　　　 　　　　　　　　　   　　　　　　(6.11.5)(表6.11.2)(表6.11.3)

303×303１５※なら

備　　　考大きさ厚　さ樹　種

フローリングブロック(単位:㎜)

・モルタル埋込み工法　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(6.11.4)(表6.11.1)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの発散量

　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ　・樹脂ﾓﾙﾀﾙ仕上げ　・防滑仕上げ

エポキシ樹脂塗り床の仕上げ種類 　　　　　　　　　　(6.10.3(c))(表6.10.4～6.10.7)

　※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

弾性ウレタン塗り床の仕上げ種類、行程　　　　　　　　　　　 (6.10.2(b))(表6.10.3)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの発散量

　熱溶接工法　・適用する　・適用しない

ビニル床シート張り　　　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.3(b))

下地   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(6.8.3(a))

工法

備　　　考厚　さ色　　　柄

・ゴム床タイル　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　(6.8.2(e))

備　　　　考高　さ厚　さ

・ビニル幅木　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　   (6.8.2(d))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・その他　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(3))

備　　考形　　　状種　　　類

・視覚障害者用床タイル　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(2))

・　

辺材部分には、防虫処理を行う。

備　　　考

※屋外２５形

10　畳敷き  

・１９形　・２５形

機能・場所

・防滑性ビニル床シ－ト

・ビニル床シート　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】 　　　       (6.8.2(a))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・帯電防止床タイル　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(1))

備　　考厚　さ性　　　能種　　　類

・帯電防止床シート　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.8.2(c)(1))

備　　　考厚　さ種　　　類

厚　さ種類の記号 備　　　考

・ビニル床タイル　【ＪＩＳ　Ａ５７０５（ビニル系床材）】　　　　　　　(6.8.2(b))

　・使用する（引張試験）　※使用しない

　※６５形

　・４５形

材料　    　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.8.2)

既存埋込みインサート　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　    　(6.6.4(a)(1))

・１９形　・２５形・野縁受け

・１９形　・２５形・ダブル野縁

９　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

・シングル野縁

種　　　類部　　材

野縁等の種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.6.2)(表6.6.1)

　・１００形

　・９０形

８　合成樹脂塗り床

 スタッド、ランナーなどの種類       　　　　　　　　　　　　　　(6.7.3)(表6.7.1)

防ぎ処理　・施工する　・施工しない

防腐処理　・施工する（　　　　　　）　・施工しない

　厚さ5.5㎜合板の接着程度　（　　　　　　　　　　　　）

床張り用合板

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

　表面仕上材の化粧単板の樹種（　　　　　　　）　厚さ（　　　　　　　）

化粧ばり造作用集成材

厚　さ単　材　の　樹　種部材名称

造作用集成材

接着性能樹種名材面の品質強度等級品　　名部材名称

構造用集成材

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散量

集成材　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　(6.5.2(b)(c))

代用樹種の使用　・禁止する　・禁止しない　　 　　　　　　          (6.5.2(a)(3))

等　　級

※シーリング材

　　ｺﾞﾑ床ﾀｲﾙ張り

　　　及び

　　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

７　ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ、

　・行わない

　・行う（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修　　　 　　 　　　　　　　　　　　(6.1.3(f))

６　軽量鉄骨天井下地

　（図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲　 　　　　　　　 　(6.1.3(c))

図示による・　床

図示による・　壁

図示による・天井

５　軽量鉄骨壁下地

改修部分

既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲　 　 　　　　　　　　　(6.1.3(b))

　スを用いる場合を除く））

　※表5.12.1による（枠見込み７０㎜のｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の場合（強化、合わせ、倍強度ガラ

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

・シーリング材　　・　ステンレス製

・シーリング材　　・ガスケット鋼製

・　アルミニウム製

　　(枠見込み70㎜の引違い、片引き障子の場合)・ガスケット

※グレイジングチャンネル形

建具の種類

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.12.2(b))

種　　　　　類

改　　修　　範　　囲

マスターキー　※製作する　・製作しない　　　 　　　　　　　　　　　　　　(5.6.4)

　・溶融亜鉛めっき鋼板　・ステンレス鋼板

ガイドレール　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(5.11.3)

　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイリフト形　・バーチカル形

収納形式

　・バランス式　・チェーン式　・電動式

開閉方式

　・５０　　・７５　　・１００　　・１２５

耐風圧強度

　・スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　・ファイバーグラスタイプ

セクション材料

型式及び機構　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(5.11.2)

　・インターロッキング形　・オーバーラッピング形

　・材質　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

スラットの材質及び形状

　・５０　　・６５　　・８０

耐風圧強度

　・上部電動式（手動併用）　・手動式

開閉形式                         　　　　　         (5.10.2)(表5.10.1)

　・設置する　・設置しない

シャッターケース

　・上部電動式（手動併用）　・上部手動式

開閉機能　　　　   　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(5.9.2)(表5.9.1)

　・５０　　・８０　　・１２０

耐風圧強度

　・一般重量ｼｬｯﾀｰ　・外壁用防火ｼｬｯﾀｰ　・屋内用防火ｼｬｯﾀｰ　・防煙ｼｬｯﾀｰ

種類　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　  (5.9.2)

凍結防止措置　・行う　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.7.3(f))

　・ペダルスイッチ　　　　　・押しボタンスイッチ

　・熱線スイッチ　　　　　　・光電スイッチ　　　　　　・タッチスイッチ

  ・光線（反射）ｽｲｯﾁ　　　　・音波スイッチ

  ・マットスイッチ　　　　　・電子(電磁)ﾏｯﾄｽｲｯﾁ

センサの種類　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　         (5.7.3)(表5.7.3)

  ※改標仕表5.7.2による　・（　　　　　　　　　）

スイングドア用自動ドア開閉装置の性能値　　　　　　　　(5.7.2)(b)(2)

　※改共仕表5.7.1による　・（　　　　　　　　　）

スライディングドア用自動ドア開閉装置の性能値　　 　　　　　　　　　(5.7.2)(b)(1)

　・スイングドア　　　（・片開き　・両開き）

　・スライディングドア（・片引き　・引分け）

１　一般事項

開閉方法　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.7.3)

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

  ※改標仕表5.6.1(その1)(その2)による

金物の見掛かり部等の材質  　 　　　　　　　 　　　　　　　　　  　　     (5.6.2)

15　ガラスとめ材

品質規格 ※改修標仕表5.5.1による 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.4.2)

13　ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

12　軽量シャッター

11　重量シャッター

　　　　開閉装置

10　自動ドア

９　建具用金物

８　ステンレス製建具

７　鋼製軽量建具

及び下地補修

及び下地補修

・市松敷き　　※模様流し　　・　階段部分

※市松敷き　　・模様流し　　・　平　　場

敷き方   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.9.3)(d)(2)

・　・　※ループパイル

・　・適用しない※６．５※500×500・カットパイル

品質の程度電気抵抗(Ω)総厚さ(mm)寸法(mm)パイル形状

タイルカーペット　　　　　　　　　　　　      　　　　　    　  (6.9.2)(表6.9.2)

・　

※人体耐電圧３ＫＶ以下・　

備　　　考帯　電　性厚さ(mm)

ニードルパンチカーペット　　  　　　　 　　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(d)(2)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　　ﾙｰﾌﾟ併用

・　・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ、

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ工法　　３ＫＶ以下・ループパイル

・　※全面接着工法※人体耐電圧・　・カットパイル

品質の程度工　　法帯電性パイル長さ(mm)パイル形状・カット

タフテッドカーペット　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.2)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

・　・カット、ループ併用・Ｃ種

・ループパイル・Ｂ種

※人体耐電圧・カットパイル・Ａ種

品質の程度帯電性パイル形状種　別

敷き 織じゅうたん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.9.2)(6.9.3)(表6.9.1)

　　３ＫＶ以下

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

11　カーペット

４mm（学校用）　※磨板、型板

５mm

※ひし網　・角網

４mm

・内面　・外面反射皮膜・熱線反射ガラス

・複層ガラス

・熱線吸収板ガラス

・強化ガラス

・合わせガラス

材料板ガラスの種類及び厚さ等

・線入り板ガラス

6.8mm・網入り板ガラス

・フロート板ガラス

厚　さ

板ガラス　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.12.2(a))

・型板ガラス

備　　　　考

14　ガラス

４mm・型板強化ガラス

小節胴縁

2. 5各ト イレＦ Ｓ

7. 5mm
以上

※耐久性や伸縮性を考慮し、グリット状に張り巡らしたグラスファイバークロス層で構成されたものとする

発泡複層ビニル床シート
※グラスファイバークロス層入

※ウレタンコーティング

緩衝作用（U） 15～50
重力加速度（G） 100以下
滑り抵抗係数 0.4以上

　・モルタル下地　・木下地　・その他（　土間コン下地　）

木目調

　　　　 ・製造所標準仕様による

簡易気密型ドア　・使用する　・使用しない　　※図示

表面仕上げ　 ※ＨＬ仕上げ　 ・鏡面仕上げ　　　　　 　　　　　　　　　　　(5.5.2)

曲げ加工　　 ※普通まげ　 ・角出しまげ

簡易気密型ドア　・使用する　※使用しない

クリヤマ　タラフレックス同等品以上

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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事

※無黄変型水性1液ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料（屋内外　　　　　程度）

※顔料系木部着色材　　　　　 （屋内外　　　　　程度）

・塗布　　２回（　　　　　程度）

※無黄変型水性1液ｳﾚﾀﾝ樹脂塗料（屋内床　　　　　程度）

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

※９．５(不燃)

木部　汚れ・付着物除去のうえ、水性ｽﾃｲﾝ１回、水性ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔ-3回塗り

木部　・Ａ種　・ＲＡ種　※Ｂ種　・ＲＢ種　・既設床面ｻﾝﾀﾞ-掛けのうえ、3回塗り

種別

　　（　※11節　※12節　・14節　）を適用とする

その他　※ＲＣ、モルタル、石膏ボ－ド面下地等の塗替え及び新規

種別（既存塗膜がＳＯＰ、ＶＰ塗等をＥＰ-Ｇ塗に塗替える場合）

(表7.18.2)

木部

木部　・Ａ種　※Ｂ種

(7.18.2)

(表7.18.1)木　部　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

鉄鋼面　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.17.2)(表7.17.1)

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.16.2)(表7.16.1)

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　(7.15.2)(表7.15.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ－１種　・Ｃ－２種　・Ｃ－３種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(7.14.2)(表7.14.1)

種別　 　　 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　　　　　　　　　　　(7.7.3)(表7.7.1)

下地調整　 ・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種　 　　　　　　　　　　　(7.7.2)(表7.7.1)

 種別　 　 ・Ａ種　※Ｂ種　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(7.6.2)(表7.6.1)

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・鉄鋼面及び亜鉛めっき面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・木部

種　　別・下　　地

種別　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　(7.5.2～7.5.3)(表7.5.1～7.5.2)

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種・ 亜鉛めっき面

・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種・ 樹脂、 鋼鉄面（ 竪樋、養生管）

種　　別・下　　地

種別　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　     (7.4.3～7.4.5)(表7.4.1～7.4.3)

塗料種別　※１種　・　  　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.4.2)

・ 木部（ 建具枠等）

（ＳＯＰ）

（ＦＥ）

（ＡＥ）

（ＥＰ-Ｔ）

（ＵＣ）

（ＣＬ）

（ＯＳ）

（ＳＵＣ）

　・次の箇所を除き防火材料とする。（ 箇所                   ）

20　打放し保護材

　　ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔ-塗り

19　水性ｽﾃｲﾝ・水性

JPMS-21JIS K 5621JIS K 5625

　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする  　　　　　　　　  　　　　　(7.1.3)(b)

　※Ｆ☆☆☆☆　　　・Ｆ☆☆☆ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　  (7.1.3)(ａ)

建物内部に使用するﾕﾘｱ樹脂等を用いた塗料のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

鉄鋼面錆止め塗料　※Ａ種（屋外、屋内）　・Ｂ種（屋内）　・Ｃ種（屋内）

※水性シ－ラ－　・変性エポキシ樹脂プライマ－

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種

塗料種別  　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 (7.3.2)(表7.3.1)

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・せっこうボード、その他ボード面

・押出成形セメント板面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・コンクリート、ＡＬＣパネル面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・モルタル面、プラスター面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・亜鉛めっき面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・鉄鋼面

・ＲＡ種　※ＲＢ種　・ＲＣ種・木部

種　　別下　　地

 種別　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　(7.2.2～7.2.7)(表7.2.1～7.2.7)

18　屋内水系塗料

17　ｵｲﾙｽﾃｲﾝ塗り

16　ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り

　　　ワニス塗り

15　ウレタン樹脂

　　　　塗料塗り

　　　ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ模様

14　合成樹脂

錆止め塗料塗り種別　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　 (7.3.3)(表7.3.3～7.3.4)

防　火　種　別品 質 の 程 度施　工　箇　所

・1-1　・1-2　※5-1　

※1-1　・1-2　・5-1　

・1-1　※1-2　・5-1　

亜鉛めっき面　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

鉄鋼面　　　　　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

壁紙施工用でん粉系接着剤、ﾕﾘｱ樹脂等を用いた接着剤のﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞの発散量

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・　・　

部分的に後張りとしなければならない箇所・　・３級

※窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版下等、・２５・２級

施　工　箇　所厚さ(mm)難燃性

断熱材現場発泡工法　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.3)

　　　エナメル塗り

７　アクリル樹脂

　　非水分散形塗料

６　アクリル樹脂系

　・使用する（形状　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　エナメル塗り

 既成目地材　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.15.3)

５　フタル酸樹脂

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

　　　ペイント塗り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.14.2)

４　合成樹脂調合

ホルムアルデヒドの発散量　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

１　材料

３　錆止め塗料塗り

２　下地調整

直仕上（塗装他）

※ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

※２類（一般部）

※１類（水廻り）

・パーティクルボード

・　

難燃合板

※２類（一般部）

※１類（水廻り） ※５．５　・１２．０

・　
・　ラワンベニヤ

・　シナベニヤ

・有孔（寒冷紗裏貼品）

合
　
　
　
　
　
板

※５．５　・９．０（体育館)

特殊合板

※６．０　　　

※9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・　

・　・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板　　　　化粧合板

※３．０・特殊加工

板　※6.0　　　・　・　

・しおじ・突板化粧合板 　　※0.3未満　・　

化粧単板　・なら

セメント

繊維強化

・　　　　　　　(0.8KF)

・0.8けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・12.0(不燃) ・　　立体模様
軒天用

・9.0(不燃)　・ 普通

・12.0(不燃) ・　　立体模様・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音(DW)
内部用

・9.0(不燃)　・12.0普通

・２５ガラスクロス包２号　３２Ｋ・ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(GW-B)
吸
　
音
　
材
　
料

・２５１　　号・ﾛｯｸｳｰﾙ吸音ﾎﾞｰﾄﾞ(RW-B)

・化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-D)

※１２．５(準不燃)

・１２．５(不燃)

※９．５(準不燃)

遮音シール材　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.13.2)(h)

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの発散量

７
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

17　接着剤

・木目模様
普通

※９．５(不燃)トラバーチン　　　　　　　　　(GB-NC)

※９．５(不燃)模様なし・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

※９．５・せっこうﾗｽﾎﾞｰﾄﾞ(GB-L)

・１２．５(不燃)・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-F)

　　　　　　　　　(GB-S)

・１２．５(不燃)・シージングせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・１５．０(不燃)

天井

せ
　
っ
　
こ
　
う
　
ボ
　ー

　
ド
　
製
　
品

・１５．０(不燃)・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ(GB-R)

※１２．５(不燃)壁

・９．５(準不燃)

厚　さ　(mm)規格、区分等種　　　類名称

   　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(6.13.2)(表6.13.1)

14　ﾓﾙﾀﾙ塗り

13　壁紙張り

・トラバーチン

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

　・適用する（・アクリル系シーリング材　・ジョイントコンパウンド） ・適用しない

　　合板張り

　　その他ﾎﾞｰﾄﾞ及び

12　せっこうﾎﾞｰﾄﾞ、

アスベスト含有成形板の除去（レベル３）　　　・行う

・　事前調査済

アスベスト含有吹付け材の除去（レベル１）　・行う

除去工法　　　　※改修標仕９．１．３（ｂ）（１）（ⅰ）～（ⅳ）による　　・　

　　調査方法

　・行う（採取箇所　　※図示）　　

　　　※ＪＩＳ　Ａ　１４８１（建材製品中のアスベスト含有率測定方法）による

　　　　・　

　　　・　

　　　鏡法）による。

　　　　ＪＩＳ　Ｋ　３８５０－１（空気中の繊維状粒子測定方法－第１部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微

　　　　　　　方はその結果が高い場合（１０本／Ｌ以上）に行う位相差・分散顕微鏡法用に

２ ２ ２　　　　（２）処理作業室の面積が５０ｍ　以下の場合は２点､３００ｍ　までは３点とする。３００ｍ　を

　　　　　　　前後１ｍ以内の範囲をいう。

　　　　　合はアスベスト繊維数濃度）

計数視野数 ５０５０

５０

　　　　　　　保存しておく。

　　　　　・位相差､分散顕微鏡法

　　　　　　　　試料採取フィルターを二分割し、一方を位相差顕微鏡法用として使用し、他

　　　　　※位相差顕微鏡法

　　　　・（社）日本作業環境測定協会発行「石綿分析結果報告書」

　　　報告書の様式

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

０．５

５０

０．３

１２０５ ２４０

５１ １０

定量限界　　　　（本／Ｌ）

　　（１０）その他

　　　（９）定量限界

　　　（８）繊維数濃度（位相差顕微鏡法の場合は総繊維数濃度、位相差・分散顕微鏡法の場

　　測定記録項目

２５
　　　　　　　直径（ｍｍ）

（大気環境）（室内環境）

　　　測定機関は，都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

　　　　種類

　　　　　　　超えるような場合は，監督職員と協議する。

　　　　　　　含む本処理工事に直接又は間接的に係る区画、施工区画周辺とは、その区画境界の

　　　　（１）施工区画とは、処理作業室、セキュリティーゾーン、廃棄物置場、資材置場等を

の性能確認

除じん装置

を確認

空気の流れ

備　考

４方向各１点

各（　）点

各１点

各１点

又は敷地境界

施工区画周辺

又は敷地境界

撤去前）

（各処理作業室ごと）名称

　除去対象範囲　　※図示

［９．１．５］

　作業場の隔離　　・行う　　・行わない

　除去対象範囲　　※図示

［９．１．４］アスベスト含有保温材等の除去（レベル２）　　・行う

　　・セメント固化

　　※密封処理（二重袋梱包）

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処理

　除去対象範囲　　※図示

［９．１．３］

　　　（７）計数条件（ＨＳＥテストスライドの読取りグループ番号を含む）

　　　（６）使用顕微鏡の種類（開口数を含む）

　　　（５）標本作製方法

　　　（４）試料採取条件

　　　（３）測定日時、天候、気流

　　　（２）測定点の位置の図面

　　　（１）除去するアスベスト含有建材の種類

２５ ４７

測定２，６，８

試料の吸引時間　　（分）

試料の吸引流量　（Ｌ／分）

メンブレンフィルターの

（作業環境）

測定１，４，５，７測定３

　　測定方法

口（処理作業室外の場合）

入口

セキュリティーゾーン

処理作業室内

施工区画周辺

負圧・除じん装置の排出

処理作業室内

４方向各１点

各（　）点

計２点

各（　）点

又は敷地境界

施工区画周辺

処理作業室内

（隔離シート

処理作業後

処理作業中

処理作業前

測定点数
測定場所

測定８

測定７

測定６

測定５

測定４

測定３

測定２

測定時期

測定１

測定
適用

　　測定時期、場所及び測定点数

　・行う（測定箇所　　※図示）　　

［９．１．１］アスベスト粉じん濃度測定

［９．１．１］

　　分析結果については，監督職員に報告すること

　　分析方法

分析によるアスベスト含有の調査　

※定性分析（※３　・　）　・定量分析（・３　・　）

調査方法（１材料当たりの試料数）材料名

１　アスベスト含有建材９
　
環
　
境
　
配
　
慮
　
改
　
修
　
工
　
事

の処理工事

程　度

品質の

ｽﾃｱﾀｲﾄ
素地質

　上記保温材は、特定フロンを含まないものとする。

・ﾌｪﾉｰﾙﾌｫｰﾑ

・　・　・硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ

・　

・２５　　・　・保温板３種ｂ

・２５　　・　・保温板２種ｂ・押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

・　・　・ﾋﾞｰｽﾞ法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

施工箇所厚さ(mm)種　　別種　　類

断熱材打込み工法        　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　(9.5.2)

　※Ｆ☆☆☆☆　　・Ｆ☆☆☆

ルデヒドの発散量

ロックウール、グラスウール、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した断熱材のホルムア

　・壁タイル接着剤張り

　・積上げ張り

工法　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　(6.16.1)(表6.16.6)(表6.16.7)

　見本焼き　・行う　※行わない

　試験張り　・行う　※行わない

試験張り、見本焼き等　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 (6.16.3)(a)(3)

　品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

・・・・・・・・・

特注標準なしあり無釉施釉陶器磁器寸法(mm)
施工箇所

色役物うわぐすり　形状・　

タイルの種類　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　(6.16.3)

位置　・図示

伸縮調整目地　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　(6.16.2)

き　じ

・　

16　断熱材

15　タイル貼

（　屋内　鉄部　　　　　程度　　木部　　　　　程度　）

（　屋内　ボ－ド面等　　　　　程度　）

しみ止め　　 　※下塗りに先立ち水性シ－ラ－処理を行う

しみ止め　　 　※下塗りに先立ち水性シ－ラ－処理を行う

種別 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　 　　　　　　　　　　　(7.12.2)(表7.12.1)

亜鉛めっき面　　　※Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　※Ａ種　・Ｂ種

種別 　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　　　　　 　　　　　　　　　　　(7.11.2)(表7.11.1)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

亜鉛めっき面　　　・Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　(7.10.2～7.10.4)(表7.10.1～7.10.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

亜鉛めっき面　　　・Ａ種　・Ｂ種

鉄鋼面　　　　　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　(7.9.2～7.9.4)(表7.9.1～7.9.3)

ｺﾝｸﾘｰﾄ及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面　　・Ａ種　・Ｂ種

種別 　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　(7.8.2～7.8.4)(表7.8.1～7.8.3)

（２-ＦＵＥ）

（２-ＡＳＥ）

（２-ＵＥ）

（ＥＰ-Ｇ）

（ＥＰ）

　　　ﾍﾟｲﾝﾄ塗り

12　合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ

　ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

11　つや有合成樹脂

　　　エナメル塗り

　　　ふっ素樹脂

10　常温乾燥形

　　　エナメル塗り

９　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂

　　　エナメル塗り

８　２液形ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ

鉄鋼面及び亜鉛めっき面　　　　　　・Ａ種　※Ｂ種

コンクリート、モルタル、プラスター、せっこうボード、木部

種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(7.13.3)(表7.13.1)(表7.13.3)

（ＥＰ-Ｍ）

　　　塗料塗り

13　多彩模様

　除去対象範囲　　※図示

150角 LI XI L アレス 程度玄関
（ スロープ）

LI XI L ｷﾗﾐｯｸｽﾃｯﾌ゚  程度ト イレ
（ 汚垂石） 800×600

※引幕 手動開閉装置の調整共

ステンレス製・ 平付型・ Ｗ200×Ｈ200×Ｄ10

※3ヶ所…男子便所（ Ｓ－１） 、女子便所（ Ｓ－２ ） 、 多目的便所（ Ｔ －２）

※（ 　 　） 内は、ピクト 図形番号を示す

※スコッチカルシート 貼

※新協和： ＳＫ－６ ０５ＳＳ－２Ｆ  程度　 　

ステンレス製・ 平付型・ Ｗ300×Ｈ70×Ｄ10

※各出入口×6カ所…玄関、体育用具庫、男子更衣室、 女子更衣室、 控室、用具室

※スコッチカルシート 貼

※新協和： ＳＫ－６ ０５ＮＳ－２Ｆ  程度

水引幕（ 一文字幕） ： 校章φ450 本刺繍、ヒダナシ 裏地付、フレンジ4寸

袖幕： ヒダナシ 裏地付、 フレンジ6寸

引幕： 2倍ヒダ

かすみ幕： 2倍ヒダ

※生地は、 パルコ 程度

1. 5倍ヒダ 遮光1級 防炎品

タッセル2本・ リターンベルクロ留メ

１　室名札

４　舞台幕

２　ピクトサイン

ステージ（ 西面 壁） 中級品

３　暗幕カーテン

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



男子、 女子

ト イレ

女子更衣室

男子更衣室

体育用具庫

ギャラリー

※ＲＦ

みんなのト イレ

※新設

現　 況

改　 修

現　 況

改　 修

－現　 況

改　 修

現　 況

改　 修

現　 況

改　 修

現　 況

改　 修

現　 況

改　 修

壁（ 正面） ： 既存クロスのみ、 撤去 → 既存下地調整の上 ビニールクロス、 張替

舞台幕： 既存幕すべて、 撤去 → 取替、 開閉装置の調整／床下収納庫 台車の調整

壁（ 正面） ： 耐水ベニヤ下地 ビニールクロス貼

舞台幕： 水引幕（ 一文字幕） 、 引幕、 袖幕、 かすみ幕　 ※手動ワイヤーにて開閉
現　 況

改　 修

ステージ

アリーナ

現　 況

改　 修

現　 況

改　 修

巾木： テラゾーブロック H=100

現状のまま

モルタル刷毛引きの上、 吹付タイル

区　 分室　 名

　 内　 部　 工　 事　 仕　 様　 表　

床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

小巾アルミ スパンド レル張
玄　 関

踏　 込

控　 室

及び用具室

現状のまま

2, 500～2, 600 玄関建具： SD-1
玄関： モルタル金コテ押エ カラークリート 仕上 ｔ =50

踏込： モルタル金コテ押エの上、 塗り床 ｔ =15　 ※デッ クス・ オ・ デックス

SD-1、 撤去 → AD-1、 新設

巾木： ラワン・ H150×ｔ 25 ＯＰ塗装

下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修 現状のまま

中央部： Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

ギャラリー下： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5張 ＥＰ 塗装

中央部： 現状のまま

ギャラリー下： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

一般部： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5～9. 0張 ＥＰ 塗装

ステージ正面： 耐水ベニヤ下地 ハマウッ ドシート 張

全体改修： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

部分改修： 既存撤去 → 下地、 有孔ボード 共、 新設

（ ト イレ出入口、 消火栓BOX、 器具撤去跡等）

ハマウッド シート 張 破損個所 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修

土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

※各競技ラインコート 引き、 競技支柱埋込金具

既存仕上 下地処理の上、 発泡層付長尺シート 張、 競技ラインコート 、 新設

既存金具、 撤去 → 競技支柱埋込金具、 新設

ステージ上部幕板： 集成材 ＣＬ 塗装

運動器具： 天井吊下げ式バスケット ゴール、 壁付折畳み式バスケッ ト ゴール

吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 肋木５ 連、 壁付垂直跳び測定器

建具： SW-2（ 地窓） 、 SD-2、 WD-2（ 姿見鏡） 、 格子-1（ 防球格子） ／その他： 防球ネッ ト

巾木： ラワン・ H150×ｔ 25 ＯＰ塗装

下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修

※正面部のみ

正面： 耐水ベニヤ下地 ビニールクロス貼　 ※H=5, 300まで

両袖： 耐水ベニヤ下地 ハマウッド シート 張　 ※H=5, 300まで

正面： 既存仕上、 撤去 → 既存下地調整の上、 ビニールクロス張替

両袖： 現状のまま
現状のまま

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

現状のまま

中央部

8, 670～10, 290

ギャラリー下

2, 700

舞台幕： 水引幕（ 一文字幕） 、 引幕、 袖幕、 かすみ幕

既存舞台幕、 撤去 → すべて取替、 開閉装置の調整

床下収納庫： 椅子収納台車、 台車幕板取替、 既存部の調整

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＣＬ 塗装

下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

壁： 耐水ベニヤ ｔ =5. 5張 Ｅ Ｐ塗装

既存仕上 下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

現状のまま 現状のまま

8, 270～9, 160

※Ｆ Ｌ +1, 130

8, 670～9, 400

※勾配天井
土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

現状のまま

モルタル金コテ押エ H=100

現状のまま 現状のまま

モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装 2, 500

現状のまま

モルタル金コテ押エ

現状のまま

現状のまま

2, 500モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装

現状のまま現状のまま

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＯＰ塗装
モルタル金コテ押エ

洗面前： モルタルの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

現状のまま

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＯＰ塗装

現状のまま 現状のまま

モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装 2, 500

現状のまま現状のまま

モルタル金コテ押エ

洗面前： モルタルの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

－ － － － －

巾木： H=100 ※床材立上げ
新設Ｌ ＧＳ部： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

既存ＣＢ造部： モルタル金コテ押エ ＥＰ 塗装
2, 300

2, 300

2, 200～2, 300

新設Ｌ ＧＳ部： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

既存ＣＢ造部： モルタル金コテ押エ ＥＰ 塗装
巾木： H=100 ※床材立上げ

－ 壁： モルタル下地 タイル張
ト イレ： 土間コンの上、 モルタル下地 モザイクタイル張　 ※湿式床

踏込： 土間コンの上、 モルタル下地 塗り床 ｔ =15　 ※デッ クス・ オ・ デッ クス

既存幕板 下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

運動器具： 吊下げ、 壁付バスケット ゴール共、 補修／吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 測定器、 撤去

建具： SW-2、 SD-2、 WD-2、 格子1、 撤去 → AW-2、 WD-2、 防球格子、 新設　 SD-2、 塗装補修

その他： 防球ネット 、 取替

一部 玄関、 踏込 土間コン、 モルタル、 ハツリ撤去

撤去跡、 既存床部共、 補修（ モルタル下地、 アクリル系防塵塗料塗り） ＋スロープ（ W1350×Ｌ 1200・ 磁器質タイル張） 、 新設

木建具枠、 鉄骨階段、 鋼製タラップ  ＯＰ 塗装、 木製階段 ＣＬ 塗装

建具： SW-5／その他： 遮光カーテン

建具枠、 各階段、 タラップ： 下地調整の上、 ＳＯＰ 、 又はＣＬ 塗装補修

建具： SW-5、 撤去 → AW-5、 新設／その他： 遮光カーテン、 取替

現状のまま
※撤去跡、 モルタル金コテ押エ、 補修

建具： SW-3、 SD-3

建具： SW-3、 撤去 → AW-3、 新設　 SD-3、 塗装補修

建具： SW-4

建具： SW-4、 撤去 → AW-4、 新設

その他： 化粧鏡、 新設

建具： SW-4

建具： SW-4、 撤去 → AW-4、 新設

その他： 水栓金具、 取替

建具： SD-4、 新設

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース

その他： 衛生器具

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース、 撤去 → SD-4、 AW-4、 TB-1～3、 新設

その他： 収納棚、 衛生器具、 新設

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

現状のまま

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =125 現しの上、 アクリルリシン吹付

柱、 水平梁、 手摺、 カーテンＢＯＸ 、 ＯＰ 塗装

巾木： モルタル金コテ仕上

側壁： モルタル仕上 Ｅ Ｐ 塗装

現状のまま

側壁： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

現状のまま

各部既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

建具： SW-1、 撤去 → AW-1、 新設

その他： 遮光カーテン、 防球ネット 、 取替

建具： SW-1

その他： 遮光カーテン、 防球ネット
－

－

新設土間コンの上、 モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5　 ※乾式床

既存土間コン、 仕上共、 撤去 → 新設土間コンの上、 モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5　 ※乾式床

小便器前： 汚垂石（ 磁器質 800×600・ テーパー仕様）

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※下地、 仕上共、 撤去

新設Ｌ ＧＳ下地 化粧石膏ボード  t=9. 5 直張（ ＧＤ-Ｂ）

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し）

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

既存仕上は現状のまま

天井点検口、 新設

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

新設Ｌ ＧＳ下地 化粧石膏ボード  t=9. 5 直張（ ＧＤ-Ｂ）

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

既存仕上 下地調整の上、 アクリル系防塵塗料塗り

モルタル金コテ押エの上、  カラークリート 仕上

ＣＢ造 モルタルの上、 吹付タイル仕上　 ※跳出しパラペット 同仕上

一部、 モルタルのひび割れあり

外　 壁

③

※下屋

現　 況

改　 修

③

※下屋

②

※北側

①

※南側

①

※一般

②

※屋根

ＡＬ Ｃ板 ｔ =50の上、 吹付タイル仕上

平場： Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100の上、 露出アスファルト 防水 カラー砂付仕上 2. 0寸勾配葺

立上り壁（ ケラバ側） ： 平場同材仕上 H=250～2000／軒先側： カラー鉄板張 H=550～2050

平場： Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100の上、 露出アスファルト 防水 カラー砂付仕上 2. 0寸勾配葺

立上り壁（ ケラバ側） ： 平場同材仕上 H=250～2000／軒先側： 角波鉄板張 H=550～2050
現　 況

改　 修

工 事 内 容

現　 況

改　 修

部　 位 区　 分

※立上り壁（ 軒先側）  角波鉄板張のみ、 現状のまま

立上り壁（ ケラバ側） のみ既存防水層、 撤去 → 改質アスファルト シート 防水（ AS-T1工法） 、 改修

現　 況

改　 修

現　 況

改　 修

Ａ

Ｂ

現　 況

改　 修

小巾アルミ スパンド レル張現　 況

改　 修

Ｄ

Ｃ

現　 況

改　 修

軒　 天

アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

雨　 樋

現　 況

改　 修

区　 分部　 位 工 事 内 容

①

※内樋

②

※竪樋

北側： 谷コイル ｔ =0. 4加工・ W200×H300

南側： スチール角樋・ W200

竪樋： Ｖ Ｐ φ125 ＯＰ塗装

養生管： 鋼管 φ150×H1500 ＯＰ塗装

水洗い（ 高圧ポンプ） にて洗浄

現　 況

改　 修

モルタル金コテ押エ カラークリート 仕上

玄関前ポーチＥ

Ｆ 開口部

スチールサッシ、 スチールド ア ＯＰ 塗装現　 況

改　 修

平場： Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100の上、 モルタル金コテ下地 露出アスファルト 防水 カラー砂付仕上／パラペット ： 平場同材仕上 H=350

その他： アルミ 笠木（ Ｌ 形） 、 壁見切り

立上り壁、 側溝部のみ既存防水層、 撤去 → 改質アスファルト シート 防水（ AS-T1工法） 、 改修

その他： 既存笠木、 壁見切り共、 撤去 → アルミ 笠木、 壁見切り、 新設

ＡＬ Ｃ板 ｔ =125の上、 吹付タイル仕上

一部、 Ａ Ｌ Ｃ板のひび割れあり

水洗い（ 高圧ポンプ） にて既設塗膜、 汚れ除去／ＡＬ Ｃ目地、 サッシ廻り 防水目地 シーリング、 撤去

可とう 形改修塗材Ｅ ／シーリング（ ＰＵ-２ ） 打替／ＡＬ Ｃ板ひび割れ補修： ボンド シリンダー工法（ 自動式低圧樹脂注入工法）

水洗い（ 高圧ポンプ） にて既設塗膜、 汚れ除去／ＡＬ Ｃ目地シーリング、 撤去

可とう 形改修塗材Ｅ ／目地シーリング、 打替

水洗い（ 高圧ポンプ） にて既設塗膜、 汚れ除去

可とう 形改修塗材Ｅ ／モルタルひび割れ補修： ボンド シリンダー工法（ 自動式低圧樹脂注入工法）

内樋： 北側、 南側 既存内樋（ 谷コイル、 角樋共） 、 撤去 → 谷コイル ｔ =0. 4加工（ W250×H300） 、 改修

その他： 既存ド レン、 撤去 → 新設

竪樋： 既存Ｖ Ｐ 管、 撤去 → Ｖ ＰＣ125、 取替

養生管： 既存養生管 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装改修

既存Ｌ ＧＳ下地 残置、 仕上のみ、 撤去

ケイカル板 ｔ =6 目透かし張の上 外装薄塗材Ｅ 吹付、 新設　 ※下地は再利用

ポーチ前： 一部アスファルト 舗装、 ハツリ撤去

スロープ（ 土間コン増打ち、 刷毛引き仕上・ W5160×L600） 、 新設

外部： スチールサッシ → アルミ サッシ（ カバー工法） 、 取替／取合シーリング、 打替

内部： スチールド ア 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修　 ※枠共

　 外　 部　 工　 事　 仕　 様　 表　

現　 況

改　 修

①
※大屋根

※下屋（ 北）

②
※下屋（ 東）

立上り壁（ ケラバ側） のみ既存防水層、 撤去 → 改質アスファルト シート 防水（ AS-T1工法） 、 改修

立上り壁（ 軒先） ： 既存鉄板張、 撤去 → 角波鉄板張 ｔ =0. 4、 新設

屋　 根

※防水改修

工事仕様表
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渡り廊下： 既製アルミ 合金造・ Ｒ屋根 アルミ パネル葺

（ Ａ ） 屋根材脱着、 復旧

（ 復旧時のタイト フレーム用ナット 、 及び取合水切り等の新調も含む）

※実線

（ Ａ ） …地上・ H=12. 0m　 ※建物周囲

小大

交通誘導警備員　 ※工事期間中の土日祝日を除く 、 平日（ 月～金曜日） に配置◎
▲

種　 　 　 別

作業員休憩所、 仮設ト イレ、 工事車両駐車場、 資材置き場等

④

③

《  仮設工事 凡例 》

⑥ × 工事車輌進入、 及び通行禁止　 ※敷地北側 市道 東西方向

※三点鎖線

（ Ｂ） …屋根上・ H=7. 0m　 ※下屋屋上設置

※足場仕様（ 各部共通） …

※1点鎖線

※3点鎖線 （ Ａ ） ： 成形鋼板 ｔ =1. 2・ H=3. 0m ＋ 透明ポリカ板 @3. 0m

※屋内運動場～グランド 間、 設置

※資材搬入出時には周囲を確認しながら誘導を行う

※交通誘導警備員の詳細な配置位置は、 監督員の指示によるものとする

※搬入経路については、 進入口の東側 大坪橋経由とし、 通過する際は地元車輌優先、 及び最徐行にて通過すること

なお敷地北側の市道は、 道幅が狭く 近隣に住宅が建ち並ぶ為、 工事車両の通行は禁止とする。

※学校の運営、 及び児童の登下校に支障のないよう に配慮すること

※作業中の解体物、 資材の搬入出には十分な安全を確保すること

⑤
 仮
設
準
備
工

②
 外
部
足
場

①
 
仮
囲
い

№

※いずれも着工前、 解体 → 完了後、 復旧

（ Ｃ） …屋根上・ H=5. 0m　 ※下屋周囲
※一点鎖線

（ Ｂ） ： ガード フェンス・ L1. 8m×H1. 8m

※屋内運動場～校舎棟間、 及び屋外階段

※児童、 及び学校関係者進入口

（ Ｂ） 屋根材脱着、 復旧

渡り廊下： 在来Ｓ造・ 折板葺（ 山高H=88㎜）

（ Ｃ） 既存建物 場内移設、 復旧
（ 既製スチール製 物置： W2. 3m×D1. 5m×H2. 1m×1棟）
※着工前、 場内移設 → 完了後、 復旧
※移設場所は、 監督員の指示による

（ Ｄ） 既存メッシュフェンス脱着、 復旧

学校関係者進入口： Ｌ 1. 50m×H1. 2m（ フェンス部のみ、 支柱は残置）

※着工前、 解体 → 完了後、 復旧

グラウンド

既存建物
（ 校舎棟）

工事対象建物
（ 屋内運動場）

小大
工事中の既存階段の使用不可
※上部に仮設①－（ Ｂ） 、設置

児
童

登
下

校
経

路

←児童、 及び学校関係者進入経路

←工事関係者及び車両進入経路

××

×
×

工事車輌通行禁止

場内通路 W1. 5m確保

②－（ Ａ）
↓

②－（ Ａ）
↓

②
－

（
Ａ

）

↓

②
－

（
Ｃ

）

↓

②－（ Ｃ）
↓

②
－

（
Ｂ

）

↓

↑②－（ Ｂ）

④

④

◎
▲

※既存フェンス門扉
W4. 0m×H1. 2m

グランドＧＬ ±0

ＧＬ -360

ＧＬ -360

ＧＬ ±0

※既存防球ネッ ト
ゲート 高さ 3. 0m

北門
▼

西門
▼

①
－

（
Ｂ

）
↓

↑①
－

（
Ａ

）

↑
①－（ Ａ）

↑
⑤－（ Ａ）

←⑤－（ Ｂ）

①－（ Ｂ） 、 ⑤－（ Ｄ ）

⑤－（ Ｃ）

1:300配置図兼仮設計画図
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配置図　 １ ： ３ ０ ０

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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児童が内部を見えるようにすること。

作業員休憩所

仮設トイレ

※倉庫一時移設、工事終了後再設置

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

くさび緊結式足場・建地幅：900＋メッシュシート張共



×

《  解体撤去区分 凡例 》

 …間仕切（ ＣＢ、 仕上） 、 ハツリ範囲示ス

 …土間コン、 Ａ ｓ 舗装等、 ハツリ範囲示ス

 …内装仕上、 撤去範囲示ス

 …造作、 建具、 運動器具
衛生器具等、 撤去対象示ス
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【 外構】
既存Ａｓ 舗装、 撤去

アリーナ
（ 404. 19㎡）

体育用具庫
（ 32. 10㎡）

男子更衣室
（ 11. 10㎡）

女子更衣室
（ 11. 10㎡）

控室
（ 10. 41㎡）

ステージ
（ 27. 19㎡）

用具室
（ 10. 41㎡）

男子ト イレ
（ 11. 29㎡）

女子ト イレ
（ 11. 59㎡）

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 建具】
欄間、 障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

玄関、 踏込
（ 21. 75㎡）

【 躯体】
土間コン（ 踏込）

【 内装】
床仕上

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

×

【 躯体】
土間コン
【 内装】

天井、 壁、 床仕上
【 間仕切壁】
ＣＢ、 壁仕上

【 その他】
木製建具、 ト イレブース、 衛生器具等

※上部姿見鏡
【 内装】
天井仕上
※下地はそのまま

【 内装】
天井仕上
※下地はそのまま

【 内装】
天井仕上
※下地はそのまま

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

3,
5
0
0

【 躯体】
土間コン（ 踏込）
（ 1. 8m×1. 45m）

※床仕上共

【 内装】
壁仕上、 一部撤去

※床仕上、 コート ラインは現状のまま
 

【 建具】
地窓、 防球格子、 撤去 

【 体育設備】
各運動器具、 移設・ 撤去

各競技用支柱埋込金具、 撤去

【 舞台幕】
引幕、 袖幕、 撤去

【 内装】
正面壁仕上
※ステージＦ Ｌ +5300まで

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 その他】
遮光カーテン、 レール

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 その他】
遮光カーテン、 レール

16
,
20

0
2
0
0

20
0

3
,5

0
0

1:80撤去解体 １ Ｆ 平面図
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★

《  改修復旧区分 凡例 》

 …間仕切壁（ Ｌ ＧＳ） 、 新設範囲示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス

 …室名札 取付箇所示ス☆

 …内装仕上、 改修範囲示ス
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7
,5

0
0

※上部ギャラリー

※上部ギャラリー

体育用具庫
（ 32. 10㎡）

男子更衣室
（ 11. 10㎡）

女子更衣室
（ 11. 10㎡）

ステージ
（ 27. 19㎡）

踏込

踏込

女子ト イレ
（ 8. 85㎡）

みんなのト イレ
（ 4. 27㎡）

男子ト イレ
（ 9. 76㎡）

1
,
40

0

★

★

★

☆

☆

☆

☆ ☆ ☆

玄関、 踏込
（ 21. 75㎡）

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

養生管、 塗装補修
【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設
養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設
養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設
養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設
養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設
養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設
養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設
養生管、 塗装補修

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

養生管、 塗装補修

【 内装】
スロープ、 新設

撤去跡、 床仕上、 補修

【 外構】
スロープ、 新設

【 内装】
壁仕上、 塗装補修

【 階段、 踏み台】
鋼製、 木製共、 塗装補修

【 内装】
壁仕上、 塗装補修

【 階段、 踏み台】
鋼製、 木製共、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッ シ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッ シ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 内装】
天井仕上、 新設
※下地は再利用

【 内装】
天井仕上、 新設
※下地は再利用

【 内装】
天井仕上、 新設
※下地は再利用

《  各ト イレ共通 》
【 躯体】

土間コン、 新設
【 内装】

天井、 壁、 床仕上、 新設
※Ｌ ＧＳ下地共

【 その他】
建具（ ＳＤ） 、 ト イレブース、 衛生器具等、 新設

【 床下収納】
台車（ 幕板、 車輪） 、 補修

※上部姿見鏡

控室
（ 10. 41㎡）

用具室
（ 10. 41㎡）

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

3,
5
0
0

アリーナ
（ 404. 19㎡）

【 内装】
壁仕上、 塗装改修

床仕上、 新設
 

【 建具】
地窓、 新設

防球格子、 新設
 

【 体育設備】
コート ライン、 新設

各競技用支柱埋込金具、 新設
各器具、 補修

【 舞台幕】
引幕、 袖幕、 新設

【 内装】
正面壁仕上、 補修
※ステージＦ Ｌ +5300まで

【 建具】
アルミ サッ シ（ カバー工法）

既存木額縁、 塗装補修
【 その他】

遮光カーテン、 レール、 新設

【 建具】
アルミ サッ シ（ カバー工法）

既存木額縁、 塗装補修
【 その他】

遮光カーテン、 レール、 新設

16
,
20

0

1
00

20
0

3
,
50

0
20

0

180

180 3, 000

②

《  壁面改修用 屋内仮設 凡例 》

①

№ 仮設種別

③

④

く さび緊結式足場（ 建地幅600・ H=3. 5m）

※ステージ 正面壁際

く さび緊結式足場（ 建地幅600・ H=8. 0m）

※１ ～ＲＦ  アリーナ 東側 壁際

※１ ～ＲＦ  控室、 用具室 四方壁際

脚立足場 H=1. 8m

※アリーナ ギャラリー下

く さび緊結式足場（ 建地幅600・ H=4. 0m）

※ＲＦ  ギャラリー 南北側 壁際

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

1:80改修復旧 １ Ｆ  平面図・ 仮設計画図

' 02 .2022 .

１ Ｆ  平面図　 １ ： ８ ０

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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3, 180 24, 950 4, 350
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0
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3
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9
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0
0

3
,
70

0

3
,8

0
0

5
,0

0
0

1
2
,5

0
0

2
,
80

0

7, 080

32, 480

28, 360

7
,5

0
0

控室上部
吹抜

ギャラリー
（ 35. 25㎡）

ギャラリー
（ 35. 25㎡）

用具室上部
吹抜

ステージ上部
（ ブド ウ棚）

アリーナ上部吹抜

×× ××× ××× ××× ××× ×

×× × ×× × ×× × ×× × ×× ×

× × × × ×

×××××

××

× ×

×

×

×

【 体育設備】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去【 竪樋、 養生管】

竪樋のみ撤去
【 竪樋、 養生管】
竪樋のみ撤去

下屋屋上
（ 用具庫、 更衣室）

【 運動器具】
吊棒５ 連、 レール共

【 運動器具】
吊縄５ 連、 レール共

【 その他】
遮光カーテン、 レール共
※5ヶ所

【 その他】
遮光カーテン、 レール共
※5ヶ所

【 体育設備】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共

【 体育設備】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共

×

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

1
,
4
00

1
,
40

0

下屋屋上
（ 玄関、 ト イレ）

【 舞台幕】
水引幕（ 一文字幕） 、 カスミ 幕

【 体育設備】
壁付折畳み式バスケット ゴール

一時解体、 場内保管

1:80解体撤去 ＲＦ  平面図

' 02 .2022 .

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

×

《  解体撤去区分 凡例 》

 …造作、 建具、 運動器具、 衛生器具等、 撤去示ス

ＲＦ  平面図　 １ ： ８ ０

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



18, 1003, 180

3, 180 24, 950 4, 350
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,
40

0

3,
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0
0
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0
3,
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00
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,
80

0

5
,
00

0

12
,
50

0

2,
8
00

7, 080

32, 480

28, 360

7
,5

0
0

ギャラリー
（ 35. 25㎡）

ギャラリー
（ 35. 25㎡）

ステージ上部
（ ブド ウ棚） アリーナ上部吹抜

控室上部
吹抜

用具室上部
吹抜

【 体育設備】
壁付バスケッ ト ゴール
塗装補修、 ゴールネット 補修、 清掃等

【 体育設備】
壁付バスケッ ト ゴール
塗装補修、 清掃等

【 体育設備】
天吊バスケッ ト ゴール
落下防止対策、 清掃等、 作動ワイヤー、 新設

【 体育設備】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共、 新設

【 体育設備】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共、 新設

【 体育設備】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共、 新設

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）

【 その他】
遮光カーテン、 レール、 新設
カーテンＢＯX、 塗装補修
※5ヶ所

【 その他】
遮光カーテン、 レール、 新設
カーテンＢＯX、 塗装補修
※5ヶ所

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

【 竪樋、 養生管】
竪樋、 新設

【 内装】
壁仕上、 塗装補修

【 躯体】
柱型、 水平梁、 塗装補修

【 躯体】
柱型、 水平梁、 塗装補修

【 内装】
壁仕上、 塗装補修

【 階段】
鋼製、 塗装補修

【 内装】
壁仕上、 塗装補修

【 階段】
鋼製、 塗装補修

【 舞台幕】
水引幕（ 一文字幕） 、 カスミ 幕、 新設
※開閉装置作動調整共

【 その他】
立上り壁、 塗装補修
手摺、 塗装補修

【 その他】
立上り壁、 塗装補修
手摺、 塗装補修

Y1

Y2

Y3

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

1,
4
0
0

1
,
4
00

13
,
60

0

下屋屋上
（ 用具庫、 更衣室）

下屋屋上
（ 玄関、 ト イレ）

【 体育設備】
壁付折畳み式バスケット ゴール

・ 場内保管 → 復旧
・ 塗装補修、 清掃等

【 内装】
床仕上、 塗床補修
※南面共

②

《  壁面改修用 屋内仮設 凡例 》

①

№ 仮設種別

③

④

く さび緊結式足場（ 建地幅600・ H=3. 5m）

※ステージ 正面壁際

く さび緊結式足場（ 建地幅600・ H=8. 0m）

※１ ～ＲＦ  アリーナ 東側 壁際

※１ ～ＲＦ  控室、 用具室 四方壁際

脚立足場 H=1. 8m

※アリーナ ギャラリー下

く さび緊結式足場（ 建地幅600・ H=4. 0m）

※ＲＦ  ギャラリー 南北側 壁際

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

1:80改修復旧 ＲＦ 平面図・ 仮設計画図

' 02 .2022 .

ＲＦ  平面図　 １ ： ８ ０

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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芯

△
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芯
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芯
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壁

芯

3,
8
0
0

2,
8
00

Y3

Y2

北側 下屋屋根

屋上 屋根

東側 下屋屋根

【 軒先立上り】
笠木、 内壁仕上、 改修

【 内樋】
内樋、 竪樋、 集水器、 改修

【 内樋】
内樋、 竪樋、 集水器、 改修

【 軒先立上り】
笠木、 改修
※北面のみ、 内壁仕上改修済につきそのまま

【 雨樋】
竪樋、 ドレン、 改修

【 雨樋】
竪樋、 ド レン、 改修

【 屋根防水】
既存防水層、 撤去

※立上り、 側溝部のみ、 平場は残置
改質アスファルト シート 防水（ Ａ Ｓ－Ｔ １ ） 、 改修

※平場、 立上り、 側溝部共

【 屋根防水】
既存防水層、 撤去
※立上り、 側溝部のみ、 平場は残置
改質アスファルト シート 防水（ ＡＳ－Ｔ １ ） 、 改修
※平場、 立上り、 側溝部共

【 屋根防水】
既存防水層、 撤去

※立上りのみ、 平場は残置
  

↓
 

改質アスファルト シート 防水（ Ａ Ｓ－Ｔ １ ） 、 改修
※平場、 立上り共

【 ケラバ立上り】
笠木、 防水、 改修

【 ケラバ立上り】
笠木、 防水、 改修

【 パラペッ ト 】
笠木、 防水、 改修

【 パラペット 】
笠木、 立上り、 改修

Ａ 11
※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

ＰＲＯＪ ＥＣＴ
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－
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屋上平面図 1:100

Ｎ

屋上平面図　 １ ： １ ０ ０

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



Ａ－① Ｂ－②

Ｂ－① Ｃ－②

Ｄ－②

（ 立上内壁） Ａ －①

Ｆ ＦＦ Ｃ－②Ｃ－②

Ｆ ×5ヶ所

Ｃ－②Ｂ－③

Ａ－③
（ 下屋屋上）

Ａ－①Ｂ－②

Ｂ－①

Ｅ

Ｃ－②

Ｄ－②

（ 立上内壁） Ａ －①

Ｆ ＦＦ Ｂ－③
（ 壁面、 パラペット ）

Ｃ－②Ｃ－②Ｃ－②

Ｆ ×5ヶ所
（ サッシ形状変更）

Ａ－③
（ 下屋屋上）

1:100改修前後 立面図①（ 南面）

' 02 .2022 .

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

解体撤去 南面 立面図　 １ ： １ ０ ０

改修復旧 南面 立面図　 １ ： １ ０ ０

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

 ： ひび割れ改修、 施工箇所示ス
※補修工法…自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

（ ボンドシリンダー工法程度）

※外壁 吹付改修については、 各柱型、 下屋パラペット 等も含む。

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

《  外壁 ひび割れ改修 概要 》 ※ALC、 ﾓﾙﾀﾙ面共通

※外壁（ Ａ Ｌ Ｃ、 モルタル面） の既存吹付タイル面を水洗い（ 高圧ポンプ） とし

表面上の汚れを落とした後、 吹付改修（ 可とう 形改修塗材Ｅ ） をおこなう

《  外壁 吹付改修 概要 》

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
Ａ 12

撤　 去　 図

改　 修　 図

→

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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Ｆ Ｂ－③ Ｃ－②

Ｃ－②

Ｃ－② Ｆ

Ｃ－②

Ｃ－②

Ａ －③
（ 下屋屋上）

Ｂ－③

Ｂ－①

Ｄ－①

Ｃ－②Ｆ Ｂ－③Ｄ－②Ｂ－③

Ｂ－②Ｂ－②

Ｆ
（ 形状変更）

Ｃ－②

Ｃ－②Ｃ－②

Ｃ－②Ｃ－② ＦＥ

Ａ －③
（ 下屋屋上）

Ｂ－③

Ｂ－③

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

1:100改修前後 立面図、 断面図②（ 東面）

' 02 .2022 .

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

解体撤去 東面 立面図　 １ ： １ ０ ０

改修復旧 東面 立面図　 １ ： １ ０ ０

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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撤　 去　 図

改　 修　 図

→

《  外壁 吹付改修 概要 》

外壁（ Ａ Ｌ Ｃ、 モルタル面） の既存吹付タイル面を水洗い（ 高圧ポンプ） とし
表面上の汚れを落とした後、 吹付改修（ 可とう 形改修塗材Ｅ ） をおこなう

※改修対象については、 各柱型、 下屋パラペット 等も含む。

改修復旧 断面図　 １ ： １ ０ ０

解体撤去 断面図　 １ ： １ ０ ０

Ｃ－①

Ａ －①Ａ －② Ａ －①

Ｃ－①

Ａ －②
（ 軒先立上壁）
※北側のみ改修済 （ 軒先立上壁）（ ケラバ立上壁）

Ａ －①

Ａ －①
（ ケラバ立上壁） （ 軒先立上壁）

Ｃ－①

Ａ －①Ａ －② Ａ －①

Ｃ－①

Ａ －②
（ 軒先立上壁）
※北側のみ改修済

Ｄ－①

Ａ－③

Ａ－③

Ｄ－①

 ： ひび割れ改修、 施工箇所示ス
※補修工法…自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

（ ボンド シリンダー工法程度）

《  外壁 ひび割れ改修 概要 》 ※ALC、 ﾓﾙﾀﾙ面共通 久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



Ａ －②Ｂ－②

Ｃ－②

Ｆ

ＦＦ Ｃ－②Ｆ Ｂ－③

Ａ －②

Ｂ－①Ｄ－①Ｃ－② Ｂ－③ Ｃ－②

Ａ－③
（ 下屋屋上）

Ａ－③
（ 下屋屋上）

Ｆ Ｆ

Ａ －②Ｂ－②

Ｂ－①Ｃ－② ＦＦ Ｃ－②Ｆ Ｂ－③

Ａ －②

Ｄ－①Ｂ－③Ｃ－②

Ｆ ×5ヶ所
（ サッシ形状変更）

Ｃ－②

Ａ－③
（ 下屋屋上）

Ａ－③
（ 下屋屋上）

Ｆ Ｆ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

1:100改修前後 立面図③（ 北面）

' 02 .2022 .

※外壁 吹付改修については、 各柱型、 下屋パラペッ ト 等も含む。

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

※外壁（ Ａ Ｌ Ｃ、 モルタル面） の既存吹付タイル面を水洗い（ 高圧ポンプ） とし

表面上の汚れを落とした後、 吹付改修（ 可とう 形改修塗材Ｅ） をおこなう

《  外壁 吹付改修 概要 》

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

解体撤去 北面 立面図　 １ ： １ ０ ０

改修復旧 北面 立面図　 １ ： １ ０ ０

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
Ａ 14

撤　 去　 図

改　 修　 図

→

 ： ひび割れ改修、 施工箇所示ス
※補修工法…自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

（ ボンド シリンダー工法程度）

《  外壁 ひび割れ改修 概要 》 ※ALC、 ﾓﾙﾀﾙ面共通 久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



Ｂ－①

Ｄ－①

Ｆ

Ｂ－② Ｂ－②

Ｄ－①

Ｃ－② Ｂ－③ Ｆ

Ａ－③
（ 下屋屋上）

Ｃ－② Ｃ－②

Ｂ－①

Ｄ－①

Ｄ－①

Ｆ

Ｂ－② Ｂ－②

Ａ－③
（ 下屋屋上）

Ｃ－② Ｂ－③ Ｆ

Ｃ－② Ｃ－②

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

1:100改修前後 立面図、 断面図④（ 西面）

' 02 .2022 .

《  外壁 吹付改修 概要 》

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

解体撤去 西面 立面図　 １ ： １ ０ ０

改修復旧 西面 立面図　 １ ： １ ０ ０

※図中の工事種別は、 工事仕様表 参照

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
Ａ 15

撤　 去　 図

改　 修　 図

→

外壁（ Ａ Ｌ Ｃ、 モルタル面） の既存吹付タイル面を水洗い（ 高圧ポンプ） とし
表面上の塗膜片、 汚れ程度を落とした後、 吹付改修（ 複層塗材Ｅ 吹付） をおこなう

※改修対象については、 各柱型、 下屋パラペット 等も含む。

Ｃ－①

Ａ－① Ａ －②Ａ －①

Ｃ－①

Ａ－②
（ 軒先立上壁）

※北側のみ改修済（ 軒先立上壁） （ ケラバ立上壁）
Ａ －①

Ａ －①
（ ケラバ立上壁）（ 軒先立上壁）

Ｃ－①

Ａ－① Ａ －②Ａ －①

Ｃ－①

Ａ－②
（ 軒先立上壁）

※北側のみ改修済

改修復旧 断面図　 １ ： １ ０ ０

解体撤去 断面図　 １ ： １ ０ ０

 ： ひび割れ改修、 施工箇所示ス
※補修工法…自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

（ ボンド シリンダー工法程度）

《  外壁 ひび割れ改修 概要 》 ※ALC、 ﾓﾙﾀﾙ面共通 久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



現　 況

改　 修

巾木： テラゾーブロック H=100

現状のまま

モルタル刷毛引きの上、 吹付タイル

区　 分室　 名

　 内　 部　 工　 事　 仕　 様　 表　

床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

小巾アルミ スパンド レル張
玄　 関

踏　 込
現状のまま

2, 500～2, 600 玄関建具： SD-1
玄関： モルタル金コテ押エ カラークリート 仕上 ｔ =50

踏込： モルタル金コテ押エの上、 塗り床 ｔ =15　 ※デッ クス・ オ・ デックス

SD-1、 撤去 → AD-1、 新設
一部 玄関、 踏込 土間コン、 モルタル、 ハツリ撤去

撤去跡、 既存床部共、 補修（ モルタル下地、 アクリル系防塵塗料塗り） ＋スロープ（ W1350×Ｌ 1200・ 磁器質タイル張） 、 新設
現状のまま
※撤去跡、 モルタル金コテ押エ、 補修

既存仕上は現状のまま

天井点検口、 新設

×

《  解体撤去区分 凡例 》

 …間仕切（ ＣＢ、 仕上） 、 ハツリ範囲示ス

 …土間コン、 Ａ ｓ 舗装等、 ハツリ範囲示ス

 …内装仕上、 撤去範囲示ス

 …造作、 建具、 運動器具
衛生器具等、 撤去対象示ス

★

《  改修復旧区分 凡例 》

 …土間コン、 Ａｓ 舗装等、 改修範囲示ス

☆

 …内装仕上、 改修範囲示ス

 …室名札 取付箇所示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス

Ｆ 開口部

スチールサッシ、 スチールド ア ＯＰ塗装現　 況

改　 修
外部： スチールサッシ → アルミ サッシ（ カバー工法） 、 取替／取合シーリング、 打替

内部： スチールド ア 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修　 ※枠共

現　 況

改　 修

モルタル金コテ押エ カラークリート 仕上

玄関前ポーチＥ
ポーチ前： 一部アスファルト 舗装、 ハツリ撤去

スロープ（ 土間コン増打ち、 刷毛引き仕上・ W5160×L600） 、 新設

　 外　 部　 工　 事　 仕　 様　 表　

×

×

×

×

土
間

、
床

仕
上

ハ
ツ

リ
幅

 
1
,4

5
0

土間、 床仕上ハツリ長さ 1, 800

Ｆ Ｌ -150

※舗装天

舗
装

ハ
ツ

リ
幅

 5
,
1
60

60
0

6
0
0

Ｆ Ｌ -100

L
6
40

※
土

間
ハ

ツ
リ

範
囲

ポーチ

4, 350 1, 500 600
※舗装ハツリ範囲

3,
96

0

52
5

9
25

1
ＳＤ

2
ＳＤ

1, 550

×

×

×

×

×

Ｆ Ｌ ±0

踏　 込

Ｆ Ｌ -100

玄　 関

【 既存舗装ハツリ】
既存Ａｓ 舗装 ｔ =50、 ハツリ撤去

※断面詳細図参照

【 土間ハツリ】
モルタル カラークリート 仕上 ｔ =105、 ハツリ撤去

【 土間ハツリ】
框石、 土間コン等 ｔ =205、 ハツリ撤去

※断面詳細図参照

【 建具改修】
ＳＤ-１ 、 撤去
※扉、 内枠のみ

150
【 土間ハツリ】

框石、 土間コン等 ｔ =105、 ハツリ撤去 【 土間ハツリ】
建具下モルタル 溝ハツリ（ W200×ｔ 50）

5,
00

0

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

斜路 L=1, 200 600

1
,
45

0

10
0

斜
路

 W
=
1,

3
5
0

スロープ
（ 1/12）

スロープ
（ 1/12）

※舗装天

Ｆ Ｌ -150

斜路 L=6001, 5004, 350

★

1, 000

Ａ
Ｄ

-
１

：
W
4
,
20

0
×

H
2
,6

0
0

4
0
0

4
0
0

1
ＡＤ

2
ＳＤ

1, 550

2
,
42

5
1
,
02

5

玄　 関

Ｆ Ｌ -100

踏　 込

Ｆ Ｌ ±0

Ｆ Ｌ -100

ポーチ

【 内装改修】
床： 既存仕上 下地調整の上

アクリル系防塵塗料塗り（ 艶あり・ 防滑仕上）

【 建具改修】
Ａ Ｄ-1、 新設

【 屋内スロープ】
斜面： 150角磁器質タイル張

立上り： CON打放し補修
※断面詳細図参照

【 屋外スロープ】
土間コン増打ち ｔ =50～100 刷毛引き仕上

※断面詳細図参照

【 塗装改修】
既存木額縁： SOP塗装補修

【 塗装改修】
ＳＤ-2、 SOP塗装補修

【 撤去跡補修】
土間コン金コテ押エ ｔ =105の上

アクリル系防塵塗料塗り（ 艶あり・ 防滑仕上）

【 建具下撤去跡補修】
モルタル補修の上
アクリル系防塵塗料塗り

（ 艶あり・ 防滑仕上）

1:30改修詳細図①・ ポーチ、玄関（ 平面詳細図）

' 02 .2022 .

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

－

ポーチ、 玄関・ 踏込 解体撤去 平面詳細図　 １ ： ３ ０ ポーチ、 玄関・ 踏込 改修復旧 平面詳細図　 １ ： ３ ０

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
Ａ 16

撤　 去　 図 改　 修　 図

→

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



200
2

ＳＤ
t40 2

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

既 存、 撤 去 建 具

5
0
0

2
,
0
00

10
0

H
2
,
60

0

W4, 200

1t40
1

ＳＤ
100

H
1,

9
5
5

20
0

L=3, 800

W1, 800
※撤去後は、 ＡＤ－１ に取替

撤去 既存 2t40
2

ＳＤ
200

新 設、 補 修 建 具

※片側有効≒W900

引分部 W2, 050

W4, 200

H
2,

6
00

1
0
0

2
,0

0
0

5
00

100
1

ＡＤ
t30 1 補修新設

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

※建付け、 戸当り調整、 及び戸板、 四方枠
ハンガーカバーの塗装補修のみ

90 935 5050 935 90

125125

斜路 L=600壁芯へ1, 500

▽Ａｓ 舗装天（ -50）
▽ポーチＦ Ｌ （ ±0）

ｔ
5
0～

1
00

【 屋外スロープ】
Ａｓ 撤去跡 土間コン増打ち t=50～100
斜路： 土間コン 刷毛引き仕上
※立上り壁なし

×
▽ポーチＦ Ｌ （ ±0）

▽Ａｓ 舗装天（ -50）

50

壁芯へ1, 500 Ａｓ 舗装ハツリ 600

既存Ａｓ 舗装 ｔ =50、 撤去
※既存路盤床はそのまま

ｔ
50

×

× ××

×

壁芯へ1, 550床仕上ハツリ 1, 800

土間ハツリ 1, 800 壁芯へ1, 550

20
5

10
0

玄関 床仕上部 撤去図

踏込 土間コン部 撤去図

1
0
5

1
05

土間コン、 モルタル仕上共 ｔ =105、 ハツリ撤去

踏込： 土間コン、 框石、 床仕上 ｔ =205、 ハツリ撤去

600 斜路 L=1, 200

L=1, 800

斜路 W=1, 350 100

1
0
0

1
0
0

▽踏込Ｆ Ｌ

▽玄関Ｆ Ｌ

ｔ
1
05

～
2
0
5

1
0
0

（
立

上
）

（
斜

路
土

間
）

（
立

上
）

10
0

1
0
5

（
立

上
）

（
斜

路
土

間
）

（
斜

路
土

間
） H
1
00

～
20

0

斜路： 土間コン増打ち ｔ 105～205
150角磁器質タイル張

土間撤去跡 巾木補修
モルタル金コテ押エ H100×L1800

立上り壁： CON打放し補修
H100～200

立上り壁： CON打放し補修
H100～200

斜路： 土間コン増打ち H50～150
150角磁器質タイル張

既存床仕上取合部 シーリング打ち
(変成シリコン： MS-2)

新設スロープ 側面断面図

新設スロープ 間口断面図

ｔ
10

5
～

2
0
5

1
05

【 撤去跡補修】
土間コン金コテ押エ ｔ =105の上

アクリル系防塵塗料塗り
（ 艶あり・ 防滑仕上）

1:30改修詳細図②・ ポーチ、玄関（ 建具表、詳細図）

' 02 .2022 .

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

－
※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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撤　 去　 図 改　 修　 図

→

撤　 去　 図

改　 修　 図

撤　 去　 図 改　 修　 図

→

→

ポーチ 新設スロープ 断面詳細図 玄関 新設スロープ 断面詳細図

※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



　 内　 部　 工　 事　 仕　 様　 表　

アリーナ

現　 況

改　 修

巾木： ラワン・ H150×ｔ 25 ＯＰ塗装

下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修 現状のまま

中央部： ＡＬ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

ギャラリー下： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5張 ＥＰ塗装

中央部： 現状のまま

ギャラリー下： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

一般部： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5～9. 0張 ＥＰ塗装

ステージ正面： 耐水ベニヤ下地 ハマウッドシート 張

全体改修： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

部分改修： 既存撤去 → 下地、 有孔ボード共、 新設

（ ト イレ出入口、 消火栓BOX、 器具撤去跡等）

ハマウッドシート 張 破損個所 下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修

土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

※各競技ラインコート 引き、 競技支柱埋込金具

既存仕上 下地処理の上、 発泡層付長尺シート 張、 競技ラインコート 、 新設

既存金具、 撤去 → 競技支柱埋込金具、 新設

ステージ上部幕板： 集成材 ＣＬ 塗装

運動器具： 天井吊下げ式バスケット ゴール、 壁付折畳み式バスケット ゴール

吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 肋木５ 連、 壁付垂直跳び測定器

建具： SW-2（ 地窓） 、 SD-2、 WD-2（ 姿見鏡） 、 格子-1（ 防球格子） ／その他： 防球ネット

中央部

8, 670～10, 290

ギャラリー下

2, 700

既存幕板 下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

運動器具： 吊下げ、 壁付バスケット ゴール共、 補修／吊棒５ 連、 吊縄５連、 測定器、 撤去

建具： SW-2、 SD-2、 WD-2、 格子1、 撤去 → AW-2、 WD-2、 防球格子、 新設　 SD-2、 塗装補修

その他： 防球ネット 、 取替

×

《  解体撤去区分 凡例 》

 …間仕切（ ＣＢ、 仕上） 、 ハツリ範囲示ス

 …土間コン、 Ａｓ 舗装等、 ハツリ範囲示ス

 …内装仕上、 撤去範囲示ス

 …造作、 建具、 運動器具
衛生器具等、 撤去対象示ス

2
ＳＤ

2
ＳＤ

3
ＳＤ

2
ＳＷ

×3ヶ所

2
ＳＷ

2
ＷＤ

1
格子

1
格子

×3ヶ所

1
ＷＤ

1
ＷＤ

区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

×
× ×

×× ××× ××× ×

× ×

×

×

××

××

× ×

××

× ×

××

×

【 体育設備】
壁付垂直飛び測定器

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去

【 体育設備】
肋木、 一時解体、 場内保管

（ 木製・ W4500×H2500）

【 建具】
収納姿見鏡 戸板
※枠はそのまま

※上部姿見鏡

Y1

X2

1
6,

2
00

24, 950

××

【 間仕切壁】
ＣＢ、 壁仕上

【 建具】
木製建具

【 内装】
壁仕上

※消火栓取替の為

【 間仕切壁】
ＣＢ、 壁仕上

【 建具】
木製建具

× × × × ×

×

アリーナ
（ 404. 19㎡）

【 内装】
壁仕上、 一部撤去

※床仕上、 コート ラインは現状のまま
 

【 体育設備】
鉄棒支柱埋込金具×6ヶ所

【 体育設備】
跳び箱埋込金具×12ヶ所

【 体育設備】
バレー支柱埋込金具

【 体育設備】
バレー支柱埋込金具

【 体育設備】
バドミ ント ン、 ソフト バレー
支柱埋込金具

【 体育設備】
バドミ ント ン、 ソフト バレー
支柱埋込金具

【 建具】
防球格子

【 建具】
防球格子

【 建具】
防球格子

【 建具】
障子、 内枠のみ撤去
【 建具】
防球格子

×

×

×

×

【 体育設備】
防球ネット 床固定金具×4ヶ所

ギャラリー

※ＲＦ

現　 況

改　 修

ＡＬ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

現状のまま

ＡＬ Ｃ ｔ =125 現しの上、 アクリルリシン吹付

柱、 水平梁、 手摺、 カーテンＢＯＸ 、 ＯＰ塗装

巾木： モルタル金コテ仕上

側壁： モルタル仕上 ＥＰ塗装

現状のまま

側壁： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

現状のまま

各部既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

建具： SW-1、 撤去 → AW-1、 新設

その他： 遮光カーテン、 防球ネット 、 取替

建具： SW-1

その他： 遮光カーテン、 防球ネット
－

－既存仕上 下地調整の上、 アクリル系防塵塗料塗り

モルタル金コテ押エの上、  カラークリート 仕上

1:80改修詳細図④・ アリ ーナ（ 解体撤去 平面詳細図）

' 02.2022 .

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰ ＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬ Ｅ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－
※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

アリーナ 解体撤去 平面詳細図　 １ ： ８ ０

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開
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　 内　 部　 工　 事　 仕　 様　 表　

アリーナ

現　 況

改　 修

巾木： ラワン・ H150×ｔ 25 ＯＰ塗装

下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修 現状のまま

中央部： Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

ギャラリー下： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5張 ＥＰ 塗装

中央部： 現状のまま

ギャラリー下： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

一般部： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5～9. 0張 ＥＰ 塗装

ステージ正面： 耐水ベニヤ下地 ハマウッ ドシート 張

全体改修： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

部分改修： 既存撤去 → 下地、 有孔ボード 共、 新設

（ ト イレ出入口、 消火栓BOX、 器具撤去跡等）

ハマウッド シート 張 破損個所 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修

土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

※各競技ラインコート 引き、 競技支柱埋込金具

既存仕上 下地処理の上、 発泡層付長尺シート 張、 競技ラインコート 、 新設

既存金具、 撤去 → 競技支柱埋込金具、 新設

ステージ上部幕板： 集成材 ＣＬ 塗装

運動器具： 天井吊下げ式バスケット ゴール、 壁付折畳み式バスケッ ト ゴール

吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 肋木５ 連、 壁付垂直跳び測定器

建具： SW-2（ 地窓） 、 SD-2、 WD-2（ 姿見鏡） 、 格子-1（ 防球格子） ／その他： 防球ネッ ト

中央部

8, 670～10, 290

ギャラリー下

2, 700

既存幕板 下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

運動器具： 吊下げ、 壁付バスケット ゴール共、 補修／吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 測定器、 撤去

建具： SW-2、 SD-2、 WD-2、 格子1、 撤去 → AW-2、 WD-2、 防球格子、 新設　 SD-2、 塗装補修

その他： 防球ネット 、 取替

区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

アリーナ
（ 404. 19㎡）

3
ＳＤ

2
ＳＤ

2
Ａ Ｗ

×3ヶ所

2
Ａ Ｗ

2
ＳＤ

4
ＳＤ

4
ＳＤ

4
ＳＤ

2
ＷＤ

×3ヶ所
2

格子

★

《  改修復旧区分 凡例 》

 …間仕切壁（ Ｌ ＧＳ） 、 新設範囲示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス

 …室名札 取付箇所示ス☆

 …内装仕上、 改修範囲示ス

Y1

X2

16
,
2
00

24, 950

【 内装】
壁仕上

※消火栓取替の為

【 内装】
器具撤去跡 壁仕上、 補修

【 体育設備】
肋木、 復旧

【 建具】
扉、 枠、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

【 内装】
壁仕上、 塗装補修

★

★

★

☆

☆

☆

☆ ☆ ☆

アリーナ
（ 404. 19㎡）

【 内装】
既存床仕上、 コート ラインの上に

床仕上、 新設

《  収納姿見鏡 》
【 建具】

戸板、 新設
木枠、 塗装補修

《  ギャラリー下 》
【 内装】
天井、 壁仕上、 塗装補修

《  ギャラリー下 》
【 内装】
天井、 壁仕上、 塗装補修

【 建具】
アルミ サッシ（ カバー工法）
既存木額縁、 塗装補修

※上部姿見鏡

【 体育設備】
バレー支柱埋込金具、 新設

【 体育設備】
バレー支柱埋込金具、 新設

【 躯体】
支柱金具用基礎、 新設×4ヶ所
【 体育設備】
バド ミ ント ン、 ソフト バレー
兼用支柱埋込金具、 新設×4ヶ所

【 建具】
防球格子、 新設

【 建具】
防球格子、 新設

【 建具】
防球格子、 新設

【 建具】
防球格子、 新設

【 体育設備】
台車幕板取替×6枚
（ W1300×H900×ｔ 40/枚）
※既存台車本体、 レール等調整共

ギャラリー

※ＲＦ

現　 況

改　 修

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

現状のまま

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =125 現しの上、 アクリルリシン吹付

柱、 水平梁、 手摺、 カーテンＢＯＸ 、 ＯＰ 塗装

巾木： モルタル金コテ仕上

側壁： モルタル仕上 Ｅ Ｐ 塗装

現状のまま

側壁： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

現状のまま

各部既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ塗装補修

建具： SW-1、 撤去 → AW-1、 新設

その他： 遮光カーテン、 防球ネット 、 取替

建具： SW-1

その他： 遮光カーテン、 防球ネット
－

－既存仕上 下地調整の上、 アクリル系防塵塗料塗り

モルタル金コテ押エの上、  カラークリート 仕上

1:80改修詳細図⑤・ アリ ーナ（ 改修復旧 平面詳細図）

' 02 .2022 .
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ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－
※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

アリーナ 改修復旧 平面詳細図　 １ ： ８ ０
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アリーナ

現　 況

改　 修

巾木： ラワン・ H150×ｔ 25 ＯＰ塗装

下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修 現状のまま

中央部： Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

ギャラリー下： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5張 ＥＰ 塗装

中央部： 現状のまま

ギャラリー下： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

一般部： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5～9. 0張 ＥＰ 塗装

ステージ正面： 耐水ベニヤ下地 ハマウッ ドシート 張

全体改修： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

部分改修： 既存撤去 → 下地、 有孔ボード 共、 新設

（ ト イレ出入口、 消火栓BOX、 器具撤去跡等）

ハマウッド シート 張 破損個所 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修

土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

※各競技ラインコート 引き、 競技支柱埋込金具

既存仕上 下地処理の上、 発泡層付長尺シート 張、 競技ラインコート 、 新設

既存金具、 撤去 → 競技支柱埋込金具、 新設

ステージ上部幕板： 集成材 ＣＬ 塗装

運動器具： 天井吊下げ式バスケット ゴール、 壁付折畳み式バスケッ ト ゴール

吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 肋木５ 連、 壁付垂直跳び測定器

建具： SW-2（ 地窓） 、 SD-2、 WD-2（ 姿見鏡） 、 格子-1（ 防球格子） ／その他： 防球ネッ ト

中央部

8, 670～10, 290

ギャラリー下

2, 700

既存幕板 下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

運動器具： 吊下げ、 壁付バスケット ゴール共、 補修／吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 測定器、 撤去

建具： SW-2、 SD-2、 WD-2、 格子1、 撤去 → AW-2、 WD-2、 防球格子、 新設　 SD-2、 塗装補修

その他： 防球ネット 、 取替

区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

現　 況

改　 修

控　 室

及び用具室

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＣＬ 塗装

下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

壁： 耐水ベニヤ ｔ =5. 5張 Ｅ Ｐ塗装

既存仕上 下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

現状のまま 現状のまま

8, 670～9, 400

※勾配天井
土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

現状のまま

木建具枠、 鉄骨階段、 鋼製タラップ  ＯＰ 塗装、 木製階段 ＣＬ 塗装

建具： SW-5／その他： 遮光カーテン

建具枠、 各階段、 タラップ： 下地調整の上、 ＳＯＰ 、 又はＣＬ 塗装補修

建具： SW-5、 撤去 → AW-5、 新設／その他： 遮光カーテン、 取替

OPEN
OPEN

H1
,
80

0
1
,1

3
0

H
6
00

1
,
40

0

H
9
00

1
,
10

0
H2

,
0
00

H
1,

20
0

【 カーテン工事】
遮光カーテン、 レール共、 取替

1
5
0

1,
1
30

【 塗装工事】
鉄骨階段

ＳＯＰ塗装補修

【 塗装工事】
木製階段
ＣＬ 塗装補修

【 塗装工事】
木製踏み台、 ＣＬ 塗装補修

（ W800×L1200×H200）

Ｂ

Ｃ Ｄ

Ａ

【 塗装工事】
壁： ベニヤ Ｅ Ｐ塗装補修
巾木： ラワン H=100 ＣＬ 塗装補修

【 塗装工事】
建具枠
ＳＯＰ 塗装補修
（ W800×H1800）

【 塗装工事】
建具枠
ＳＯＰ 塗装補修
（ W800×H1800）
（ W450×H600）

【 建具工事】
SW-5 → AW-5、 取替
【 塗装工事】
既存額縁、 ＳＯＰ塗装補修
（ W1700×H900）

【 塗装工事】
三方枠、 ＳＯＰ塗装補修

（ W800×H1800）
（ W1200×H1200）

 …内装撤去等、 対象範囲示ス

《  解体撤去区分 凡例 》

×  …造作、 建具、 運動器具
衛生器具等、 撤去対象示ス

 …内装改修、 塗装補修等、 対象範囲示ス

《  改修復旧区分 凡例 》

☆  …室名札 取付箇所示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス★

消 火 栓

消 火 栓

×

☆☆ ☆

×

×× × × ×

×

×× × × ×

【 サッシ工事】
SW-1×5ヶ所、 撤去
※障子、 内枠のみ

【 カーテン工事】
遮光カーテン、 レール共、 撤去

（ L4800×H3300×5ヶ所）

AW-1×5ヶ所、 新設

【 建具工事】
収納姿見鏡 戸板、 撤去
※枠はそのまま

壁： 有孔ベニヤ ＳＯＰ塗装補修
巾木： ラワン H150×ｔ 25 ＳＯＰ塗装補修

SD-3： ＳＯＰ 塗装補修
※扉、 四方枠、 額縁共

【 建具工事】
WD-2、 新設
【 塗装工事】
建具枠、 ＳＯＰ塗装補修

ギャラリー側壁、 手摺、 補修
※南面同様

バスケット ゴール

【 サッシ工事】
SW-2、 防球格子、 撤去

※南面同様

地窓、 防球格子改修
※南面 同様

【 体育設備工事】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共、 撤去

壁： 有孔ベニヤ ｔ =9. 0 Ｅ Ｐ塗装
巾木： ラワン H150×ｔ 25 ＳＯＰ 塗装

※部分補修×2ヶ所

【 内装工事】
壁： 有孔ベニヤ ｔ =9. 0

巾木： ラワン H150×ｔ 25
※部分撤去×2ヶ所

建具枠  ＳＯＰ 塗装補修
（ W800×H2000×2ヶ所） 1:100改修詳細図⑥・ アリーナ、控室（ 展開図）

' 02 .2022 .
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※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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控室 展開図　 １ ： １ ０ ０

撤　 去　 図

改　 修　 図

改　 修　 図

→
Ａ 面 展開図　 １ ： １ ０ ０

フレーム塗装補修、ゴールネット補修、清掃、落下防止点検及び対策

柱型、水平梁：ＳＯＰ塗装補修
【塗装工事】

遮光カーテン、レール共、新設

カーテンBOX：ＳＯＰ塗装補修
【塗装工事】

【カーテン工事】

【サッシ工事】

【体育設備工事】
防球ネット、開閉ワイヤー共、新設

【塗装工事】 【塗装工事】 【塗装工事】 【内装工事】 【サッシ工事】

【体育設備工事】

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



ステージ

ブド ウ棚

床下格納庫

5,
0
0
0

ブド ウ棚

1,
1
30

5,
3
20

アリーナ

OPEN

1
,1

00
H
9
00

H
1,

8
0
0

H
2,

00
0

H
2
,0

0
0

H8
0
0

5
,
52

0

現　 況

改　 修

控　 室

及び用具室

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＣＬ 塗装

下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

壁： 耐水ベニヤ ｔ =5. 5張 Ｅ Ｐ塗装

既存仕上 下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修

Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

現状のまま 現状のまま

8, 670～9, 400

※勾配天井
土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

現状のまま

木建具枠、 鉄骨階段、 鋼製タラップ  ＯＰ 塗装、 木製階段 ＣＬ 塗装

建具： SW-5／その他： 遮光カーテン

建具枠、 各階段、 タラップ： 下地調整の上、 ＳＯＰ 、 又はＣＬ 塗装補修

建具： SW-5、 撤去 → AW-5、 新設／その他： 遮光カーテン、 取替

区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

アリーナ

現　 況

改　 修

巾木： ラワン・ H150×ｔ 25 ＯＰ塗装

下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修 現状のまま

中央部： ＡＬ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

ギャラリー下： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5張 ＥＰ 塗装

中央部： 現状のまま

ギャラリー下： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

一般部： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5～9. 0張 ＥＰ 塗装

ステージ正面： 耐水ベニヤ下地 ハマウッド シート 張

全体改修： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

部分改修： 既存撤去 → 下地、 有孔ボード 共、 新設

（ ト イレ出入口、 消火栓BOX、 器具撤去跡等）

ハマウッド シート 張 破損個所 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修

土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

※各競技ラインコート 引き、 競技支柱埋込金具

既存仕上 下地処理の上、 発泡層付長尺シート 張、 競技ラインコート 、 新設

既存金具、 撤去 → 競技支柱埋込金具、 新設

ステージ上部幕板： 集成材 ＣＬ 塗装

運動器具： 天井吊下げ式バスケット ゴール、 壁付折畳み式バスケッ ト ゴール

吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 肋木５ 連、 壁付垂直跳び測定器

建具： SW-2（ 地窓） 、 SD-2、 WD-2（ 姿見鏡） 、 格子-1（ 防球格子） ／その他： 防球ネット

中央部

8, 670～10, 290

ギャラリー下

2, 700

既存幕板 下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

運動器具： 吊下げ、 壁付バスケット ゴール共、 補修／吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 測定器、 撤去

建具： SW-2、 SD-2、 WD-2、 格子1、 撤去 → AW-2、 WD-2、 防球格子、 新設　 SD-2、 塗装補修

その他： 防球ネット 、 取替

 …内装撤去等、 対象範囲示ス

《  解体撤去区分 凡例 》

×  …造作、 建具、 運動器具
衛生器具等、 撤去対象示ス

 …内装改修、 塗装補修等、 対象範囲示ス

《  改修復旧区分 凡例 》

☆  …室名札 取付箇所示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス★

【 既存運動器具改修】
天井吊下げ式バスケッ ト ゴール
落下防止対策、 清掃等、 作動ワイヤー、 新設

【 内装工事】
既存仕上、 撤去
下地調整の上、 ビニールクロス張替
※ステージＦ Ｌ +5300まで

【 舞台幕工事】
水引幕（ 一文字幕） 、 引幕、 袖幕、 かすみ幕
撤去 → 新設

【 防球ネット 改修】
引分け・ L14000×H9000
撤去 → 新設

【 塗装工事】
幕板×3段 ＣＬ 塗装補修

【 体育設備工事】
台車幕板取替×6枚

（ W1300×H900×ｔ 40/枚）
※既存台車本体、 レール等調整共

【 カーテン工事】
遮光カーテン、 レール共、 取替

1
,
13

0

【 塗装工事】
木製階段

ＣＬ 塗装補修

【 塗装工事】
木製踏み台、 ＣＬ 塗装補修

（ W800×L1200×H200）

Ａ

ＤＣ

Ｂ

【 建具工事】
SW-5 → AW-5、 取替

【 塗装工事】
既存額縁、 ＳＯＰ塗装補修

（ W1700×H900）

【 塗装工事】
壁： ベニヤ、 ＥＰ塗装補修
巾木： ラワン H=100、ＣＬ 塗装補修

【 塗装工事】
四方枠、 ＳＯＰ 塗装補修

（ W800×H800）

1
,
1
30

【 塗装工事】
建具枠、 ＳＯＰ塗装補修
（ W800×H1800）

【 塗装工事】
建具枠

ＳＯＰ 塗装補修
（ W800×H1800）

【 塗装工事】
三方枠、 ＳＯＰ塗装補修

（ W800×H1800）

【 塗装工事】
鋼製タラップ、 ＳＯＰ塗装補修
（ W800×H7000）

【 塗装工事】
鉄骨階段
ＳＯＰ 塗装補修

床下格納庫 1
,1

3
0

5
,
30

0

【 内装工事】
既存仕上、 撤去
下地調整の上、 ビニールクロス張替

ブド ウ棚

【 カーテン工事】
遮光カーテン、 レール共、 新設

【 塗装工事】
カーテンBOX： ＳＯＰ 塗装補修

【 塗装工事】
柱型、 水平梁： ＳＯＰ塗装補修

【 サッシ工事】
AW-1×5ヶ所、 新設

【 体育設備工事】
肋木、 復旧

【 サッシ工事】
AW-2×3ヶ所、 新設
【 塗装工事】
木額縁 ＳＯＰ 塗装補修

【 体育設備工事】
壁付バスケッ ト ゴール

【 金属工事】
防球格子×3ヶ所、 新設

【 塗装工事】
ギャラリー裏天井： 有孔ベニヤ ＥＰ 塗装補修
ギャラリー側壁： モルタル仕上 ＥＰ 塗装補修
手摺： ＳＯＰ 塗装補修

【 塗装工事】
壁： 有孔ベニヤ ＳＯＰ 塗装補修
巾木： ラワン H150×ｔ 25 ＳＯＰ塗装補修

【 塗装工事】
SD-2： ＳＯＰ塗装補修
※扉、 四方枠、 額縁共

× × × ××

× × ××××

× × × ××

【 サッシ工事】
SW-1×5ヶ所、 撤去
※障子、 内枠のみ

【 カーテン工事】
遮光カーテン、 レール共、 撤去

（ L4800×H3300×5ヶ所）

【 金属工事】
防球格子×3ヶ所、 撤去

【 体育設備工事】
肋木、 一時撤去

※指定場所にて一時保管

【 サッシ工事】
SW-2×3ヶ所、 撤去
※障子、 内枠のみ

※既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

Ｃ面 展開図　 １ ： １ ０ ０

→

改　 修　 図

改　 修　 図

撤　 去　 図

用具室 展開図　 １ ： １ ０ ０

Ａ 21
※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

.2022 .02'

改修詳細図⑦・ アリーナ、ステージ、用具室（ 展開図）1:100
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改　 修　 図

ステージ Ｄ面 展開図　 １ ： １ ０ ０

ステージ Ｃ面 展開図　 １ ： １ ０ ０

フレーム塗装補修、ゴールネット補修、清掃、落下防止点検及び対策

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



　 内　 部　 工　 事　 仕　 様　 表　

アリーナ

現　 況

改　 修

巾木： ラワン・ H150×ｔ 25 ＯＰ塗装

下地調整の上、 ＳＯＰ塗装補修 現状のまま

中央部： Ａ Ｌ Ｃ ｔ =100 現しの上、 アクリルリシン吹付

ギャラリー下： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5張 ＥＰ 塗装

中央部： 現状のまま

ギャラリー下： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

一般部： 有孔ベニヤ ｔ =5. 5～9. 0張 ＥＰ 塗装

ステージ正面： 耐水ベニヤ下地 ハマウッ ドシート 張

全体改修： 既存仕上 下地調整の上、 ＥＰ 塗装補修

部分改修： 既存撤去 → 下地、 有孔ボード 共、 新設

（ ト イレ出入口、 消火栓BOX、 器具撤去跡等）

ハマウッド シート 張 破損個所 下地調整の上、 ＳＯＰ 塗装補修

土間コンの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

※各競技ラインコート 引き、 競技支柱埋込金具

既存仕上 下地処理の上、 発泡層付長尺シート 張、 競技ラインコート 、 新設

既存金具、 撤去 → 競技支柱埋込金具、 新設

ステージ上部幕板： 集成材 ＣＬ 塗装

運動器具： 天井吊下げ式バスケット ゴール、 壁付折畳み式バスケッ ト ゴール

吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 肋木５ 連、 壁付垂直跳び測定器

建具： SW-2（ 地窓） 、 SD-2、 WD-2（ 姿見鏡） 、 格子-1（ 防球格子） ／その他： 防球ネッ ト

中央部

8, 670～10, 290

ギャラリー下

2, 700

既存幕板 下地調整の上、 ＣＬ 塗装補修

運動器具： 吊下げ、 壁付バスケット ゴール共、 補修／吊棒５ 連、 吊縄５ 連、 測定器、 撤去

建具： SW-2、 SD-2、 WD-2、 格子1、 撤去 → AW-2、 WD-2、 防球格子、 新設　 SD-2、 塗装補修

その他： 防球ネット 、 取替

区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

 …内装改修、 塗装補修等、 対象範囲示ス

《  改修復旧区分 凡例 》

☆  …室名札 取付箇所示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス★

 …内装撤去等、 対象範囲示ス

《  解体撤去区分 凡例 》

×  …造作、 建具、 運動器具
衛生器具等、 撤去対象示ス

☆

【 建具工事】
SD-4×3ヶ所、 新設

【 塗装工事】
壁： 有孔ベニヤ SOP塗装、 全面補修

【 塗装工事】
手摺： ＳＯＰ 塗装補修

【 塗装工事】
巾木： ラワン H150 SOP塗装補修

★★ ★

【 既存運動器具改修】
壁付折畳み式バスケッ ト ゴール脱着、 復旧

※間仕切工事中、 場内保管

【 塗装工事】
ギャラリー跳出し
天井： 有孔ベニヤ Ｅ Ｐ塗装補修

【 内装工事】
壁： 有孔ベニヤ ｔ =9. 0 Ｅ Ｐ 塗装

巾木： ラワン H150×ｔ 25 ＳＯＰ 塗装
※部分補修×1ヶ所

【 間仕切壁工事】
Ｌ ＧＳ下地、 新設

【 内装工事】
壁： 有孔ベニヤ ｔ =9. 0 SOP塗装、 新設

巾木： ラワン H150×ｔ 25 SOP塗装、 新設

【 塗装工事】
SD-2： ＳＯＰ 塗装補修
※扉、 四方枠、 額縁共
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00
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00

××

××
×

××

×
××

×

【 建具工事】
WD-1×2ヶ所、 撤去

【 体育設備工事】
吊縄５ 連、 レール共、 撤去

【 体育設備工事】
吊棒５ 連、 レール共、 撤去

【 体育設備工事】
壁付垂直飛び測定器、 撤去

××

× ×

【 間仕切壁工事】
ＣＢ造、 一部撤去
【 内装工事】
壁： 有孔ベニヤ、 巾木： ラワン H150、 一部撤去

【 内装工事】
壁： 有孔ベニヤ ｔ =9. 0
巾木： ラワン H150
※吊縄金具撤去の為、 部分撤去

2
1
0

3
,0

0
0

60
0

×

× ×

×
× ×

×

× ××

【 舞台幕工事】
水引幕（ 一文字幕） 、 袖幕
引幕、 カスミ 幕、 撤去

【 体育設備工事】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共、 撤去

※南、 北面共

【 体育設備工事】
椅子収納台車： 幕板撤去×6枚

× × × × × ×

【 舞台幕工事】
水引幕（ 一文字幕） 、 袖幕
引幕、 カスミ 幕、 新設
※開閉装置作動調整共

【 体育設備工事】
天吊バスケット ゴール
落下防止対策、 清掃等、 作動ワイヤー、 新設

【 塗装工事】
巾木： ラワン H150 SOP塗装補修

【 塗装工事】
シート 張 破損個所×3ヶ所
ＳＯＰ塗装補修

【 塗装工事】
幕板 ＣＬ 塗装補修

（ L=10. 4m・ H200×3段）

【 体育設備工事】
防球ネット 、 開閉ワイヤー共、 新設

※南、 北面共

【 体育設備工事】
幕板取替×6枚
（ W1300×H900×ｔ 40/枚）
※既存台車本体、 レール等調整共

【 塗床工事】
既存仕上 下地調整の上
アクリル系防塵塗料塗り

【 塗床工事】
既存仕上 下地調整の上
アクリル系防塵塗料塗り

1:100改修詳細図⑧・ アリーナ（ 展開図）

' 02 .2022 .
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Ｂ面 展開図　 １ ： １ ０ ０

Ｄ面 展開図　 １ ： １ ０ ０

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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撤　 去　 図 改　 修　 図

→

フレーム塗装補修、ゴールネット補修、清掃、落下防止点検及び対策

フレーム塗装補修、ゴールネット補修

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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※南面のみ屋外側は卒業製作作品の為、 塗装補修せず
屋内側の扉、 四方枠の塗装補修のみおこなう

※建付け、 戸当り調整、 及び戸板、 四方枠
ハンガーカバーの塗装補修
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改修詳細図⑨・ アリーナ、控室、用具室（ 建具表）

' 02 .2022 .
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※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

Ａ 23

→

撤　 去　 図

改　 修　 図

※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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《  解体撤去区分 凡例 》

 …間仕切（ ＣＢ、 仕上） 、 ハツリ範囲示ス

 …土間コン、 Ａ ｓ 舗装等、 ハツリ範囲示ス

 …内装仕上、 撤去範囲示ス

 …造作、 建具、 運動器具
衛生器具等、 撤去対象示ス ★

《  改修復旧区分 凡例 》

 …間仕切壁（ Ｌ ＧＳ） 、 新設範囲示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス

 …室名札 取付箇所示ス☆

 …内装仕上、 改修範囲示ス

区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考
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0
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3
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みんなのト イレ

※新設

－現　 況

改　 修

－ － － － －

巾木： H=100 ※床材立上げ
新設Ｌ ＧＳ部： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

既存ＣＢ造部： モルタル金コテ押エ ＥＰ 塗装
2, 300 建具： SD-4、 新設新設土間コンの上、 モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5　 ※乾式床

新設Ｌ ＧＳ下地 化粧石膏ボード  t=9. 5 直張（ ＧＤ-Ｂ）

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

男子、 女子

ト イレ

現　 況

改　 修 2, 300

2, 200～2, 300

新設Ｌ ＧＳ部： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

既存ＣＢ造部： モルタル金コテ押エ ＥＰ 塗装
巾木： H=100 ※床材立上げ

－ 壁： モルタル下地 タイル張
ト イレ： 土間コンの上、 モルタル下地 モザイクタイル張　 ※湿式床

踏込： 土間コンの上、 モルタル下地 塗り床 ｔ =15　 ※デッ クス・ オ・ デッ クス

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース

その他： 衛生器具

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース、 撤去 → SD-4、 AW-4、 TB-1～3、 新設

その他： 収納棚、 衛生器具、 新設

既存土間コン、 仕上共、 撤去 → 新設土間コンの上、 モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5　 ※乾式床

小便器前： 汚垂石（ 磁器質 800×600・ テーパー仕様）

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※下地、 仕上共、 撤去

新設Ｌ ＧＳ下地 化粧石膏ボード  t=9. 5 直張（ ＧＤ-Ｂ）

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し）

男子ト イレ

女子ト イレ

踏込

踏込

【 踏込土間】
框石、 土間コン等 ｔ =255、 ハツリ

【 衛生器具撤去】
小便器×3ヶ所

【 衛生器具撤去】
和式便器×2ヶ所

1
ＷＤ

Ｆ Ｌ ±0

Ｆ Ｌ ±0

Ｆ Ｌ -100

アリーナ

Ｆ Ｌ ±0

Ｆ Ｌ -100

1
ＷＤ

4
ＳＷ

4
ＳＷ

【 衛生器具撤去】
掃除流し

【 衛生器具撤去】
和式便器×2ヶ所

【 衛生器具撤去】
和式便器×2ヶ所

【 踏込土間】
框石、 土間コン等 ｔ =255、 ハツリ

【 土間（ FL-100） 】
土間コン ｔ =155、 ハツリ

【 木製建具撤去】
ＷＤ－１

※建具枠、 額縁共

【 木製建具撤去】
ＷＤ－１

※建具枠、 額縁共

【 衛生器具撤去】
手洗、 化粧鏡
石鹸台×2ヶ所

【 衛生器具撤去】
手洗、 化粧鏡

石鹸台×2ヶ所

【 土間（ FL-100） 】
土間コン ｔ =155、 ハツリ

【 建具撤去】
木製ブース・ L5700×H1800・ ｔ 30

【 建具撤去】
木製ブース・ L7800×H1800・ ｔ 30

※2ヶ所共

【 鋼製建具撤去】
ＳＷ－４
※扉、 内枠のみ

【 鋼製建具撤去】
ＳＷ－４
※扉、 内枠のみ

女子ト イレ

男子ト イレ

みんなのト イレ

Ｆ Ｌ ±0

Ｆ Ｌ ±0

Ｆ Ｌ ±0

アリーナ

Ｆ Ｌ ±0

4
Ａ Ｗ

4
Ａ Ｗ

4
ＳＤ

4
ＳＤ

4
ＳＤ

【 建具改修】
ＳＤ－４

【 建具改修】
ＳＤ－４

【 床シート 工事】
床見切 L=900、 新設

【 床シート 工事】
床見切 L=900、 新設

床見切り： SUS（ HL） ・ W20×ｔ 25
（ Ｌ 字型・ L=2500）

【 建具改修】
Ｔ Ｂ－３

【 設備ライニング】
L=3000（ 詳細図参照）

【 設備ライニング】
L=900（ 詳細図参照）

収納棚： W900×D300
※詳細図参照

3
Ｔ Ｂ

2
Ｔ Ｂ

【 設備ライニング】
L=1300（ 詳細図参照）

床見切り： SUS（ HL） ・ W20×ｔ 25
（ Ｌ 字型・ L=1700）

1
Ｔ Ｂ

★

★

★

Ｆ Ｌ ±0

踏込

【 床シート 工事】
床見切 L=900、 新設

踏込

Ｆ Ｌ ±0

【 建具改修】
ＳＤ－４

【 建具改修】
ＡＷ－４ 、 新設
【 塗装改修】
既存額縁、 ＳＯＰ塗装補修

【 建具改修】
ＡＷ－４ 、 新設
【 塗装改修】
既存額縁、 ＳＯＰ塗装補修

小便器前
汚垂石： W1600×D600

1:30改修詳細図⑩・ みんな、男子、女子トイレ（ 平面詳細図）

' 02 .2022 .
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解体撤去 平面詳細図　 １ ： ３ ０ 改修復旧 平面詳細図　 １ ： ３ ０
※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

△： シーリング(変成シリコン： MS-2)  施工箇所示ス △： シーリング(変成シリコン： MS-2)  施工箇所示ス

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開
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→

撤　 去　 図 改　 修　 図

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

みんなのト イレ

※新設

－現　 況

改　 修

－ － － － －

巾木： H=100 ※床材立上げ
新設Ｌ ＧＳ部： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

既存ＣＢ造部： モルタル金コテ押エ ＥＰ 塗装
2, 300 建具： SD-4、 新設新設土間コンの上、 モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5　 ※乾式床

新設Ｌ ＧＳ下地 化粧石膏ボード  t=9. 5 直張（ ＧＤ-Ｂ）

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

－
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【 内装改修】
天井： Ｌ ＧＳ下地

化粧石膏ボード （ ＧＤ-Ｂ）  t=9. 5直張
【 間仕切壁、 内装復旧】

アリーナ側： 有孔ボード 張 ｔ =9. 0
SOP塗装

【 間仕切壁復旧】
壁下地： LGS100

【 土間改修】
土間コン ｔ =150
ワイヤーメッ シュ敷き： φ6 @150×150
砕石転圧 ｔ =75

【 設備ライニング】
便器、 手摺前 L=1300

1,
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1
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0
0

【 内装改修】
壁： モルタル金コテ押エ ｔ =30 Ｅ Ｐ塗装
※ＣＢ下地壁のみ

【 内装改修】
床： モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5

巾木： H=100 床同材立上げ

【 建具改修】
SD-4、 新設

【 内装改修】
壁： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上

化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

【 新設間仕切壁】
壁下地： LGS65

壁： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上
化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

【 新設間仕切壁】
壁下地： LGS65
壁： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上

化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0
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1:50改修詳細図⑬・ みんなのト イレ（ 展開図、建具表）
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※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

既存、 撤去建具 新設、 補修建具

改　 修　 図

改　 修　 図撤　 去　 図

→

※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

※既存ト イレブースは撤去対象とするが、 建具表は省略とする

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

男子、 女子

ト イレ

現　 況

改　 修 2, 300

2, 200～2, 300

新設Ｌ ＧＳ部： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

既存ＣＢ造部： モルタル金コテ押エ ＥＰ 塗装
巾木： H=100 ※床材立上げ

－ 壁： モルタル下地 タイル張
ト イレ： 土間コンの上、 モルタル下地 モザイクタイル張　 ※湿式床

踏込： 土間コンの上、 モルタル下地 塗り床 ｔ =15　 ※デッ クス・ オ・ デッ クス

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース

その他： 衛生器具

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース、 撤去 → SD-4、 AW-4、 TB-1～3、 新設

その他： 収納棚、 衛生器具、 新設

既存土間コン、 仕上共、 撤去 → 新設土間コンの上、 モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5　 ※乾式床

小便器前： 汚垂石（ 磁器質 800×600・ テーパー仕様）

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※下地、 仕上共、 撤去

新設Ｌ ＧＳ下地 化粧石膏ボード  t=9. 5 直張（ ＧＤ-Ｂ）

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し）
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×
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【 内装撤去】
モルタル下地 タイル張 ｔ =50
【 設備撤去】
手洗い、 化粧鏡、 石鹸台×各2ヶ所

【 内装撤去】
天井下地（ Ｌ ＧＳ） 、 撤去
天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0、 撤去

C
H
=
2,

2
00

（
踏

込
）

WD
-
1
：

H
2,

0
0
0

2
0
0

【 建具撤去】
SW-4、 撤去
※木額縁はそのまま

【 設備撤去】
小便器×3ヶ所

【 土間撤去】
土間コン ｔ =155、 ハツリ

※砕石天まで

1
5
5

2
55

【 設備撤去】
和式便器×2ヶ所

【 建具撤去】
木製ブース・ H1800

H
1,

8
0
0

【 建具撤去】
WD-1、 撤去
※建具枠共
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【 間仕切壁、 内装撤去】
壁下地： ＣＢ積

ト イレ壁： モルタル下地 タイル張 ｔ =50
アリーナ壁： 有孔ボード 張 ｔ =9. 0、 撤去
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【 間仕切壁、 内装撤去】
壁下地： ＣＢ積
壁： モルタル下地 タイル張 ｔ =50
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【 土間撤去】
土間コン ｔ =255、 ハツリ

※砕石天まで
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S
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H
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【 土間改修】
土間コン ｔ =150
ワイヤーメッシュ敷き： φ6 @150×150
砕石転圧 ｔ =75

【 設備ライニング】
小便器、 手洗前前： L3000

【 内装改修】
天井： Ｌ ＧＳ下地

化粧石膏ボード （ ＧＤ-Ｂ）  t=9. 5直張

H
1
,9

0
0

4
0
0

300

1,
7
0
0

【 間仕切壁復旧】
壁下地： LGS100

1,
2
0
0

1
,
10

0

【 内装改修】
壁： モルタル金コテ押エ ｔ =30 ＥＰ塗装

※ＣＢ下地壁のみ

【 内装改修】
床： モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5

巾木： H=100 床材立上げ

【 内装改修】
壁： モルタル金コテ押エ ｔ =30 Ｅ Ｐ塗装

※ＣＢ下地壁のみ

【 建具改修】
TB-2、 新設

【 内装改修】
床見切り： SUS・ W20×ｔ 25
（ Ｌ 字型・ L=2500）

みんなのト イレ

【 建具改修】
SD-4、 新設

【 塗装改修】
既存木額縁： SOP塗装補修 【 建具改修】

AW-4、 新設

みんなのト イレ

【 内装改修】
小便器前
汚垂石・ W1600×D600×ｔ 13

（ 磁器質・ テーパー仕様）

【 新設間仕切壁】
壁下地： LGS65

壁： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上
化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

【 間仕切壁、 内装復旧】
アリーナ側
壁： 有孔ボード 張 ｔ =9. 0 ＳＯＰ 塗装

【 間仕切壁、 内装復旧】
ト イレ側
壁： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上

化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

Ａ Ｂ

【 設備ライニング】
掃除流し前： L900

H
1,

9
0
0

4
00

H
2
,3

0
0

【 建具改修】
TB-2、 新設

【 建具改修】
TB-3、 新設

【 収納棚】
W900×D300、 新設

1:50改修詳細図⑪・ 男子ト イレ（ 展開図）
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撤　 去　 図

改　 修　 図

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

男子、 女子

ト イレ

現　 況

改　 修 2, 300

2, 200～2, 300

新設Ｌ ＧＳ部： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

既存ＣＢ造部： モルタル金コテ押エ ＥＰ 塗装
巾木： H=100 ※床材立上げ

－ 壁： モルタル下地 タイル張
ト イレ： 土間コンの上、 モルタル下地 モザイクタイル張　 ※湿式床

踏込： 土間コンの上、 モルタル下地 塗り床 ｔ =15　 ※デッ クス・ オ・ デッ クス

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース

その他： 衛生器具

建具： WD-1、 SW-4、 木製ト イレブース、 撤去 → SD-4、 AW-4、 TB-1～3、 新設

その他： 収納棚、 衛生器具、 新設

既存土間コン、 仕上共、 撤去 → 新設土間コンの上、 モルタル下地 防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5　 ※乾式床

小便器前： 汚垂石（ 磁器質 800×600・ テーパー仕様）

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※下地、 仕上共、 撤去

新設Ｌ ＧＳ下地 化粧石膏ボード  t=9. 5 直張（ ＧＤ-Ｂ）

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し）
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【 内装撤去】
天井下地（ Ｌ ＧＳ） 、 撤去
天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0、 撤去

【 建具撤去】
SW-4、 撤去

※木額縁はそのまま

【 土間撤去】
土間コン ｔ =155、 ハツリ

※砕石天まで

【 建具撤去】
WD-1、 撤去
※建具枠共
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【 間仕切壁、 内装撤去】
壁下地： ＣＢ積

ト イレ壁： モルタル下地 タイル張 ｔ =50
アリーナ壁： 有孔ボード 張 ｔ =9. 0、 撤去
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【 間仕切壁、 内装撤去】
壁下地： ＣＢ積

壁： モルタル下地 タイル張 ｔ =50

×
H
1,

8
0
0

××

××

× ×

× ×

×
×

×

×

×
× ×

C
H
=
2,

2
00

（
踏

込
）

WD
-
1
：

H
2,

0
0
0

2
0
0

7
0
0

×××

×

×

×

×

×

××

××

×

××

×

××

間
仕

切
壁

ハ
ツ

リ
範

囲
 
F
L+

2
,8

5
0
（

梁
下

ま
で

）

間
仕

切
壁

ハ
ツ

リ
範

囲
 
FL

+
2,

9
5
0（

梁
下

ま
で

）

×

C
H
=2

,
30

0

1
00

C
H
=
2,

2
00

（
踏

込
）

【 設備撤去】
小便器×4ヶ所

×

【 設備撤去】
掃除流し

【 設備撤去】
手洗い、 化粧鏡

石鹸台×各2ヶ所

【 土間撤去】
土間コン ｔ =255、 ハツリ

※砕石天まで
【 内装撤去】
モルタル下地 タイル張 ｔ =50

【 建具撤去】
木製ブース・ H1800
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【 内装改修】
天井： Ｌ ＧＳ下地
化粧石膏ボード （ ＧＤ-Ｂ）  t=9. 5直張

Ａ

H2
,
3
00

【 内装改修】
床： モルタル下地

防滑性長尺塩ビシート 張 ｔ =2. 5

Ｂ

【 内装改修】
壁： モルタル金コテ押エ ｔ =30 ＥＰ 塗装
巾木： H=100 床同材立上げ
※ＣＢ下地壁のみ

【 土間改修】
土間コン ｔ =150

ワイヤーメッシュ敷き： φ6 @150×150
砕石転圧 ｔ =75

【 内装改修】
壁： モルタル金コテ押エ ｔ =30 Ｅ Ｐ塗装
※ＣＢ下地壁のみ

【 内装改修】
巾木： H=100 床同材立上げ

【 塗装改修】
既存木額縁： SOP塗装補修

【 建具改修】
AW-4、 新設

【 建具改修】
TB-2、 新設

【 建具改修】
SD-4、 新設

【 間仕切壁復旧】
壁下地： LGS100

壁（ ｱﾘー ﾅ側） ： 有孔ボード張 ｔ =9. 0 SOP塗装
壁（ ﾄｲﾚ側） ： 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

【 内装改修】
床見切り： SUS・ W20×ｔ 25
（ Ｌ 字型・ L=1700）

みんなのト イレ みんなのト イレ

【 内装改修】
壁： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上

化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

【 新設間仕切壁】
壁下地： LGS65

壁： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上
化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

1:50改修詳細図⑫・ 女子ト イレ（ 展開図）
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撤　 去　 図

改　 修　 図

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

体育用具庫

現　 況

改　 修

モルタル金コテ押エ H=100

現状のまま 現状のまま

モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装 2, 500

現状のまま

モルタル金コテ押エ

現状のまま

建具： SW-3、 SD-3

建具： SW-3、 撤去 → AW-3、 新設　 SD-3、 塗装補修

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

男子更衣室

現　 況

改　 修 現状のまま

2, 500モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装

現状のまま現状のまま

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＯＰ塗装
モルタル金コテ押エ

洗面前： モルタルの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

現状のまま

建具： SW-4

建具： SW-4、 撤去 → AW-4、 新設

その他： 化粧鏡、 新設

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

女子更衣室

現　 況

改　 修

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＯＰ塗装

現状のまま 現状のまま

モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装 2, 500

現状のまま現状のまま

モルタル金コテ押エ

洗面前： モルタルの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス
建具： SW-4

建具： SW-4、 撤去 → AW-4、 新設

その他： 水栓金具、 取替

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

撤去

W1, 800 W1, 80070

W3, 670

H
9
00

86
3

ＳＷ
t40 2 86 t40撤去 4

4
ＳＷ

W1, 800

H
9
00

新設 2
3

Ａ Ｗ
70

H
9
00

W3, 670

70 1, 800W1, 800

－
4

ＡＷ
70 － 4

H
9
00

W1, 800

新設

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉
200

3
ＳＤ

t40 1補修

※建付け、 戸当り調整、 及び戸板、 四方枠
ハンガーカバーの塗装補修

W2, 200

L=4, 400

H1
,
95

5

1t40
3

ＳＤ
200既存

20
0

★

《  改修復旧区分 凡例 》

 …間仕切壁（ Ｌ ＧＳ） 、 新設範囲示ス

 …ピクト サイン 取付箇所示ス

 …室名札 取付箇所示ス☆

 …内装仕上、 改修範囲示ス

1:50改修詳細図⑭・ 体育用具庫、男子、女子更衣室（ 平詳、建具表）
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改　 修　 図

改　 修　 図撤　 去　 図

→

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

新設、 補修建具既存、 撤去建具

Y3

Y2

3
,0

0
0

△ＣＢ壁芯

▽ＣＢ壁芯

2,
8
00

2
00

Ｃ
Ｂ

壁
芯

▽

Ｃ
Ｂ

壁
芯

▽

Ｃ
Ｂ

壁
芯

▽

Ｃ
Ｂ

壁
芯

▽

▽ＡＬ Ｃ壁芯

10, 7003, 7003, 700

18, 100

女子更衣室 男子更衣室 体育用具庫

☆ ☆
☆

３
AW

Ｆ Ｌ ±0 Ｆ Ｌ ±0 Ｆ Ｌ ±0

Ｆ Ｌ ±0

３
AW

４
AW

４
AW

３
ＳＤ

３
ＳW

３
ＳW

４
ＳW

４
ＳW

現況現況現況現況 改修 改修 改修 改修

（ 手洗器本体： 現状のまま）（ 手洗器本体： 現状のまま）
水栓金具： 取替 化粧鏡： 新設

【 内装】
壁・ 床・ 巾木： 現状のまま

950 1, 800 950 950 1, 800 950 1, 250 3, 670 860 3, 670 1, 250

【 内装】
壁・ 床・ 巾木： 現状のまま

【 内装】
壁・ 床・ 巾木： 現状のまま

アリーナ

【 建具】
SW-3： 撤去→AW-3： 新設
※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

【 建具】
SW-3： 撤去→AW-3： 新設
※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

【 建具】
SW-4： 撤去→AW-4： 新設
※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

【 建具】
SW-4： 撤去→AW-4： 新設

※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

※既存棚： 現状のまま

※
既

存
棚

：
現

状
の

ま
ま

※
既

存
棚

：
現

状
の

ま
ま

【 床シート 工事】
床見切 L2200： 新設

【 床シート 工事】
床見切 L800： 新設 【 建具】

SD-3： 塗装補修

A

B

C

D 展開

平面詳細図　 １ ： ５ ０

※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

【 塗装工事】
建具枠  ＳＯＰ塗装補修
（ W800×H2000×2ヶ所）

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

体育用具庫

現　 況

改　 修

モルタル金コテ押エ H=100

現状のまま 現状のまま

モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装 2, 500

現状のまま

モルタル金コテ押エ

現状のまま

建具： SW-3、 SD-3

建具： SW-3、 撤去 → AW-3、 新設　 SD-3、 塗装補修

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

W2, 200

L=4, 400

H
1
,9

5
5

1t40
3

ＳＤ
200既存

2
0
0

200
3

ＳＤ
t40 1補修

※建付け、 戸当り調整、 及び戸板、 四方枠
ハンガーカバーの塗装補修

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

新設 2
3

Ａ Ｗ
70

H
90

0

W3, 670

70 1, 800W1, 800

－撤去

W1, 800 W1, 80070

W3, 670

H
90

0

86
3

ＳＷ
t40 2

1:40改修詳細図⑮・ 体育用具庫（ 展開図、建具表）
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既存、 撤去建具 新設、 補修建具

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。→

撤　 去　 図 改　 修　 図

改　 修　 図

Ａ Ｂ

ＤＣ

Ｃ
Ｈ

＝
2,

5
0
0

1
,1

0
0

9
0
0

1
,1

0
0

9
0
0

【 内装改修】
天井： 既存下地再利用
既存仕上撤去の後、
化粧せっこう ボード  t=9. 5 直張

【 建具】
SW-3： 撤去→AW-3： 新設
※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

【 建具】
SW-3： 撤去→AW-3： 新設
※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

【 建具】
SD-3： 塗装補修

5
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1
,
95

5
5
4
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00

9
0
0

1
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0
0

展開図 １ ： ４ ０

※壁・ 床・ 巾木： 現状のまま

※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



姿 図

記号 数量
枠

見込

扉
86 t40撤去 4

4
ＳＷ

W1, 800

H
90

0

4
ＡＷ

70 － 4

H
90

0

W1, 800

新設

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

女子更衣室

現　 況

改　 修

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＯＰ塗装

現状のまま 現状のまま

モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装 2, 500

現状のまま現状のまま

モルタル金コテ押エ

洗面前： モルタルの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス
建具： SW-4

建具： SW-4、 撤去 → AW-4、 新設

その他： 水栓金具、 取替

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

男子更衣室

現　 況

改　 修 現状のまま

2, 500モルタル金コテ押エの上、 Ｅ Ｐ塗装

現状のまま現状のまま

巾木： ラワン・ H100×ｔ 25 ＯＰ塗装
モルタル金コテ押エ

洗面前： モルタルの上 塗り床 ｔ =15　 ※デックス・ オ・ デックス

現状のまま

建具： SW-4

建具： SW-4、 撤去 → AW-4、 新設

その他： 化粧鏡、 新設

天井： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0

※天井下地は再利用

既存仕上、 撤去 → 化粧せっこう ボード  ｔ =9. 5 直張

廻縁： 塩ビ ｔ =9（ Ｚ 型・ 目透し） 、 天井点検口、 新設

区　 分室　 名 床 巾 木・ 腰 壁 壁 天　 井 天井高 備　 考

改　 修　 図撤　 去　 図

→ ※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

新設、 補修建具既存、 撤去建具

改　 修　 図

Ａ 30
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改修詳細図⑯・ 男子、女子更衣室（ 展開図、建具表） 1:40
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Ｄ

Ｃ
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【 内装改修】
天井： 既存下地再利用
既存仕上撤去の後、
化粧せっこう ボード  t=9. 5 直張

【 内装改修】
天井： 既存下地再利用
既存仕上撤去の後、
化粧せっこう ボード  t=9. 5 直張

1
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9
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1
,
1
00

9
00

【 建具】
SW-4： 撤去→AW-4： 新設
※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

【 建具】
SW-4： 撤去→AW-4： 新設
※木額縁はそのまま（ SOP塗装補修）

水栓金具： 取替

化粧鏡： 新設

Ｃ
Ｈ

＝
2
,
50

0

Ｃ
Ｈ

＝
2,

5
0
0

男子更衣室　 展開図 １ ： ４ ０

※壁・ 床・ 巾木： 現状のまま

※壁・ 床・ 巾木： 現状のまま

女子更衣室　 展開図 １ ： ４ ０
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0

※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

【 塗装工事】
建具枠  ＳＯＰ塗装補修
（ W800×H2000×2ヶ所）

【 塗装工事】
建具枠  ＳＯＰ塗装補修
（ W800×H2000×2ヶ所）

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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6
00

1, 200

6
0
0

600

600

6
0
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8
00

600

控室
※現状のまま

用具室
※現状のまま

2, 820 200
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,
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200

《  パラペッ ト 側壁 》
【 吹付改修】
外壁面 水洗い（ 高圧ポンプ） の上
複層塗材Ｅ吹付、 新設

《  パラペット 側壁 》
【 吹付改修】
外壁面 水洗い（ 高圧ポンプ） の上
複層塗材Ｅ吹付、 新設

《  パラペット 側壁 》
【 吹付改修】
外壁面 水洗い（ 高圧ポンプ） の上
複層塗材Ｅ 吹付、 新設

《  下屋屋根 》
【 外装改修】
小巾アルミ スパンド レル張
水洗い（ 高圧ポンプ） にて洗浄

《  玄関 》
※現状のまま

《  男子ト イレ 》

《  みんなのト イレ 》

《  女子ト イレ 》

《  ギャラリー軒天 》

《  ギャラリー軒天 》

《  体育用具庫 》《  男子更衣室 》《  女子更衣室 》

【 塗装改修】
有孔ベニヤ ｔ =5. 5、 ＥＰ 塗装補修

《  ギャラリー側壁 》
【 塗装改修】
モルタル ＥＰ 塗装 → Ｅ Ｐ塗装補修

《  各ト イレ共通 》
【 石綿含有建材解体撤去工事】

アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0張、 撤去
【 内装改修】

壁、 天井下地、 仕上共、 撤去
LGS下地 化粧Ｐ Ｂ ｔ =9. 5 直張、 新設

※CH=2200 → 2300

【 塗装改修】
有孔ベニヤ ｔ =5. 5、 ＥＰ 塗装補修

《  ギャラリー側壁 》
【 塗装改修】
モルタル ＥＰ 塗装 → ＥＰ 塗装補修

《  下屋屋根 》
【 石綿含有建材解体撤去工事】
軒天： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0、 撤去
【 外装、 吹付改修】
ケイカル板 ｔ =6 目透かし張の上 複層塗材Ｅ 吹付、 新設
※既存天井下地（ Ｌ ＧＳ） は再利用とする

《  下屋屋根 》
【 石綿含有建材解体撤去工事】
軒天： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0、 撤去
【 外装、 吹付改修】
ケイカル板 ｔ =6 目透かし張の上 複層塗材Ｅ吹付、 新設
※既存天井下地（ Ｌ ＧＳ） は再利用とする

《  下屋屋根 》
【 外装改修】

小巾アルミ スパンド レル張
水洗い（ 高圧ポンプ） にて洗浄

1:70１ Ｆ  天井伏図（ 撤去、 改修）
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※軒天材 外壁取合部は、 シーリング（ ポリウレタン系 MS-2） 充填とする

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

１ Ｆ  天井伏図　 １ ： ７ ０

Ａ 31

※  ： 天井点検口(アルミ ・ 450×450)、 位置示ス

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



【 塗装改修】
幕板 ＣＬ 塗装補修
（ L=10. 4m・ W550）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ 塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ 塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ 塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ 塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150）

【 塗装改修】
カーテンBOX ＳＯＰ塗装補修
（ 鋼製・ L5000×H150）

《  大屋根 》
【 石綿含有建材解体撤去工事】

軒天： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0、 撤去
【 外装、 吹付改修】

ケイカル板 ｔ =6 目透かし張の上 複層塗材Ｅ 吹付、 新設
※既存天井下地（ Ｌ ＧＳ） は再利用とする

《  大屋根 》
【 石綿含有建材解体撤去工事】
軒天： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0、 撤去
【 外装、 吹付改修】
ケイカル板 ｔ =6 目透かし張の上 複層塗材Ｅ吹付、 新設
※既存天井下地（ Ｌ ＧＳ） は再利用とする
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1:70ＲＦ  天井伏図（ 撤去、 改修）
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※軒天材 外壁取合部は、 シーリング（ ポリウレタン系 MS-2） 充填とする

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

ＲＦ  天井伏図　 １ ： ７ ０

Ａ 32
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屋上 屋根
（ 502. 0㎡）

東側 下屋屋根
（ 62. 26㎡）

北側 下屋屋根
（ 70. 92㎡）
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（ 柱脚部）

【 笠木改修】
アルミ ・ Ｌ 75×45、 撤去
アルミ ・ W250×ｔ 50、 新設

【 笠木改修】
アルミ ・ Ｌ 75×45、 撤去
アルミ ・ W250×ｔ 50、 新設

【 笠木改修】
アルミ ・ Ｌ 75×45、 撤去
アルミ ・ W250×ｔ 50、 新設《  軒先立上り 》

【 内壁改修】
カラー鉄板張、 撤去
角波鉄板張 ｔ =0. 4、 新設
※H550～2050

【 雨樋改修】
ＶＰ  φ125、 集水器、 撤去
ＶＰ Ｃ125、 集水器、 新設
※南×3ヶ所

【 内樋改修】
スチール角樋 W200×H200、 撤去
谷コイル ｔ =0. 4加工 W250×H300、 新設

【 雨樋改修】
竪樋 ＶＰ  φ125、 撤去
Ｖ ＰＣ125、 新設

【 雨樋改修】
竪樋 Ｖ Ｐ  φ125、 縦引ド レン、 撤去
ＶＰ Ｃ125、 改修用ド レン、 新設

【 雨樋改修】
竪樋 ＶＰ  φ125、 縦引ド レン、 撤去
Ｖ Ｐ Ｃ125、 改修用ド レン、 新設

【 雨樋改修】
竪樋 ＶＰ  φ125、 縦引ド レン、 撤去

Ｖ ＰＣ125、 改修用ド レン、 新設

【 雨樋改修】
竪樋 Ｖ Ｐ  φ125、 縦引ド レン、 撤去
ＶＰＣ125、 改修用ド レン、 新設

【 雨樋改修】
竪樋 ＶＰ  φ125、 縦引ド レン、 撤去
Ｖ Ｐ Ｃ125、 改修用ド レン、 新設

【 雨樋改修】
竪樋 Ｖ Ｐ  φ125、 縦引ド レン、 撤去
ＶＰ Ｃ125、 改修用ド レン、 新設

450

2
5
0

42
0

【 内樋改修】
スチール角樋 W200×H200、 及び
谷コイル ｔ =0. 4加工・ W200×H300、 撤去
※北面のみ既存二重内樋
谷コイル ｔ =0. 4加工 W250×H300、 新設
【 雨樋改修】
Ｖ Ｐ φ125、 集水器、 撤去
Ｖ ＰＣ125、 集水器、 新設
※北×3ヶ所

《  ケラバ立上り 》
【 笠木改修】
アルミ ・ W175×ｔ 50、 撤去 → 新設
【 防水改修】
立上り： H=250～1900、 撤去 → 新設
※東西共、 同仕様

《  軒先立上り 》
【 笠木改修】
アルミ ・ W250×ｔ 50、 撤去 → 新設

《  軒先立上り 》
【 内壁改修】
※北面のみ、 改修済につきそのまま
【 笠木改修】
アルミ ・ W250×ｔ 50、 撤去 → 新設

1:80屋根改修工事　屋根伏図（ 撤去、改修）
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※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

Ｎ

屋根伏図　 １ ： ８ ０

《  屋根防水改修工事　 概要 》

《  既存防水層 撤去 》
大屋根…平場は残置、 ケラバ立上り部のみ撤去
下屋屋根…・ 平場は残置、 パラペット 立上、 側溝部のみ撤去
 
※既存防水仕様

大屋根…Ａ Ｌ Ｃ板の上、 露出アスファルト 防水
下屋屋根…ＡＬ Ｃ板の上、 モルタル下地 露出アスファルト 防水

《  新設防水層 改修 》

①既存防水層撤去後のＡ Ｌ Ｃ面、 及びモルタル面をケレン・ 清掃

②改質アスファルト シート 防水、 施工

→

（ 既存モルタル下地はそのまま）

・ 大屋根、 及び下屋屋根共に、 Ｍ４ Ａ ｓ 工法による
ＡＳ－Ｔ １ （ ト ーチ工法） にて改修

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）
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Ａ－Ａ’  断面図（ 玄関上部） Ｂ－Ｂ’  断面図 Ｃ－Ｃ’  断面図 Ｄ部 詳細図

Ｅ －Ｅ’  断面図 Ｆ －Ｆ ’  断面図

①既存防水層（ 立上り、 側溝部のみ） 、 撤去

②既存シーリング、 及び

③既存笠木： アルミ ・ W250、 Ｌ 75×40、 撤去

※下屋屋根 既存モルタル下地はそのまま

《  屋根防水改修工事　 工種凡例 》

【 既存防水層 撤去工事】 【 撤去工事】 【 改修工事】

《  雨樋、 板金、 外装改修工事　 工種凡例 》

棟　 部

軒先部 軒先部

棟　 部

Ａ－Ａ’  断面図（ ト イレ、 体育用具庫上部）

④既存ド レン： 鋳鉄 φ125、 撤去

【 新設防水 改修工事】

①ケレン・ 清掃

②壁見切り（ アルミ ・ H90×W35）

③端末処理： 防水端末防水シーリング

④改質アスファルト シート 防水 ※1

⑤笠木： アルミ ・ W250、 175×ｔ 50

⑥改修用ド レン： 縦引き用・ φ50～140用

撤　 去　 図

改　 修　 図

撤　 去　 図 改　 修　 図 改　 修　 図撤　 去　 図 内樋 拡大図　 １ ： １ ０

→
→ →

４ 、 仕上げ塗料塗り

（ 露出複層防水用R種， 3. 0㎜以上）
３ 、 改質アスファルト シート

（ 非露出複層防水用R種， 2. 5㎜以上）
２ 、 改質アスファルト シート

１ 、 プライマー塗り 0. 2、 0. 4kg/㎡

・ 仕上塗料の種類、 使用量は、 使用する主材料製造所の仕様による

Ａ…内壁仕上： カラー鉄板張 ｔ =0. 4（ 北面のみ、 そのまま）

Ｂ…水切り： 鉄板 ｔ =0. 8

Ｃ…内樋： スチール角樋・ W200×H200

Ｄ…竪樋： Ｖ Ｐ  φ125、 集水器

Ｅ…軒天： 小巾アルミ スパンド レル張

Ｆ …軒天： アスベスト ボード 張 ｔ =4. 0（ 天井下地はそのまま）

Ｇ…パラペット ： モルタルの上、 吹付タイル仕上

Ａ…軒先立上り： 内壁 角波鉄板張 ｔ =0. 4

Ｂ…内樋取合水切： カラーＧＬ 鋼板 ｔ =0. 4加工

Ｃ…内樋： 谷コイル ｔ =0. 4加工・ W250×H300

Ｄ…竪樋： ＶＰ Ｃ125、 集水器

Ｅ…既存仕上、 水洗い（ 高圧ポンプ） にて洗浄

Ｆ …ケイカル板 ｔ =6 目透かし張（ 天井下地は再利用）

Ｇ…既存仕上、 水洗い（ 高圧ポンプ） にて洗浄の上、 複層塗材Ｅ吹付

△…軒天材 外壁取合部は、 シーリング（ ポリウレタン系 MS-2） 充填とする

△…軒天材 外壁取合部は、 シーリング（ ポリウレタン系 MS-2） 充填とする

既存壁見切り（ アルミ ・ H90×W35） 、 撤去

（ 既存防水層、 及び撤去後のＡ Ｌ Ｃ、 モルタル面）

※1…Ａ Ｓ－Ｔ １ （ ト ーチ工法）  種類、 及び工程
田島ルーフィ ング株式会社（ 10年保証） 、 若しく は同等品とする

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。
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※地窓上部
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体育用具庫男子更衣室女子更衣室

ステージ

用具室

男子ト イレ

女子ト イレ

玄関

アリーナ

控室

2
ＳＷ

2
ＳＷ

1
格子

1
格子

既存ト イレブースは撤去対象とするが
男子、 女子共に建具表は省略とする

ギャラリー

ギャラリー

ステージ
上部

用具室
上部

控室
上部

1
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1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
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1
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1
ＳＷ
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1
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仕

部 名屋

種 別

質材

ガ スラ

付 等属品

上・ｶﾗｰ

考備

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

押板　 フロアヒンジ　 シリンダー錠　 フランス落し

5
0
0

2,
0
00

1
00

H
2
,
60

0

W4, 200

1t40
1

ＳＤ
100

ポーチ～玄関

欄間FI X両袖FI X両開きド ア

スチール製

ＯＰ 塗装

Ｆ Ｌ -6. 0（ パララインガラス）

※撤去後は、 ＡＤ－１ に取替

撤去

撤去後、 ＡＤ－１ に取り替え

W1, 800

L=3, 800

H
1,

9
5
5

ＯＰ塗装

スチール製

引分ハンガー戸

アリーナ 玄関出入口、 南面出入口

2t40
2

ＳＤ
200

W2, 200

L=4, 400

H
1,

9
5
5

ＯＰ 塗装

スチール製

引分ハンガー戸

アリーナ～体育用具庫

1t40
3

ＳＤ
200 －

2
ＷＤ

t36 1

引手

アリーナ（ 北面） 　 ※姿見鏡用

引分け フラッシュ戸

木製

両面ポリ合板張

1, 800

1
,2

5
0

両面ポリ合板張

木製

片開きド ア

男子、 女子ト イレ

取付金物　 把手　 丁番　 戸当り　

2t40
1

ＷＤ
70

W800

H2
,
00

0

撤去後、 ＳＤ-４ に取り替え

既存 既存 撤去 撤去

既存建具枠はそのまま

2
00

2
00

ド アハンガー　 ハンガーレール　 取手　 シリンダー錠

四方枠： W200×ｔ 30

ド アハンガー　 ハンガーレール　 取手　 シリンダー錠

四方枠： W200×ｔ 30
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撤去、 既存 キープラン・ 建具表①
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１ Ｆ  キープラン ＲＦ  キープラン

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

既存、 撤去建具

Ａ 35

※既存ト イレブースは撤去対象とするが、 建具表は省略とする

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



3
ＳＷ

5
ＳＷ

3
ＳＷ

4
ＳＷ

4
ＳＷ

5
ＳＷ

※地窓上部

4
ＳＷ

4
ＳＷ

1
格子

2
ＳＷ

2
ＳＤ

2
ＳＤ

1
ＳＤ

2
ＷＤ

1
格子

2
ＳＷ

3
ＳＤ

1
ＷＤ

1
ＷＤ

体育用具庫男子更衣室女子更衣室

ステージ

用具室

男子ト イレ

女子ト イレ

玄関

アリーナ

控室

2
ＳＷ

2
ＳＷ

1
格子

1
格子

既存ト イレブースは撤去対象とするが
男子、 女子共に建具表は省略とする

ギャラリー

ギャラリー

ステージ
上部

用具室
上部

控室
上部

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

1
ＳＷ

上段、 中段： Ｆ Ｌ -5. 0　 下段： Ｆ Ｗ6. 8

ＯＰ 塗装

スチール製

2枚建引違いＦ Ｉ Ｘ 連窓（ 4列×3段）

ギャラリー（ 南面×5ヶ所、 北面×5ヶ所）

86
1

ＳＷ
t40 10

クレセント 　 引手　 戸車

仕

部 名屋

種 別

質材

ガ スラ

付 等属品

上・ｶﾗｰ

考備

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉
4t40

2
ＳＷ

86

クレセント 　 引手　 戸車

アリーナ（ 南面×3ヶ所、 北面×1ヶ所）

2枚建引違い連窓（ 地窓）

スチール製

ＯＰ塗装

Ｐ Ｌ -1. 6

H
6
00

W4, 750

70 W2, 340W2, 340

W4, 750

707070W1, 135 W1, 135 W1, 135 W1, 135

H
3,

0
0
0

H
9
00

H
1
,3

0
0

H
6
00

1
00

1
0
0

撤去後、 ＡＷ－１ に取り替え 撤去後、 Ａ Ｗ－２ に取り替え

撤去 撤去 撤去

撤去後、 Ａ Ｗ－３ に取り替え

W1, 800 W1, 80070

W3, 670

H
9
00

Ｆ -4. 0

ＯＰ塗装

スチール製

2枚建引違い連窓

体育用具庫×2ヶ所

クレセント 　 引手　 戸車

86
3

ＳＷ
t40 2

5
ＳＷ

2撤去 t4086

H
9
00

W1, 700

クレセント 　 引手　 戸車

控室、 用具室

2枚建引違い窓

スチール製

ＯＰ塗装

Ｆ -4. 0

撤去後、 ＡＷ－５ に取り替え

86 t40撤去 4
4

ＳＷ

W1, 800

H
9
00

撤去後、 ＡＷ－４ に取り替え

Ｆ -4. 0

ＯＰ 塗装

スチール製

2枚建引違い窓

男子ト イレ、 女子ト イレ、 男子更衣室、 女子更衣室

クレセント 　 引手　 戸車

仕

部 名屋

種 別

質材

ガ スラ

付 等属品

上・ｶﾗｰ

考備

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

ＯＰ 塗装

スチール製

防球格子

アリーナ（ 南面×3ヶ所、 北面×1ヶ所） 　 ※SW-2付属

4t40
1

格子
－

L=4, 700

H
6
0
0

フレーム： Ｆ Ｂ-40×3. 2
格子： φ9. 0 @150

撤去

ｔ
40

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

－

撤去、 既存 キープラン・ 建具表②
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１ Ｆ  キープラン ＲＦ  キープラン

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

既存、 撤去建具
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1
格子

現状のまま

アリーナ（ 南面、 玄関出入口）

200
2

ＳＤ
t40 2

アリーナ～体育用具庫

200
3

ＳＤ
t40 1

ＳＯＰ塗装補修

現状のまま

現状のまま

現状のまま

現状のまま

現状のまま

ＳＯＰ塗装補修

1t36
2

ＷＤ
－

両面ポリ合板張

木製

引分け フラッ シュ戸

アリーナ（ 北面） 　 ※姿見鏡用

引手

H
1
,
25

0

W1, 800

みんなのト イレ、 男子ト イレ、 女子ト イレ

200
4

ＳＤ
t40 3

片引きハンガーフラッ シュ戸

扉、 枠： 溶融亜鉛めっき鋼板 t=1. 6の上、 防錆塗装

ＳＯＰ 塗装

取付金物　 引き棒（ SUS・ L600） 　 ハンガーレール　 油圧式制動装置　

※有効W900

W1, 000

H
2
,
0
0
0

※
1
5
0

引残し100

補修 補修 新設新設

既存建具枠 ＳＯＰ 塗装補修により再利用

※建付け、 戸当り調整、 及び戸板、 四方枠、 ハンガーカバーの塗装補修のみ

※南面のみ屋外側は卒業製作作品の為、 塗装補修せず
屋内側の扉、 四方枠の塗装補修のみおこなう

※建付け、 戸当り調整、 及び戸板、 四方枠
ハンガーカバーの塗装補修

仕

部 名屋

種 別

質材

ガ スラ

付 等属品

上・ｶﾗｰ

考備

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

Ｔ Ｐ-4. 0（ 学校用 磨板強化ガラス）

ブラッ ク

アルミ 製（ カバー工法・ 躯体： ＣＢ）

欄間Ｆ Ｉ Ｘ 両袖Ｆ Ｉ Ｘ 手動引分け戸

ポーチ～玄関

取付金物　 引戸錠 　 引棒（ SUS・ L=600）

※片側有効≒W900

引分部 W2, 050

W4, 200

H
2
,
60

0

10
0

2
,
0
00

5
0
0

100
1

Ａ Ｄ
t30 1新設

仕

部 名屋

種 別

質材

ガ スラ

付 等属品

上・ｶﾗｰ

考備

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

有効W1, 800

90 935 5050 935 90

125125

両面パーティ クルボード  ｔ =9. 0下地 高圧メラミ ン化粧板張　 ※手摺用補強下地

芯材： ペーパーコア

ト イレブース（ 巾木式） ： H=1900　 ※一部、 H=2, 300（ ハイパネル仕様）

女子ト イレ

－
1
Ｔ Ｂ

t40 1

取付金物　 SUS巾木　 表示錠付スライド ラッチ（ 丸型　 内開き・ 非常解錠付）

戸当り付帽子掛　 アルミ アールエッジ(中心吊・ 指挟み防止仕様)

※総パネル長： 7， 020

L=2, 820

600 600 600340380

4
0

L
=
1,

4
0
0

9004090040900 40

1t40
3
Ｔ Ｂ

－

男子ト イレ

ト イレブース（ 巾木式） ： H=1900　 ※目隠しパネル、 天井固定

芯材： ペーパーコア

両面パーティ クルボード  ｔ =9. 0下地 高圧メラミ ン化粧板張

150150

 ： H=2300（ ハイパネル仕様）※ 

OPEN OPEN OPEN

1t40
2
Ｔ Ｂ

－

男子ト イレ

ト イレブース（ 巾木式） ： H=1900　 ※一部、 H=2, 300（ ハイパネル仕様）

芯材： ペーパーコア

両面パーティ クルボード  ｔ =9. 0下地 高圧メラミ ン化粧板張　 ※手摺用補強下地

取付金物　 SUS巾木　 エンド ポール（ H=2, 300）

L=
9
0
0

4
0

600 600 600
150

340230
150150

900900900 40 40 40

L=2, 820

4
0

L
=
1,

4
0
0

OPENOPEN

※  ： H=2300（ ハイパネル仕様）※総パネル長： 7， 020

ＳＫ

取付金物　 SUS巾木　 表示錠付スライド ラッ チ（ 丸型　 内開き・ 非常解錠付） 　 物置引手（ 丸型）

戸当り付帽子掛　 アルミ アールエッ ジ(中心吊・ 指挟み防止仕様)

4
00

H
=1

,
9
0
0

C
H=

2
,
30

0

L=700

※90 ※90

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．
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新設、 補修 キープラン・ 建具表①

' 02 .2022 .

１ Ｆ  キープラン ＲＦ  キープラン

新設、 補修建具

Ａ 37

※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

改装用サッシ（LIXIL PRO-SE70 ）、若しくは同等品以上とする

コマニー株式会社：トイレブース（ＣＢ－Ｋ）若しくは同等品以上とするコマニー株式会社：トイレブース（ＣＢ－Ｋ）、若しくは同等品以上とするコマニー株式会社：トイレブース（ＣＢ－Ｋ）、若しくは同等品以上とする

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

戸当り　ガイドローラー表示錠（みんなのトイレのみ）三方枠：W290×ｔ30

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



ギャラリー

ギャラリー

ステージ
上部

用具室
上部

控室
上部

1
ＡＷ

1
ＡＷ

1
Ａ Ｗ

1
Ａ Ｗ

1
ＡＷ

1
Ａ Ｗ

1
ＡＷ

1
Ａ Ｗ

1
Ａ Ｗ

1
Ａ Ｗ

3
Ａ Ｗ

5
Ａ Ｗ

3
Ａ Ｗ

4
Ａ Ｗ

4
ＡＷ

5
Ａ Ｗ

4
ＡＷ

4
ＡＷ

1
格子

2
Ａ Ｗ

※地窓上部

2
ＳＤ

2
ＳＤ

1
Ａ Ｄ

2
ＷＤ

1
格子

3
ＳＤ

4
ＳＤ

4
ＳＤ

4
ＳＤ

2
ＡＷ

体育用具庫男子更衣室女子更衣室

ステージ

用具室

男子ト イレ

女子ト イレ

玄関

アリーナ

控室

みんなのト イレ

3
Ｔ Ｂ

1
Ｔ Ｂ

2
Ｔ Ｂ

2
Ａ Ｗ

1
格子

2
ＡＷ

1
格子

アルミ パネル ｔ =3. 0

ブラック

アルミ 製（ カバー工法・ 躯体： Ａ Ｌ Ｃ）

2枚建引違い連窓（ 地窓）

アリーナ（ 南面×3ヶ所、 北面×1ヶ所）

70
2

ＡＷ
410－

1
Ａ Ｗ

70

ギャラリー（ 南面×5ヶ所、 北面×5ヶ所）

2枚建引違いＦ Ｉ Ｘ 連窓（ 3列×2段）

アルミ 製（ カバー工法・ 躯体： Ａ Ｌ Ｃ）

ブラック

上段： Ｔ Ｐ-4. 0（ 学校用 磨板強化ガラス） 　 下段： Ｆ Ｗ-6. 8（ 網入型板ガラス）

W2, 340 W2, 34070

W4, 750

H
6
00姿 図

記号 数量
枠

見込

扉

仕

部 名屋

種 別

質材

ガ スラ

付 等属品

上・ｶﾗｰ

考備

H
9
00

H3
,
0
00

（ 1/3）（ 1/3）（ 1/3）
100 100

W4, 750

H
2
,0

00
1
00

≒1, 515 ≒1, 515 ≒1, 515

クレセント 　 引手　 戸車

網戸（ 合成樹脂製網）

クレセント 　 引手　 戸車

網戸（ 合成樹脂製網）

新設 新設 新設

クレセント 　 引手　 戸車

2
3

ＡＷ
70

体育用具庫×2ヶ所

2枚建引違い連窓

アルミ 製（ カバー工法・ 躯体： ＣＢ）

ブラッ ク

Ｆ -4. 0

H
9
00

W3, 670

70 1, 800W1, 800

－ － 2

W1700

H
9
00

ブラック

アルミ 製（ カバー工法・ 躯体： Ａ Ｌ Ｃ）

2枚建引違い窓

控室、 用具室

クレセント 　 引手　 戸車

－70
5

Ａ Ｗ
4

ＡＷ
70 － 4

H
9
00

W1, 800

クレセント 　 引手　 戸車

男子ト イレ、 女子ト イレ、 男子更衣室、 女子更衣室

2枚建引違い窓

アルミ 製（ カバー工法・ 躯体： ＣＢ）

ブラック

Ｆ -4. 0 Ｆ -4. 0

新設 新設

仕

部 名屋

種 別

質材

ガ スラ

付 等属品

上・ｶﾗｰ

考備

姿 図

記号 数量
枠

見込

扉
－

1
格子

t40 4

H
6
0
0

L=4, 700

アリーナ（ 南面×3ヶ所、 北面×1ヶ所） 　 ※AW-2付属

防球格子

スチール製

ＳＯＰ塗装

フレーム： Ｆ Ｂ-44×ｔ 6. 0
格子： φ13. 0 @150

※既存木額縁にビス止メ 固定

新設

ｔ
40

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰ ＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　 ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　 ＮＯ．

－

新設、 補修 キープラン・ 建具表②

' 02 .2022 .

１ Ｆ  キープラン ＲＦ  キープラン

Ａ 38

新設、 補修建具 ※鋼製建具撤去後の既存枠部は、 防錆塗装を行う こと

改装用サッシ（LIXIL PRO-SE70 ）、若しくは同等品以上とする 改装用サッシ（LIXIL PRO-SE70 ）、若しくは同等品以上とする 改装用サッシ（LIXIL PRO-SE70)若しくは同等品以上とする 改装用サッシ（LIXIL PRO-SE70)若しくは同等品以上とする 改装用サッシ（LIXIL PRO-SE70）若しくは同等品以上とする

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



▽アリーナ壁面

１ 窓用呼出表示器 4
5

10
0

426

丸鋼、 Ｌ 形アングルに溶接止メ※
3
6

※15380※15
有孔ベニヤにビス止メ

30
0

500

410 4545

1
25

1
2
5

▽
ア

リ
ー

ナ
壁

面

丸鋼、 Ｌ 形アングルに溶接止メ

丸鋼 φ8

Ｌ -45×45×4
（ ビス穴×8ヶ所）

15
0

150×3面

15
0

【 塗装改修】
水平梁 ＳＯＰ 塗装補修
（ Ｈ-150×150×7×10）

※
塗

装
面

塗
装
不
可

×

×

×

※
塗

装
面

150
※塗装面

※BOX内塗装

【 塗装改修】
鋼製カーテンBOX ＳＯＰ塗装補修
※正面、 内部共

【 カーテン改修】
遮光カーテン
ＳＵＳカーテンレール共、 撤去 → 新設

H
=
1,

2
0
0

2
5

100 

1,
1
75

1,
1
75

2
5

H
=
1,

2
0
0

⑤： Ｄ600

100　 100　

H
=
1,

2
0
0

2
5

1,
1
75

④

①、 ②

④

①、 ②

④

①、 ②

③ ③ ③

手洗い前 小便器前 掃除流し前

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
0
0

③

①、 ②

④

1,
1
75

2
5

H
=
1,

2
0
0

100 

みんなのト イレ 便器、 手摺前

D300

H2
5
0

W900

550 175175

ｔ
2
0

1
,
7
00

棚受ブラケッ ト ×2ヶ所

棚板： 集成材・ W900×D300×ｔ 20
ＳＯＰ塗装

《  各仕様 凡例 》

① 前板下地： LGS65 @300

② 前板： 耐水ベニヤ ｔ =12下地張の上、 化粧ケイカル板（ FK） 張 ｔ =6. 0

③ 巾木： H=100 ※床材立上げ

④ 面台： W100×ｔ 25・ SUS（ HL）  t=1. 0 曲げ加工

⑤ 汚垂石： W800×D600（ 磁器質・ テーパー仕様）

200900

4
60

100

【 塗装工事】
側壁： モルタル仕上 ＥＰ 塗装補修

【 塗装工事】
跳出し天井： 有孔ベニヤ ＥＰ 塗装補修

【 塗床工事】
床： 既存仕上 下地調整の上

アクリル系防塵塗料塗り

1, 300

1
,
15

0

15
0

90
0

1
0
0

1
5
0

300

手摺子： φ16×L900
@100

控柱： φ34×L1600
@2500

上段、 中段： φ34

下段： φ34

100

親柱： φ34×L1150 @2500

※鉄部 ＳＯＰ ２ 回塗

※表示器本体は電気設備工事に含む

39Ａ

③ギャラリー カーテンＢＯＸ 周囲 詳細図　 １ ： １ ０

※男子ト イレ ＳＫブース内

△： シーリング(変成シリコン： MS-2)  施工箇所示ス

④１ 窓用呼出表示器用 防球ガード  詳細図　 １ ： ５

②収納棚 詳細図　 １ ： ２ ０①各ト イレ 設備ライニング 詳細図　 １ ： ２ ０

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

ＰＲＯＪ ＥＣＴ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪ ＥＣＴ　ＮＯ．

ＳＣＡＬＥ

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩ ＮＧ　ＮＯ．

－

.2022 .02'

部分詳細図 1： 20、 1： 10、 1： 5

④ギャラリー 跳出し周囲　 詳細図　 １ ： ２ ０

側壁 詳細図 手摺 詳細図

※手摺はすべてＳＯＰ 塗装補修

※みんなのト イレ 出入口付近

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



【 カーテン改修】
【 既存支柱金具改修】

バド ミ ント ン、 ソフト バレー
支柱埋込金具×2ヶ所

①
：

2
20

0
0×

1
20

0
0

②
：

1
8
0
00

×
9
0
0
0

③
：

1
6
0
00

×
8
0
0
0

④： 13400×6100④： 13400×6100

⑥
：

L
=
18

0
0
0

⑥
：

L
=
18

0
0
0

1, 000

1
,
5
00

1
,5

0
0

1, 000

【 床シート 工事】
床見切 L=800×2ヶ所、 新設
※①詳細図参照

アリーナ
（ 404. 19㎡）

【 体育設備工事】
床： 下地処理の上 発泡複層ビニル床シート 張 t=7. 5以上

※既設巾木取合い部、 及び端部はシーリング処理

【 内装、 左官工事】
塗床仕上 ｔ =15、 撤去
撤去跡 モルタル金コテ、 補修
※用具室前も同様

【 床シート 工事】
サッシ取合部、 シーリング処理
※①詳細図参照

【 床シート 工事】
サッシ取合部、 シーリング処理
※①詳細図参照

【 既存運動器具改修】
肋木、 一時解体、 場内保管
（ 木製・ W4500×H2500）

【 床シート 工事】
塗床仕上 ｔ =15、 撤去
撤去跡 モルタル金コテ、 補修

【 床シート 工事】
サッ シ取合部、 シーリング処理
※①詳細図参照

【 既存運動器具改修】
壁付垂直飛び測定器、 撤去

24, 950

12, 95012, 000

▽

既存コート ライン（ 支柱） センター

16
,
20

0

8,
2
0
0

8
,2

0
0

▽

既
存

コ
ー

ト
ラ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

Y1

Y2

X2 X7

控室

用具室

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L1900×H1100）

（ 引分け・ L1900×H1100）

ステージ

【 床シート 工事】
床見切 L=800、 新設
※①詳細図参照

【 床シート 工事】
床見切 L=800、 新設
※①詳細図参照

【 床シート 工事】
床見切 L=1800、 新設
※①詳細図参照

【 床シート 工事】
床見切 L=1800、 新設

※①詳細図参照

【 床シート 工事】
床見切 L=900、 新設

※①詳細図参照

【 床シート 工事】
床見切 L=900、 新設

※①詳細図参照

【 床シート 工事】
床見切 L=900、 新設

※①詳細図参照

【 床シート 工事】
床見切 L=2200、 新設
※①詳細図参照

【 床シート 工事】
サッ シ取合部、 シーリング処理

※①詳細図参照

【 既存支柱金具改修】
鉄棒支柱埋込金具×6ヶ所

※②詳細図参照

【 既存支柱金具改修】
跳び箱埋込金具×12ヶ所

※②詳細図参照

【 既存支柱金具改修】
バレー支柱埋込金具×2ヶ所

※③詳細図参照

【 新設支柱金具、 基礎工事】
バド ミ ント ン、 ソフト バレー
支柱埋込金具、 基礎×4ヶ所

※④詳細図参照

【 床シート 工事】
床下収納庫前
床見切 L=8500、 新設
※①詳細図参照

2
0
0

【 体育設備工事】
椅子収納台車×6台
幕板取替： W1300×H900×ｔ 40/枚
※既存台車本体、 レール等調整共

【 既存支柱金具改修】
防球ネット 床固定金具×4ヶ所、 撤去
※ステージ前

1:60体育設備改修工事 １ Ｆ 配置図
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※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

【 種別】
・ 発泡複層ビニル床シート
※グラスファイバークロス層入
※ウレタンコーティ ング

【 性能】
・ 緩衝作用（ U）  15～50
・ 重力加速度（ G）  100以下
・ 滑り抵抗係数 0. 4以上

【 厚さ】
7. 5mm以上
【 柄】
・ 木目調

《  床シート  材料仕様 》 《  床シート  作業工程 》

※耐久性や伸縮性を考慮し、 グリット 状に張り巡らしたグラスファイバークロス層で構成されたものとする

《  ライン塗装 リスト  》

①

②

③

バレーボールコート （ 一般・ 6人制）

番　 号 競技種別 寸　 法 面　 数 ライン種別

バレーボールコート （ 小学生・ 6人制）

バド ミ ント ンコート 、 ソフト バレー兼用

18000×9000

16000×8000

13400×6100

実線 50mm

実線 50mm

実線 40mm

1面

1面

④ 青

赤

白

色
下地処理： 目荒らし

※ポリッシャー掛け程度
↓

発泡複層ビニル床シート  施工
各部、 床見切 取付

↓
各コート ライン引き

↓
仕上、 洗浄 2本 実線 50mm18000シャト ルラン用⑥ 黄

体育設備 １ Ｆ  詳細図　 １ ： ６ ０

1面 実線 50mm22000×12000ミ ニバスケット コート 緑

Ａ 40
※ラインカラー、 優先順位は監督員と協議の上、 最終決定とする
※各競技金具については、 現場打合せにより最終決定とすること

※②詳細図参照

1, 000 1, 000

※反復横跳び線に利用できるよう、100-100間隔とすること

2面※外枠のみ

暗幕カーテン、レール共、撤去 → 新設

暗幕カーテン、レール共、撤去 → 新設

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 防球ネット 改修】
ステージ前
引分け・ L14000×H9000、 撤去 → 新設

【 防球ネット 改修】
ギャラリー
サイド ・ 片引き・ L25000×H6500、 撤去 → 新設

【 防球ネット 改修】
ギャラリー
サイド ・ 片引き・ L25000×H6500、 撤去 → 新設

【 既存運動器具改修】
天吊登り棒5連

（ H9. 0m×L4. 0m）
※支持レール、 作動ワイヤー、 附属品共、 撤去

【 既存運動器具改修】
天井吊下げ式バスケッ ト ゴール
落下防止対策、 清掃等、 作動ワイヤー、 新設

【 既存運動器具改修】
天吊登り縄5連

（ H9. 0m×L4. 0m）
※支持レール、 作動ワイヤー、 附属品共、 撤去

【 舞台幕工事】
ステージ
水引幕（ 一文字幕） 、 引幕、 袖幕、 かすみ幕、 撤去 → 新設

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 カーテン改修】

（ 引分け・ L4800×H3300）

【 既存運動器具改修】
壁付固定式バスケット ゴール
フレーム塗装補修、 ゴールネッ ト 補修、 清掃等

【 既存運動器具改修】
壁付固定式バスケット ゴール
フレーム塗装補修、 清掃等

【 既存運動器具改修】
壁付折畳み式バスケット ゴール

※本体脱着、 復旧
（ 間仕切壁工事中、 場内保管）
※フレーム塗装補修、 清掃等
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1:60体育設備改修工事 ＲＦ 配置図

' 02 .2022 .

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

体育設備 ＲＦ  詳細図　 １ ： ６ ０

※生地はパルコ 程度

《  ステージ 舞台幕 材料仕様 》

・ 水引幕（ 一文字幕） ： W9000×H1000×1ヶ所
（ 校章φ450 本刺繍、 ヒダナシ・ 裏地付、 フレンジ4寸）

・ 袖幕： W800×H5000×2ヶ所
（ ヒダナシ・ 裏地付、 フレンジ6寸）

・ 引幕： W9000×H5000×1ヶ所
（ 2倍ヒダ、 フレンジ6寸）

・ カスミ 幕： W9000×H1000×2列
（ 2倍ヒダ）

 
※既存の手動開閉装置の調整共
※現場にて採寸、 寸法の最終確認をおこなう こと

※現場にて採寸、 寸法の最終確認をおこなう こと

・ 1. 5倍ヒダ 遮光1級 防炎品
・ タッセル2本・ リターンベルクロ留メ
・ レール30cm分交差

・ ポリエチレン 100㎜目
・ ロープ操作式
・ ワイヤーレール、 付属品等、 すべて取替

※現場にて採寸、 寸法の最終確認をおこなう こと

《  防球ネット  材料仕様 》

Ａ 41

フレーム塗装補修、ゴールネット補修

ゴールネット補修、落下防止点検及び対策

ゴールネット補修、落下防止点検及び対策

ゴールネット補修、落下防止点検及び対策

暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設 暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設 暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設

《 暗幕カーテン 材料仕様 》

※バスケットゴールについては、落下点検の上、落下防止対策を行うこと

暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設 暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設 暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設 暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設 暗幕カーテン、SUSレール共、撤去 → 新設

《  既存体育設備・ 運動器具 改修区分 》

【  １ Ｆ  】
・ 壁付垂直飛び測定器（ 撤去）
・ 木製肋木×1ヶ所（ 脱着のみ）

 
【  ＲＦ  】
・ 天吊登り棒5連×1ヶ所（ 撤去）
・ 天吊登り縄5連×1ヶ所（ 撤去）
・天井吊下げ式バスケットゴール×1ヶ所（補修等のみ）

・壁付固定式バスケットゴール×2ヶ所（補修等）

・壁付折畳み式バスケットゴール×1ヶ所（脱着、補修等共）

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



t
7
.
5以

上

床見切： SUS（ HL）  W50×ｔ 1. 5（ への字型）
※床見切はすべて、 ビス止とする 既設巾木取合い部

シーリング処理

床： 下地処理の上、 発泡複層ビニル床シート 張 t=7. 5以上

サッシ（ 地窓） 取合い部
シーリング処理

建具取り合い部 端部取り合い部（ 巾木、 地窓）

35
※

38
0

床： 下地処理の上
発泡複層ビニル床シート 張 t=7. 5以上

※260×260

×

※
4
1
5

金具撤去跡 モルタル充填

既存器具埋込金具、 撤去

既存金具基礎、 断熱材そのまま

モルタル下地 塗床仕上
金具周囲詰めモルタル共、 ハツリ

×

※260×260

※
38

0
35

支柱埋込金具、 新設

※
4
1
5

床： 下地処理の上
発泡複層ビニル床シート 張 t=7. 5以上

金具設置時にモルタル充填

既存器具埋込金具、 撤去

既存金具基礎、 断熱材そのまま

モルタル下地 塗床仕上
金具周囲詰めモルタル共、 ハツリ

W
13

0
0
×

H
90

0
×

ｔ
4
0/

枚

ト ラック車輪、 注油
※6ヶ所/台

既存レール金具等、 調整

※荷台各部の増し締め等

既存台車幕板、 撤去 → 取替

既存土間ハツリ → 復旧範囲： 1600×1600

2
05

2
0
0

30
0

7
0
5

※
根

切
り

※
根

切
り

※
ハ

ツ
リ

【 既存土間下 根切り】
既存地盤、 砂利敷き、 栗石等 ｔ =500

【 既存土間ハツリ】
塗床モルタル下地、 保温材、 土間コン ｔ =205

540

35
0

530530

3
5 3
5

2
0

1
5
0

※
掘

削
土

、
砂

利
、

栗
石

共
、

埋
戻

し
50

0

【 新設金具基礎】
※詳細図参照

※掘削土、 割栗石、 目潰砂利は
すべて埋め戻し、 転圧し、 再利用する

支柱埋込金具、 新設
（ バド ミ ント ン・ ソフト バレー兼用）
金具埋設時に周囲モルタル充填

260 140140

▲

▲
△

△

床： モルタル金コテ押エの上
発泡複層ビニル床シート 張 t=7. 5以上

【 土間復旧】
モルタル金コテ押エ ｔ =35

断熱材： ポリエチレンフォーム敷 ｔ =20
土間コン ｔ =150

防湿材： ポリエチレンフィ ルム敷 t=0. 15

【 土間スラブ筋】
異形鉄筋金網敷き： D10 @250×250

（ ダブル、 千鳥）
差し筋アンカー： D10・ Ｌ 450

540

5
40

530530

5
30

5
30

主筋： 8-D13
HOOP： D10 @150

既
存

土
間

ハ
ツ

リ
 
→

 
復

旧
範

囲
：

1
6
00

既存土間ハツリ → 復旧範囲： 1600

差
し

筋
ア

ン
カ

ー
：

D
1
0（

上
段

×
7
本

）

差し筋アンカー： D10（ 下段×6本）

1
20

1
20

3
00

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲

▲▲▲▲▲▲▲

△△△△△△

△
△

△
△

△
△

【 土間スラブ筋】
異形鉄筋金網敷き： D10 @250×250

（ ダブル、 千鳥）

300

1
5
0

15
0

540

120120

▽ アリーナＦ Ｌ

砕石転圧 ｔ =150 主筋： 8-D13
HOOP： D10 @150

5
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50
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5
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1:20、 1： 10体育設備改修工事 各部詳細図

' 02 .2022 .

※その他、 今回改修工事にあたって、 施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

①床シート 工事 床見切、 端部処理 詳細図　 １ ： １ ０ ②既存支柱金具改修 金具撤去（ 跳び箱、 鉄棒）  詳細図　 １ ： ２ ０

④新設支柱金具（ バド ミ ント ン、 ソフト バレー兼用） 、 基礎 詳細図　 １ ： ２ ０

Ａ 42(Ｅ)

→

撤　 去　 図

改　 修　 図

撤　 去　 図

改　 修　 図

→
改　 修　 図

撤　 去　 図

③既存支柱金具改修 金具取替（ バレー、 バド ミ ント ン・ ソフト バレー兼用）  詳細図　 １ ： ２ ０

→

⑤既存椅子収納台車 改修図　 １ ： ２ ０④新設支柱金具 基礎 詳細図　 １ ： ２ ０

※既存基礎の寸法は、 当時の設計図による参考寸法とする ※既存基礎の寸法は、 当時の設計図による参考寸法とする

差し筋アンカー、 位置示ス
▲ …上段　 △ …下段 

差し筋アンカー、 位置示ス
▲ …上段　 △ …下段 

久米小学校屋内運動場大規模改造工（建築主体工事）
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＊ 建築仕様書 参照

印を付けたものを本工事に適用する。機 械 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

工事名称

建 築 概 要

工事場所

備 考構 造 階 数 延 べ 面 積建 物 名 称

「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

「建築設備工事共通仕様書」

消防関係法規（所轄署指導要網含む）

「公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）」

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）」

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

空気調和・衛生工学会規格

日本建築家協会編

所轄水道局 ガス供給社内規 その他関連法規

適用仕様書

一 般 事 項

優先順位

疑　義

変　更

工程表

施工図

機器及び材料等

耐震措置

工事写真

完成図書

発生材処分

申請手続

１．現場説明事項・質疑応答書　　　２．本特記仕様書　　　３．設計図書　　　４．工事共通仕様書

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、疑義についてはその都度監督員と協議する事。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められるものについては、本工事に含むものとする。

実施工程表、月間工程表を関連業者間にて十分協議して作成し、監督員に提出する。

請負者は施工に先立ち、施工計画書、工種別施工要領書、施工図等を作成し、監督員と打ち合わせを行うこと。

工事に使用する機器及び材料等については、予め使用機材届出書（メ－カ－リスト）、機器明細図、現品、カタログ、

施工図等の作成に際し、施工上密接に関連する工事との納まり等について十分検討する。

その他諸資料を事前に届け出ること。　尚、図面に記載の品番は、参考品番として便宜上メ－カ－品番を使用しているので、

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂版）一建築設備編」によるほか、監督員の指示により撮影し提出する。

国土交通省住宅局建築指導課監修の「建築設備耐震設計・施工指針」による。

メ－カ－の選定にあったっては、同等品以上の性能を有するものとする。また、国等による環境物品等の調達推進に関する法律

（グリ－ン購入法）を考慮し、再生品などの環境に優しい（環境物品）の調達に務める。

建設リサイクル法（三重県指針）に基づき再生資源の十分な利用及び廃棄物の原料等を通じて、資源の有効な利用の確保

及び廃棄物の適正な処理を図り、もって生活環境の保全及び国民経済の健全な発展に寄与すること。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報、材料検収簿、完成写真、竣工図、取扱説明書等 とりまとめ提出すること。

完成原図１部,青焼Ａ３版２つ製本（文字入,表紙,背共）２部,青焼Ａ２版２つ製本（文字入,表紙,背共）２部,完成図面電子デ－タＪＷＷ形式ＣＤＲ１枚

全写真のサムネ－ルを印刷そたもの（Ａ４版）１部,代表的写真を抽出し,Ｌ版相当サイズで印刷（Ａ４版用紙に１ペ－ジ３枚）印刷したもの１部

発生材を処分する場合は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」及び「再生資源の利用の促進に関する法律」に基づいて適正に

処理する。（マニフェストＡ、、Ｄ、Ｅの写しを提出すること）

工事着者前に漏水の有無を確認すること、又工事施工後の加圧試験等を監督員の指示により行うこと。

工事に必要な又は支障となる既設配管、機器の脱着については、図面に記載なくても監督員の指示により行うこと。

工事に伴う官公署への申請・届出は請負者において行う。これに伴う費用も本工事の含む。

その他

特 記 事 項

地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基づく材料を使用すること。

建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

水密を要する部分はつば付スリーブ、地中に用いるスリーブはＶＰ管、他は紙製等のスリーブを使用することができる。

排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００ｍｍ以上、車両道路部６００ｍｍ以上とする。

既存コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッターによる。

土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、ＳＵＳ又はＳＳ溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

共 通 事 項

保温工事 保温施工範囲は共通仕様書による。

保温施工種別 共通仕様書による。

下表による。（但しダクト、機器、煙道は共通仕様書による。）

屋外露出・多湿箇所

天井・ＰＳ内 グラスウール保温筒

ステンレス鋼鈑仕上げ

アルミガラスクロス

屋内露出 グラスウール保温筒 合成樹脂カバー

ポリスチレンフォーム保温筒

床下・暗渠内 グラスウール保温筒

保温厚さ 共通仕様書による。

下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による。）

給排水管・給湯管・温水管・ドレン管

消火管（但し屋外・屋内露出のみ）

１００～１５０Ａ ２００Ａ以上

20mm 25mm 40mm

８０Ａ以下

３２～２００Ａ ２５０Ａ以上２５Ａ以下

30mm 40mm 50mm冷水管・冷温水管

冷媒配管の露出部は化粧ケース仕上げとする。

工 事 種 別

給排水衛生設備

排水設備

衛生器具設備

給湯設備

ガス設備

消火設備

ろ過設備

浄化槽設備

給水設備

屋 外 屋 内屋 外 屋 内

空調設備

機器設備

配管設備

ダクト設備

換気設備

排煙設備

自動制御設備

防水麻布（アスファルトプライマー）

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管 耐熱性硬質塩化ビニル管

不要

単独

コンクリート既製管

算定人員　　　人槽　処理水量　　ｍ３／日

ＲＣ躯体

全自動

配管用炭素鋼鋼管（白）

合併

ＦＲＰ製

補強スラブ

その他

受水槽　　　本体

配管材料

弁　　類

量水器

引込加入、市納金等

その他

給水方式

ガスの種別

配管材料

ボンベ

気化装置

メーター

ガス漏れ検警報器

引込納付金等

消火設備の種別

屋内消火栓箱

屋外消火栓箱

連結送水管

その他

制　　御

配管材料

その他

ろ過方式

方式・容量

材　　質

その他

高架水槽　　本体

工 事 範 囲

配管材料

消火栓弁

排水方式

放流先

配管材料

桝　　類

大便器洗浄方式

水　　栓

給湯方式

配管材料

燃　　料

その他

その他

給
水
設
備

排
水
設
備

衛
生
器
具
設
備

給
湯
設
備

ガ
ス
設
備

消
火
設
備

ろ
過
設
備

浄
化
槽
設
備

要

屋内消火栓

連結送水管

HB-1A

HB-3A

HB-21

HB-11A.B

鋼管

砂

消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

JIS 10 kgf/cm2

屋外消火栓

連結散水管

HB-1B

HB-3B

HB-22

HB-12A.B

JIS G 3452

フィルター

手動

スプリンクラー

移動粉末消火

HB-2A

HB-4A

JIS G 3454)

泡消火

フード消火

HB-2B

HB-4B S

粉末内消火

消火器

消火用塩ビ外面被覆鋼管（ＶＦ）

買取品

別途工事

自動遮断弁付

別途工事

都市ガス

液化石油ガス

配管用炭素鋼鋼管（白）

都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

別途工事

ボンベ

転倒防止鎖等

不要

要

貸与品

本工事

一般形

要

不要

耐熱性硬質塩化ビニル管

都市ガス

10kg

本工事

本工事

電気式

20kg

別途工事）

50kg バルク 本数（t）

ポリ管ポリエチレン被覆鋼管［地中埋設部］ビニル被覆鋼管［地中埋設部］

ＬＰＧ

温水機

瞬間湯沸器

内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管［土中、暗渠］

被覆銅管

さや管工法

灯油

和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける。

配管用炭素鋼鋼管（黒）［油］

ガス給湯器

電気温水器

架橋ポリ管

Ａ重油

電気温水器

電気

配管用炭素鋼鋼管（白）［温水］

　　　　　）

中央式

局所式

銅管

ステンレス鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

節水コマ（泡沫式は除く）

ボイラー

ガス給湯器

Ｍ Ｌ）（

市販桝

低圧形

普通コマ

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

雑排水管

屋外排水管

公団形（Ｂ種）

洗浄タンク

通気管

各階に伸縮継手取付

メカニカル形排水鋳鉄管

配管用炭素鋼鋼管（白）

遠心力鉄筋コンクリート管

現場打ち

節水形

雨水管

配管用炭素鋼鋼管（白）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

（外圧管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

小口径

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＵ）［１５０以上］

ビニル桝

１種）２種

合併処理槽

側溝又は河川

側溝又は河川

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

排水用塩ビライニング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

耐火被覆ビニル管

耐火被覆ビニル管

耐熱塩化ビニル管（ＨＴ）

既存桝

既存桝

既存桝

合流方式

合流方式

合流方式

浄化槽

合併処理槽

調整池

ウォーターハンマーが生じる恐れのある配管経路へは有効な防止機器を取付ける

分流方式

分流方式

分流方式

下水管

下水管

屋　外

屋　内

雨　水

汚　水

雑排水

雨　水

屋内汚水管

高架水槽方式

圧送方式

水道直結方式

鋼鈑製

ＦＲＰ製

ＦＲＰ製

ステンレス製

ステンレス製

ライニング鋼管

さや管工法

その他の部分

貸与品

直結部分

要

不要

硬質ポリ塩化ビニル管

圧力タンク

一体型

一体型

パネル型

一体型

パネル型

一体型

一体型

地　中

架橋ポリ管

一　般

水道業者指定品

市水

JIS 5 kgf/cm2

買取品（私設）

別途工事

一般・地中

回転数制御

複合板

複合板

複合板

複合板

パネル型

パネル型

パネル型

VA

VD

本工事

VB

PD

単板

単板

単板

単板

VD

SUS

JIS 10 kgf/cm2

PA PB PD

（

（

Ｍ（ Ｌ）

ＦＶ

（

本工事

（種別　１３Ａ　　　　　　発熱量　１０，７５０　　　ｋｃａｌ／ｍ３）

（発熱量　２４，０００ｋｃａｌ／ｋｇ）

供給事業者名：名張近鉄ガス

供給事業者名：名張近鉄ガス

1階建て屋内運動場

(

HI VP ポリ管

設備設計基準による）

（指示なきは建設省建築

設計空気条件

熱源機器

放熱器

配管方式

配管材料

その他

機
器
設
備

配
管
設
備

弁　　類

その他

換気方式

風　　道

風　　道

風道材質

吹出口・吸込口

その他

ダ
ク
ト
設
備

換
気
設
備

吹出口・吸込口

耐火被覆

風道材質

風道材質

排煙口

排煙口開放装置

復帰方式

その他

排煙風量測定

制御方式

その他

その他

排
煙
設
備

自
動
制
御
設
備

メ ー カ ー リ ス ト 下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。

冷温水発生機

温水ボイラー

冷媒配管

冷温水管

冷水・温水管

冷却水管

ドレン管

油管

蒸気管

冷媒管

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議の上バタフライ弁を使用してよい。

JIS 5 kgf/cm2

集中換気

低速風道

低速風道

亜鉛鉄板

アルミニウム製

アルミニウム製

湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

亜鉛鉄板

亜鉛鉄板

天井取付

手動

遠隔形

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方式に準ずる。

電子

室内条件

外気条件

＜夏季＞ 乾球温度℃ 湿球温度℃ 相対湿度％ ＜冬季＞

外気条件

室内条件

乾球温度℃ 湿球温度℃

チラー

氷蓄熱

ＧＨＰ

冷温水配管

冷媒用銅管

配管用炭素鋼鋼管（白）

ライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管（白）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

配管用炭素鋼鋼管（黒）

空冷ＨＰ

ＦＣＵ

冷却水配管

VA VB)

ＡＣＵ

温水配管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

配管用炭素鋼鋼管（白）

外面塩ビ被覆鋼管

硬質ポリ塩化ビニル管（ＶＰ）

水冷ＨＰ 水冷）

相対湿度％

個別換気

高速風道

高速風道

塩化ビニルライニング鋼鈑

塩化ビニルライニング鋼鈑

鋼鈑製（指定色焼付塗装）

鋼鈑製（指定色焼付塗装）

普通鋼鈑（厚１．６ｍｍ）

スリット形

手動及び遠隔操作可能なもの

手元形

ステンレス鋼鈑

ステンレス鋼鈑

JIS 10 kgf/cm2

グラスウールダクト

硬質塩化ビニル管（ＶＵ） スパイラルダクト

消音フレキ

電気 空気

（

28.0

冷媒用被覆銅管：ガス管保温厚２０ｍｍ,液管保温厚８～１０ｍｍ

地中：硬質ポリ塩化ビニル管屋内露出：結露防止用保温付硬質ポリ塩化ビニル管 屋外露出：カラ－硬質ぽり塩化ビニル管

スイング形）（

ガスＨＰ（

１９．０

ＥＨＰ

冷媒ガス漏れ検知器：１２個（小部屋対象）

鉄パネル水槽

水槽 ＦＲＰ水槽

衛生器具 衛生器具類

ポンプ ポンプ類

保温材

弁

管

ＲＷ・ＧＷ保温材

青銅弁・鋳鉄弁

継手共 水マーク表示品／ＷＳＰ表示品／ＪＩＳマーク表示品／ＨＡＳＳ表示品／ＪＰＦ規格品／ＳＡＳ規格品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品

ＪＩＳマーク表示品 ＪＩＳ規格以外：ＩＮＡＸ／ＴＯＴＯ

評価事業名簿による

積水プラント／日立化成／ブリジストン／三菱樹脂

積水プラント／ブリジストン

ガス給湯器（ＬＰＧ）

ガス給湯器（都市ガス）

ガス器具 ガス配管器具

量水器量水器

鋳鉄製蓋

鋳鉄製品 排水金物

桝類（塩ビ桝）

桝 桝類（公団型） 協和コンクリート／桑名工業／昭和工業／ネオジオ／丸八産業

日本下水道協会、排水設備用樹脂製マス協会規格対象品又は準拠品

評価事業名簿による

オオタケファンドリー／カネソウ／ダイドレ／中部コーポレーション／南濃鋳工／福西鋳物／ホクキャスト

伊藤工機／桂精機製作所／藤井合金製作所／富士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、省令による証票を付したもの

愛知時計電機／金門製作所／リコーエレメック

金門製作所／富士工器／富士電機／松下電工／矢崎総業ガス警報 ガス警報システム

厨房機器 厨房システム 評価事業名簿による

濾過装置 濾過機 オルガノ／栗田工業／サンエイ工業／三協／三進ろ過工業／タクマ／理水化学工業

滅菌機

消火設備

滅菌機

消火栓類

消火栓ホース

スプリンクラー・泡消火

磯村製作所／オーヤラックス／水道機工／日本曹達

立売堀製作所／岸本産業／北浦製作所／村上製作所／横井製作所

日本消防検定協会の合格表示品

ノーミ／ニッタン／日本ドライケミカル／能美防災／ホーチキ

特殊ガス消火 川重防災工業／セコム／日昭・林テクノス／日信防災／ニッタン／能美防災

自動制御 自動制御機器

フレキダクト

トキメックランデイスギア／山武ハネウェル／横河ジョンソンコントロールズ

アライ実業／オーツカ／栗本鐵工所

グリストラップ グリス・ガソリントラップ カネソウ／栗本鐵工所／下田機工／積水プラントシステム

空気調和機

製缶類 製缶類・熱交換器 島倉鉄工所／広島鉄工／ベルテクノ／前田鉄工所／前田鉄工所（四日市）／森松工業

ダクト付属品

換気扇 換気扇類

送風機 送風機類

防振装置

加湿器

防振材・防振装置

加湿器

栗田工業／東芝／日立製作所／松下電器産業／三菱電機

ウェットマスター／ピーエス工業／山武軽装

倉敷化工／高砂ゴム／特許機器／ブリヂストン／明和ゴム化成

評価事業名簿による

スパイラルダクト

ステンレス鋼鈑

亜鉛鉄板ダクト

大阪ラセン管工業／栗本鐵工所／泰弘／富士空調工業／フジモリ産業

ＪＩＳ規格品

ＪＩＳ規格品

吹出口・吸込口

風量ユニット

空研工業／新晃工業／トーキン／錦興業

エアコンスター／クボタ／新晃工業／東プレ

パッケージ形空調機

ガスエンジン空調機 パナソニック／アイシン／ヤンマー／ダイキン

パナソンック／ダイキン／東芝／日立製作所／三菱電機

給水 配管（ ＨＩ）は 抜け 防止措 置を施す こと 撤 去工 事： 本工事 とす る。

撤去工 事：本工事 とす る。

撤去工事：本工事とする。

撤 去工 事：本工事とす る。

撤 去工事 ：本 工事とす る。

機械設備　特記仕様書

'２０２２.０２.
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－M

ＳＣＡＬＥ

ＰＲＯＪＥＣＴ

ＤＲＡＷＩＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＮＯ．

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

記　　号 名　　称 記　　号 記　　号 名　　称名　　称

屋外排水管

汚水・雑排水管

GV 仕切弁

給水栓

フラッシュ弁

床上掃除口

天井換気扇・排気ファン

パイプフ－ド

給水管

通気管

スパイラルダクト

撤去機器・配管類を示す

既設撤去機器・配管類を示す

凡　　　　　　　例

換　気　機　器　表

風　　量 m3/h
ダクト径 φ

Pa静　　圧
付　属　品

形　　式ＶＦ- １ 設置場所：1 100

参考品番：

形　式　・　仕　様記　号 機器名称 相 電圧 備　考台数
電　気　容　量

消費電力
（W）（V）（φ）

天井換気扇
１４０
１００
２０

１５．５
みんなのトイレ

風　　量 m3/h
ダクト径 φ

形　　式ＶＦ- ２

Pa静　　圧

設置場所：1 100

付　属　品

３

３
３

低騒音形

低騒音形

男子・女子トイレ

男子・女子更衣室

ＶD- １５Ｚ１２

天井換気扇

１５

参考品番：ＶD-

天吊金具,その他付属品共

天吊金具,その他付属品共

1 100FE-

風　　量 m3/h
形　　式２

Pa静　　圧

設置場所：1 100 １

参考品番：

付　属　品
1 100

ＦE-

ＦS- １

１ 有圧換気扇

有圧換気扇

壁掛換気扇

パイプフ－ド

パイプフ－ド

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付,その他付属品共

ＳＵＳ製深形パイプフ－ド：ガラリ付,その他付属品共

２

２

１００２
羽　根　径 ３０ ｃｍ

―

３５．０ 控室

EX- ３０ＳK８

排気用：格子タイプ（風圧式シャッタ－,引きひもなし）

SUS製ウェザカバ－：防虫網付,木枠,その他付属品共

風　　量 m3/h
形　　式

Pa静　　圧
付　属　品

排気用：低騒音形
１６００

羽　根　径 ３０ ｃｍ
３０

風　　量 m3/h
形　　式

Pa静　　圧
付　属　品

１６００
羽　根　径 ３０ ｃｍ

３０

給気用：低騒音形

設置場所：３６５．０ アリ－ナ
EWF- ３０BSA参考品番：

設置場所：３ アリ－ナ
EWF- ３０参考品番： BSA-Q

８０．０

SUS製風圧式シャッタ－付ウェザカバ－：防虫網付,取付枠,その他付属品共

１６０
１００

１５．５
１５Ｚ１２

衛　生　機　器　表

品　　名 機　器　名　称 機　器　仕　様

ＨＢ-１Ａ 形式：

付属品：

二段式（埋込・ＬＳ付）　　１４００ＨＸ７５０ＷＸ２００Ｄ

開閉弁４０Ａ,噴霧・棒状岐切替ノズル,保形ホ－ス,他付属品一式

合計

１

ＣＦ-６３ＨＳＴ（二連紙巻器） １ １

名　　称 参考品番（ＴＯＴＯ） 参考品番（ＬＩＸＩＬ）

合
　
　
計

ＢＣ-Ｐ２０Ｓ,ＤＴ-ＰＡ２５０ＣＨＴＫ,ＣＦ-３９ＡＴ（普通便座），ＣＦ-６３ＨＳＴ（二連紙巻器）

衛　生　器　具　表

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

ＢＣ-Ｐ２０ＳＭ,ＤＴ-ＰＡ２５０ＣＨＴＫ,ＣＷ-ＰＣ１２ＱＣ-ＮＥＣＫ-ＵＲ（温水器付洗浄便座：蓋なし）,ＣＷ-２０１PＪ,ＣＦ-００８-１,

１１

１１１

ＵＦＳ９００Ｒ Ｕ-Ａ５１ＡＰ

１ １

ＳＫ２２Ａ,Ｔ２３ＡＥ２０Ｃ,Ｔ３７ＳＧＥＰ,ＴＮ１１４,Ｔ９Ｒ,ＴＫ２２,ＨＨ０４０６０

ＥＷＣ３８５ＣＳ,固定金具共 ＫＦＣ-２７１Ｔ１Ｕ２,固定金具共 １

１ １

１

１ １

Ｔ１１２ＣＬ１１,固定金具共

Ｔ１１２ＣＬ１１,固定金具共

ＫＦ-９２６ＡＥＲ８０Ｄ２５J,固定金具共

ＫＦ-９２０ＡＥ７０Ｄ１２Ｊ,固定金具共

５ ３２

５ ３２

ＫＦ-４７１ＥＨ７０J,固定金具共

ＫＦ-７０１ＡＥJ,固定金具共

２２

Ｓ-２０２Ａ,ＬＦ-７ＫＥ-１９,ＳＦ-２０ＳＡＦ-Ｐ,AY-４４,AY-１（１Ｐ),ＳＦ-２０２,ＳＦ-１０Ｅ,ＡＹ-３４（１Ｐ） １

Ｌ-２７５ＦＣＲＳ,ＡＭ-３１１Ｖ１（自動単水栓）,ＬＦ-ＷN７PF,ＳＦ-１０Ｅ,ＫＦ-３０ＤＮ,ＫＦ-２４Ｆ（水石鹸入れ）

洋風便器

洋風便器

センサ－一体型小便器

カウンタ－一体型洗面器

掃除流し

背もたれ

はねあげ手すり

小便器用手すり

Ｌ型手すり

Ｌ型手すり

み
ん
な
の
ト
イ
レ

ＹＭ４５７５Ａ（４５０Ｘ７５０） ＫＦ-Ｗ４５０Ｈ７５０化粧鏡

カウンタ－一体形洗面器

カウンタ－一体形洗面器

：２連洗面器

：２連洗面器

ＭＢ-５０１ＫD５WS（１２００）,A-６２２３×２,AM-３１１ＣV１×２,LF-１０５PAL-H×２,KF-２４F×２,MBF-５０A×３

ＫＦ-４５６０ＡＹＭ４５６０Ａ（４５０Ｘ６００）化粧鏡

立水栓 Ｔ２０５ＵＮＲ１３Ｃ

１１

１ １

２２

１

１

男
子
更
衣
室

女
子
更
衣
室

１

１

１５

電源容量は参考数値とする。 機器は同等品以上とする。

MK４５C１２００WPA１３BL,ＴENＡ４０Ａ×２,M３５６W×２,TS１２６AR×２,Ｍ９Ｐ４０Ａ×３

１号屋内消火栓箱：埋込形

ＣＳ５９７ＢＳ,ＳＨ５９６ＢＡＹＲ,ＴＣ３０１（普通便座）,ＹＨ７０２（二連紙巻器）

ＣＳ５９７ＢＣＳ,ＳＨ５９６ＢＡＹＲ,ＴＣＦ５８０ＡＵＰＮ（温水器付洗浄便座：蓋なし）,ＹＨ７０２（二連紙巻器）

Ｔ１１２ＨＫ７Ｒ,固定金具共

Ｔ１１２ＣＵ２２,固定金具共

Ｌ２７０ＣＭ,ＴＥＮ７７Ｇ１（自動単水栓）,ＴLDＳ２２０１Ｊ,Ｔ６ＢＲ,Ｔ１５６ＰＨ,ＴＬ２２０Ｄ,ＴＳ１２６ＡＲ（水石鹸入れ）

MK５０C１８００WPA１３ＢＷ,ＴEN４０A×２,Ｔ７Ｗ４１×２,TS１２６AR×２,Ｍ９Ｐ４０Ａ×３ ＭＢ-５０１ＫＴ５WS（１８００）,A-６２２３×２,AM-３１１ＣV１×２,LF-１０５PAL-H×２,KF-２４F×２,MBF-５０A×３

LF-１

SUS製防雨プレ－ド付給気形ウェザカバ－：防虫網付,取付枠,その他付属品共

機械設備　凡例・器具機器表

2
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改修前

－M

ＳＣＡＬＥ

ＰＲＯＪＥＣＴ

ＤＲＡＷＩＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＮＯ．

ＤＡＴＥ

1:100

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

3,180 24,950 4,350

▽
AL

C壁
芯

▽
木
下

地
壁

芯

Ｃ
Ｂ
壁

芯
▽

Ｃ
Ｂ
壁

芯
▽

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯
（

柱
芯

）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通
り

芯
（

柱
芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
壁

芯
）

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8

32,480

ALC壁芯▽

ＣＢ壁芯▽

3,8
00

3,8
00

3,7
00

5,0
00

12,
500

ＣＢ壁芯▽

ＣＢ壁芯▽

ＣＢ壁芯▽

100

ＡＬＣ壁芯△

7,5
00

AL
C壁

芯
△

Ｃ
Ｂ
壁

芯
△

Ｃ
Ｂ
壁

芯
△

1,3003,050

Ｃ
Ｂ
壁

芯
▽

18,1003,180

3,700 3,700 10,700

Ｃ
Ｂ
壁
芯
▽

Ｃ
Ｂ
壁
芯
▽

Ｃ
Ｂ
壁
芯
▽

Ｃ
Ｂ
壁
芯
▽

AL
C壁

芯
▽

7,080

28,360

△ALC壁芯

▽木下地壁芯

▽木下地壁芯

3,7
00

3,7
00

▽ALC壁芯

200
2,8

00

▽ＣＢ壁芯

△ＣＢ壁芯

3,0
00

▽通り芯

△通り芯

△通り芯

16,
400 9,0
00

Y1

Y2

Y3

玄関
踏込

男子トイレ

女子トイレ

※地窓上部 収納姿見鏡

※上部ギャラリー

体育用具庫男子更衣室女子更衣室

控室
ＵＰ

ＵＰ

ステージ

用具室
ＵＰ

ＵＰ

ﾀﾗｯﾌﾟ

※上部ギャラリー

アリーナ

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

給水管：硬質塩ビライニング鋼管

撤去配管リスト

器具接続：排水用鉛管

今回撤去工事を示す。

既設を示す。

汚水管：硬質塩化ビニル管

撤去工事凡例

雑排水管・通気管：硬質塩化ビニル管

ＨＢ
１Ａ

１００φ

V
１

V
１

V
２

V
２

F
１

撤去

校舎棟より

５０

５
０

５０

衛生器具類撤去一覧表

機器表

HB-１Ａ

女
子
ト
イ
レ

男
子
ト
イ
レ

控
室

男
子
更
衣
室

女
子
更
衣
室

１

１ １

１

１

６

洗面器水栓

１

V-１天井換気扇

V-２天井換気扇

F-１壁付換気扇

F-２有圧換気扇

品番及び付属品

屋内消火栓埋込１号型，他付属品共

３０ｃｍ，他付属品共

３０ｃｍ，他付属品共

立水栓

Ｘ ＸＸ

Ｘ

平面詳細図参照

１００φ

２５ｍ

１００φ，他付属品共

１５０φ，他付属品共

ＶＣ共

ＶＣ共

立水栓：撤去

１００φ １００φ

土間はつり及仕上げの撤去は建築工事とする。建築図参照

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。

既設配管サイズ,ル－トは参考とし,現場確認の上施工の事。

消火：配管用炭素鋼鋼管（白）

ダクト：スパイラルダクト（SD）

１

ア
リ
―
ナ

機械設備　給排水衛生 １Ｆ 平面図（改修前）

'２０２２.０２.
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改修前

－Ｍ

ＳＣＡＬＥ

ＰＲＯＪＥＣＴ

ＤＲＡＷＩＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＮＯ．

ＤＡＴＥ

１：１００

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

３，１８０ ２５，１８０

▽
Ａ

Ｌ
Ｃ

壁
芯

▽
木

下
地

壁
芯

下
屋

壁
芯

▽

１，２００

Ａ
Ｌ

Ｃ
壁

芯
△

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

▽
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
壁

芯
）

２８，３６０ ４，１２０

下屋壁芯▽

５
，

０
０

０

１
２
，

５
０
０

下屋壁芯▽

下屋壁芯△

７
，
５

０
０

８
０

０
８

０
０

８
０

０△ＡＬＣ壁芯
▽通り芯

▽壁芯

３
，

７
０

０

１６
，

４
０

０

９
，

０
０

０

▽壁芯

３
，

７
０

０

▽ＡＬＣ壁芯

２
，

８
０

０

▽下屋壁芯

８
０

０

△通り芯

△通り芯

Ｃ
Ｂ

壁
芯

▽

２，８２０

下
屋

壁
芯

▽

下
屋

壁
芯

▽

１８，１００

８００

Ａ
Ｌ

Ｃ
壁

芯
△

８００ ８００

７，０７９．９９

アリーナ上部吹抜
←　▽Ｈ－３００×１５０　→

▽
Ｈ

－
２

０
０

×
１

０
０

←　▽Ｈ－３００×１５０　→

▽
Ｈ

－
２

０
０

×
１

０
０

▽
Ｈ

－
２

０
０

×
１

０
０

吊縄５連

▽
Ｈ

－
２

０
０

×
１

０
０

玄関、トイレ
下屋屋上

吊棒５連

▽
Ｈ

－
５

０
０

×
２

０
０

▽
Ｈ

－
５

０
０

×
２

０
０

←　▽Ｈ－３００×１５０　→

▽
Ｈ

－
５

０
０

×
２

０
０

ギャラリー

▽
Ｈ

－
５

０
０

×
２

０
０

▽
Ｈ

－
２

０
０

×
１

０
０

ステージ上部
（ブドウ棚）

控室上部
吹抜 ＳＰ

Ｄ
Ｎ

用具庫、更衣室
下屋屋上

用具室上部
吹抜

ギャラリー

タラッフ゜

Ｄ
Ｎ

ＳＰ

Ｘ１ Ｘ２ Ｘ３ Ｘ４ Ｘ５ Ｘ６ Ｘ７ Ｘ８

Ｙ３

Ｙ２

Ｙ１

給水管：硬質塩ビライニング鋼管

撤去配管リスト

器具接続：排水用鉛管

今回撤去工事を示す。

既設を示す。

汚水管：硬質塩化ビニル管

撤去工事凡例

土間はつり及仕上げの撤去は建築工事とする。建築図参照

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。

既設配管サイズ，ル－トは参考とし，現場確認の上施工の事。

雑排水管・通気管：硬質塩化ビニル管

消火：配管用炭素鋼鋼管（白）

Ｆ Ｆ Ｆ
２ ２ ２

Ｆ Ｆ Ｆ
２ ２ ２

衛生器具類撤去一覧表

機器表

ＨＢ－１Ａ

女
子
ト
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既設配管接続箇所を示す

※今回改修工事にあたって,施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

土間復旧及仕上げ補修は建築工事とする。建築図参照

Ｘ ＸＸ

Ｘ

１
VF

１
VF

１
VF１００φ

１００φ

１００φ

１Ａ
ＨＢ

２
VFVF

２

FE
２

改修後

平面詳細図参照

２５ｍ

立水栓：新設

１００φ １００φ

機械設備　給排水衛生 １Ｆ 平面図（改修後）

'２０２２.０２.

5

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



－M

ＳＣＡＬＥ

ＰＲＯＪＥＣＴ

ＤＲＡＷＩＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＮＯ．

ＤＡＴＥ

1:100

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

下屋壁芯▽

5,0
00

12,
500

下屋壁芯▽

下屋壁芯△

7,5
00

800
800

800

3,180 25,180

▽
AL

C壁
芯

▽
木
下

地
壁

芯

下
屋
壁

芯
▽

1,200

AL
C壁

芯
△

△
通
り

芯
（

柱
芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通
り

芯
（

柱
芯

）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通
り

芯
（

柱
芯

）

▽
通

り
芯

（
柱

芯
）

△
通

り
芯

（
壁

芯
）

4,120

X7 X8

28,360

X4 X5 X6X1 X2 X3

▽壁芯

▽ALC壁芯

2,8
00

▽下屋壁芯

800

△通り芯

△通り芯

3,7
00

16,
400 9,0
00

▽壁芯

3,7
00

△ALC壁芯
▽通り芯Y1

Y2

Y3

Ｃ
Ｂ
壁
芯
▽

2,820

下
屋

壁
芯

▽

800

AL
C壁

芯
△

800

7,079.99

下
屋

壁
芯

▽

18,100

800

1,4
00

1,4
00

ステージ上部
（ブドウ棚）

▽
H-

20
0×

10
0

▽
H-

20
0×

10
0

▽
H-

20
0×

10
0

▽
H-
50

0×
20
0

← ▽H-300×150 →

控室上部
吹抜

用具庫、更衣室
下屋屋上

▽
H-
50

0×
20
0

▽
H-
50

0×
20
0

Ｄ
Ｎ

ＳＰ

ギャラリー

▽
H-
50

0×
20
0

← ▽H-300×150 →

用具室上部
吹抜

Ｄ
Ｎ

ﾀﾗｯﾌﾟ

玄関、トイレ
下屋屋上

▽
H-

20
0×

10
0

▽
H-

20
0×

10
0

← ▽H-300×150 →
アリーナ上部吹抜

ギャラリー

改修後

改修工事凡例

コア抜き貫通箇所を示す

既設貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

※今回改修工事にあたって,施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

土間復旧及仕上げ補修は建築工事とする。建築図参照

１
FS FS

１ １
FS

１
FEFE

１１
FE

'２０２２.０２.

6

機械設備　給排水衛生 ＲＦ 平面図（改修後）

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）



改修前 改修後

改修工事凡例

コア抜き貫通箇所を示す

既設貫通箇所を示す

既設を示す

今回施工工事を示す

既設配管接続箇所を示す

※今回改修工事にあたって,施工上当然と思われる工事は本工事に含む。

梁貫通箇所は鉄筋探査を必要とする。

躯体貫通箇所は既設スリ－ブを優先に使用すること。

土間復旧及仕上げ補修は建築工事とする。建築図参照

4,350

X7 X8

12
,50

0

7,5
00

5,
00

0

2,
90

0
3,

200
1,

40
0

10
0

4,350

X7 X8

12
,50

0

7,5
00

5,
00

0

10
0

3,
80

0
3,

700

男子トイレ

みんなのトイレ

女子トイレ

玄関
踏込

スロープ

Ｄ
Ｎ

Ｄ
Ｎ

玄関
踏込

１００

－M

ＳＣＡＬＥ

ＰＲＯＪＥＣＴ

ＤＲＡＷＩＮＧ

ＡＰＰＲＯＶＥＤ ＣＨＥＣＫＥＤ ＤＲＡＷＮ

ＰＲＯＪＥＣＴ　ＮＯ．

ＤＡＴＥ

ＤＲＡＷＩＮＧ　ＮＯ．

COA１００

COA１００

COA６５

COA５０

COA８０

Ｔ５Ａ５０

Ｔ５Ａ５０

男子トイレ

女子トイレ

６５６
５

５
０

７
５

６５,２５

５
０

５
０

３
２

１００

２０

２５ ２５

２０ ３２

７
５

７
５

５０

４
０

４
０

６５
６５

５
０

７
５

５０

５０

５０

３
２

３２

２０

４
０

４０

５０

５
０

３
２

４０

４０２０

２
０

給水管：硬質塩ビライニング鋼管

撤去配管リスト

器具接続：排水用鉛管

今回撤去工事を示す。

既設を示す。

汚水管：硬質塩化ビニル管

撤去工事凡例

土間はつり及仕上げの撤去は建築工事とする。建築図参照

既存梁・床・壁貫通配管の撤去は手はつり補修とする。

既設配管サイズ,ル－トは参考とし,現場確認の上施工の事。

雑排水管・通気管：硬質塩化ビニル管

消火：配管用炭素鋼鋼管（白）

和風大便器

衛生器具表

男
子
ト
イ
レ

女
子
ト
イ
レ

品番及び付属品

Ｃ３７５Ｖ，FV，他付属品共

紙巻器

小便器 Ｕ５３，他付属品共 ３

２ ４

洗面器 Ｌ２３０,他付属品共 ２ ２

化粧鏡 ＴＳ１１９ＡＳ３ ２

掃除流し ＳK２２A,他付属品共

化粧棚 Ｓ３,他付属品共 ２

１

２

２

COA１００
１００

１
０

０

衛生器具類撤去一覧表

配管撤去後キャップ止め

配管撤去後キャップ止め

２ ４

COA１００

２０

５０
２０５０

２０
１００

４０

COA５０

５０
１００ ２５

COA１００

７５７５
５０５０

５０

６５
６５

２０
３０

５０

４０
COA１００ ４０

３０２５４０５０

５０

２０
１００

７５
２０

７５

２０

７５
COA１００

７５

２０

７５

COA５０

１００

２５

２０

６５

７
５

７
５

７
５

５
０

1：50

'２０２２.０２.

機械設備　給排水衛生 １Ｆ 平面詳細図（改修前・改修後）

7(E)

久米小学校屋内運動場大規模改造工事（建築主体工事）


